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プロローグ







　シャルスティア王国王立魔ま法ほうエネルギー開発研究所。

　王宮からやや離はなれた、鬱うつ蒼そうとした森の中に、その施し設せつはある。

　壁かべの一面には巨きよ大だいモニターが設置され、様々な計器類が並ぶ室内では、科学者たちが右往左往しているのだった。

「馬ば鹿かな！　いったん捕ほ捉そくした邪じや神しんの魔法質量を見失っただと!?　衛星を使って火口周辺部を隈くまなく精査するんだ！」

　口くち髭ひげを生やした男は、普ふ段だんあまり見せることのない狼ろう狽ばいぶりで叫さけぶ。

「やはりミナトくんの放ったオーラの魔ま力りよく量が足らず、神界に戻もどってしまったという可能性はないのでしょうか？」

　赤いルージュを引いた唇くちびるが発した問いに、

「そんなはずはない！　一度数値が大きく上じよう昇しようしたというのが、邪神が呼びかけに応こたえた証あかしです！　邪神の召しよう喚かんは成功だった、それは間ま違ちがいない！」

　口髭の男はなおも珍めずらしく声を荒あらげるのだった。

　そのやり取りを、部屋の奥おくで冷やかに見つめている最年長の男。

　――やはり一ひと筋すじ縄なわではいかぬか。だが、これまでの長き苦難の道のりに比べれば、どうということもない。

　目じりには皺しわが刻まれているものの、その瞳ひとみはギラリと、暗き野心を燻くすぶらせていた。

　――計画は万ばん全ぜんだ。どのような状じよう況きようにも対応できるよう、何重にも手立ては考えてある。邪神を捕とらえ、シャルスティア王家を失しつ墜ついさせ、世界のエネルギー情勢に革命をもたらす。人類の新たな夜明けは、このアベラルド・アルカサルが創出するのだ……！




　　　　　◇




「姉貴ー、こっちはいつでもいいぜー？」

　グレーのパンツスーツを着た次女は、いくぶん投げやりに、

「姉様、我も準備完かん了りようであります」

　純白のドレスに身を包つつんだ三女は、訓練された兵士のように、告げた。

「それでは、参りましょうか。わたくしたち、ファルバザード三姉妹、魔法国家の監かん視し者としての責務を果たしましょう」

　漆しつ黒こくのドレス姿の長女は、厳おごそかな口調で妹たちに応える。

　ここは、シャルスティア王国から約二万キロメートル離れた、ファルバザード皇国。

　シャルスティアと同じ世界魔法五大国の一つであり、南国シャルスティアとは正反対に短い夏が終わると氷と雪に覆おおわれる白き大地。皇こう帝ていは、十二人からなる選せん帝てい侯こうの中から選出され、皇帝に選ばれた家には二歳さいずつ年の離れた三姉妹が必ず誕生する。

　現在の皇帝は、第二十七代、カール＝グスタフ・フォン・エストライネン。彼かの女じよたちは、その娘むすめであった。

　そんな伝統と格式と、幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きに包まれた皇国の、『消えぬ灯とも火しび』と謳うたわれる煌きらびやかな宮きゆう殿でん内ない。

　宮殿の敷しき地ち内ないに併へい設せつされた飛行場には、すでにいつでも飛び立てるよう、専用機が待機している。

「けどよぉ、シャルスティア王国が何か企たくらんでるのを探さぐるなんて、まだるっこしいことをわざわざしなくてもいーんじゃねーかぁ？　オレたちがさっさと邪神を倒たおしちまえば、それで終いじゃねーか」

　次女――『灰色のグリージヨ・ビラ均衡姫ンチヤトウーラ』は万ばん事じを最短ルートで進むのを是ぜとする性格であるらしい。

「黙だまれ、この低能が。姉様には深いお考えがあるのだ。貴様の出る幕ではない」

　三女――『白き誕ビアンコ・ジ生姫エニトウーラ』は長女を崇すう拝はいしており、そのぶんなぜか次女と敵対している。

「テンメェ、やんのかこのっ！」

「ふん、来るがいい。貴様なんぞ十秒で沈しずめてやろう」

「このちんまいのがいい気になんなよ？　ならオレは五秒でぶっ潰つぶしてやるぜっ！」

　こうして始まる姉妹喧げん嘩かは宮殿の日常であり、

「二人とも、おやめなさい」

　長女――『黒き死ネーロ・エ滅姫ステイント』の静かな一声で、妹たちはぴたりと大人しくなる。

「わたくしたちは、『紡つむぎ視みの三姉妹』。暴力で問題を排はい除じよするだけでなく、問題の根源をつまびらかにし、断たつことができるのですもの。それが、わたくしたちに課せられた使命でしてよ」

　こうして、ファルバザード三皇女が、旅立とうとしていた。
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第一章　赤い髪の少女







「ほっ、ほっ、ほっ、ほっ」

　朝あさ靄もやに霞かすむシェライエ山中腹の舗ほ装そう道路を、俺おれ、風かぜ原はら湊みなとは軽快に疾しつ走そうしていた。

　今日、強化合宿四日目の早朝から、俺はアシエルに連れられシェライエ山山頂の火口まで行ってきたのだ。

　そして現在、俺は来る時と異なり、一人で、自分の足で山を下っている。

　その理由を、ちょっと思い出してみようか……。




　　　　　◇




　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……。

　一時は立っていられないのではないかと思ったほどの激しい揺ゆれは、徐じよ々じよに収まってきつつあった。

　火山神の石像に向けて俺のオーラを放出した途と端たん、始まった地じ響ひびき。地じ震しん大国日本にいた頃ころでさえ、こんな揺れは体験したことがない。

「な、何だったんだ、今のは……」

　無事に済んで安あん堵どのため息をつく俺とは対照的に、

「そんな……!?　そんなはずは……！」

　アシエルは失望の表情を浮うかべ、神しん殿でんの外へと駆かけ出す。

　何が何だかわからない俺は、仕方なくアシエルの後を追うのだった。

　外の景色も、神殿に入る前と何ら変わりはない。

　所々、岩がん盤ばんの裂さけ目めからマグマが覗のぞき、煙けむりが昇のぼっていたりする。そんな周囲に、アシエルはきょろきょろと視線を彷徨さまよわせていた。

「あの……、俺、もう帰ってもいいのかな……？」

　口に出すのが少々ためらわれたものの、茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態のアシエルは、放っておくといつまでもここに突つっ立たっていそうな勢いだ。

「あ……？　そ、そうですね、確かにずっとこうしていても、意味がありませんね」

　我に返った様子のアシエルが、同意してくれる。

「アシエルはどうする？」

　尋たずねると、

「私はもう少し、調べてから帰ります。なので、ミナトくん、申し訳ないのですがリムジンのところまでは一人で戻ってもらえますか？」

　アシエルは、そう問い返してきた。

「ああ、だったら俺、せっかくだしトレーニングがてら、博物館まで走って帰るよ」

　運転手さんつきの高級車の後部座席でぽつんと座すわる情景が浮かび、俺はなんとなくそれを回かい避ひしようと思ったのである。

「え？　ですが、ここから博物館までは、けっこうありますよ？」

　アシエルが目を丸くする。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、だってほら」

　ブゥゥゥンッ！

　俺は、赤いオーラを身に纏まとってみせる。

　今回の合宿のおかげもあり、俺はもうほぼ思い通りにオーラを出せるようになっているのだった。

「お見事。これだけ逞たくましくなったミナトくんなら、どんな難しい局面になってもなんとかしてくれそうですね」

　アシエルに過か剰じようなまでに褒ほめられ、

「じゃっ、じゃあなっ！」

　不安を覚えた俺はくるりと背中を向け、火口斜しや面めんを一気に駆け登った。




　　　　　◇




　はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ。

　いくらオーラを出して身体能力が強化された状態とはいえ、さすがに三十分くらい全力で走り続けていると、だいぶ息も切れてくる。

　過ぎ去る周囲の風景をぼんやりと眺ながめながら、部屋に戻ったら二に度ど寝ねするべきかを俺は真しん剣けんに考えているところだった。

　あー、そういえばこっちに来てからまだ一回もアキバＢｌｏｇをチェックしてねーっ！　これはむしろ、帰ったらすぐにインターネット環かん境きようをアミナさんに確かく認にんしてみるべきだろうかっ!?

　などと俺が思考を巡めぐらせているうちに、ようやく古代シャルスティア魔法文明博物館の立派な建物が、視界の中に入ってきたのである。

「ふーっ」

　博物館の玄げん関かんの前で、俺は大きく深呼吸をする。

　すると、ちょうどクリスと雪ゆき花かが、館内から外へと出てきたのだった。

「おはようっ、クリス、雪花っ！」

　朝っぱらからジョギングなんかしちゃう超ちよう健けん全ぜんな俺は、爽さわやかに声をかける。

「あっ、おはようございます、湊殿どの！」

「おはようございます。珍しくお早いですね、湊様」

　素す直なおに応えてくれるクリスに、チクリと余計に一言をくれる雪花。

「うん、まぁ、ちょっとね。ソフィアとマリーは、まだ寝ねてるのかな？」

　俺は話題を逸そらして、お茶を濁にごすことにする。

「いえ、それが……」

「姫ひめ様さまたちはつい先さき程ほど、王宮へと向かわれました」

　クリスと雪花は、意外な答えを口にした。

「へ？　王宮？　なんでまた？」

　俺が怪け訝げんな顔をすると、

「魔法五大国の一つ、ファルバザード皇国から、急きょ三人の皇女がシャルスティアを来訪するとの通達があったのだそうです」

「ですので、姫様たちは明日、三皇女をもてなすため、今日のうちから綿密な打ち合わせをなされることになりました」

　クリスと雪花が丁てい寧ねいに説明してくれた。

「はぁ～、やっぱ一国を代表する立場って、大変なんだなぁ～っ」

　俺は、ソフィアとマリーに対して、いまさらながら尊敬の念を抱いだく。

「じゃあ、今日の鍛たん錬れんは、どうなるんだ？」

　今回の合宿では、一応ソフィアとマリーのオーラ強化なども、一いつ緒しよに行っていたわけだが……。二人が不参加となると、まさにこの世の楽園とでもいうべき二人のあられもない姿が拝めないってことで……げふんげふんっ。

　まぁ落ち着け。もちろん、その程度で俺のトレーニングに臨のぞむテンションが低下するはずは……。あれ、なぜだろう？　「ない」と断言できる気がまったくしないのだった。

「はい、昨日の騒そう動どうもありましたし、湊殿もお疲つかれでしょうから、と各人自由行動ということになりました」

　そんな俺の胸の内を知ってか知らずか、クリスが俺への労いたわりに満ちた決定を教えてくれる。

「そっかぁ、今日は鍛錬中止かぁ……」

　と、そこで俺はもう一人、本日まだ姿を見ていない人物がいるのを思い出した。

「あ、そういえば、茜あかねは？」

「茜様もお出かけになりました」

　即そく座ざに雪花が回答する。

「姫様たちが出発されてすぐに、自由行動になるのであれば茜殿どのもご両親に会ってくる、と」

　クリスに言われ、俺はなるほどと納なつ得とくした。

　茜の親おや父じさんとお袋ふくろさんは、このシャルスティア本島にある研究所で働いているって、言ってたもんな。

「う～ん、つまり、今ここに残っているのは、クリスと雪花と俺だけってことに……」

　そう、俺が言いかけたそのとき――、

「お～っ、みなさんっ、ちょうどいいところにおられましたのだぁっ！」

　忘れていた。茜だけじゃなく。この古代シャルスティア魔法文明博物館において、最も重要な、管理人であるアミナさんを、俺は今この瞬しゆん間かんまで、すっぽりと。

「あははっ、おはようございますっ、アミナさんっ」

　バツの悪い俺は、無意味に照れ笑いをしながら、振ふり返かえる。

「おはようございますのだ、ミナトさん。わたす、これから街に行ってこなければならないですだで、みなさん三人でしばらくお留守番をお願いしますのだ！」

　アミナさんは急いでいる様子で、口早に告げる。

「かしこまりました」

　雪花が恭うやうやしく承しよう諾だくし、

「おや、どちらに？」

　クリスが詳しよう細さいを尋ねた。

「昨日、博物館の外がい壁へきの一部が破は壊かいされてしまったですだで、リフォームを頼たのみに行きますのだ。あっ、費用はちゃんとアシエルさんに申しん請せいしてありますだで、ミナトさんは、なんっっっにも心配する必要はありませんですだよっ？」

　他意はないのだろう。そう、信じたい。

　アミナさんは、なぜか言葉の特定箇か所しよを激しく強調して語ってくれた。

　昨日、俺が俺の偽にせ者ものと戦った際に、偽者が放った攻こう撃げきで、開いてしまった穴。それを早々に修復しなければならない。そういう話だ。

「あぅぅっ、すみません……」

　俺自身のせいではないと思うのだが、俺は肩かた身みの狭せまい思いで頭を下げる。

「だばっ、行ってきますのだ～。みなさん、よろしくですのだ～」

　非常に手短に、アミナさんはそれだけを言い残して、パタパタと駆けていき。

　ブルンッ、ブルルルルルンッ。

　たぶん博物館の公用車である小さな車に乗り込み。

　ブロロロロローッ。

　麓ふもとの方へと、走り去っていった。

「これで本当に、博物館に残ったのは、私たち三人だけになってしまいましたね」

　ちょっぴり寂さびしそうに、クリスがぽつりと言う。

「そうだなぁ。ん～、俺は今日一日、どうしよっかな～」

　いきなり手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまい、俺は少し悩なやむ。マジで二度寝するという選せん択たく肢しも、あるっちゃあ、あるよな。

　そういえば俺、昨日二時間しか寝てないわ～。っていうのは大げさだけどね。

「私は、裏庭で剣けんの稽けい古こをするつもりです」

「私は、同じく裏庭で読書を」

　俺と違ちがって、クリスと雪花は非常に有意義な予定を立てていた。

　よく見れば二人とも、すでにそれぞれ剣と本を携たずさえていたりなんかする。

「あっ、じゃあさ、クリス、俺にも剣の稽古付き合わせてくれよ」

　俺はすぐさま反省し、殊しゆ勝しような申し出をしてみることにする。

　俺も一応、アシエルから出かける際に剣を持つように指示されていたので、腰こしから提さげているのだった。

「は、はい、それは構いませんが……」

　ところが、クリスの反応はいつもと異なっていた。

　俺と一緒に剣の修しゆ業ぎようをしてくれるときのクリスはいつも嬉うれしそうで、俺としてもそれがすごくやりがいになっていたのに。

「あれ？　俺、もしかして邪じや魔まだったりする？」

　何かクリスの機き嫌げんを損そこねるような粗そ相そうをしてしまったのかと、俺は恐おそる恐る尋ねる。

「い、いえ、そんな滅めつ相そうもありませんっ！　ですが……、私などではもはや、湊殿の修業相手には相応ふさわしくないのではありませんか……？」

　クリスの口から飛び出した発言に、俺は愕がく然ぜんとする。

　シャルスティア王国一の剣の腕うで前まえとも噂うわさされる、姫様たち専属の近衛騎き士しクリスにそんなことを言われてしまっては、俺の返す言葉がなくなってしまうじゃないか。

　だが、俺は思い至る。この数日、合宿中に何度か付き合ってもらったクリスとの剣の修業で、俺は常に火山神顕現騎士ヴオルカエクエスのオーラを纏って戦っていた。

　火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの能力は凄すさまじく、儀ぎ式しきを通しての完全な状態にならなくても、並の人間であれば到とう底てい太た刀ち打うちできない戦せん闘とう力りよくを誇ほこるのだ。

　そんなチートモードの俺のスパーリングパートナーを務められること自体が、クリスの類たぐい稀まれなる才能を示していると思うのだが。

　どうやらクリスは、騎士としての自信を少々なくしてしまっているみたいだった。

「じゃ、じゃあさっ、今日は俺、オーラなしでやるからっ。純じゆん粋すいに剣の技わざを磨みがく感じで、どうかなっ？」

　俺はとにかくクリスに元気になってもらいたくって、あたふたしながら提案する。

「はい……。よろしくお願いします、湊殿」

　そんな俺の様子が可お笑かしかったのか、クリスはちょこっと笑え顔がおを見せてくれた。

「う、ううん、こちらこそいつもお世話になっちゃってて。ほんと、ありがとな、クリス」

　せっかくだから、今まで心の中に留とどめていた感謝の気持ちを、言葉にしておくことにする。

「で、では、裏庭に行きましょうかっ」

　直後、恥はずかしそうに頬ほおを赤らめ、クリスはくるっと向きを変える。

　クリスの美しいポニーテールの金きん髪ぱつが、尻尾しつぽのように揺れた。




　というわけで、俺たち三人は博物館の裏庭へとやってきたのである。

　晴はれ渡わたった空に、緑の芝しば生ふ。身体を動かすには、絶好のシチュエーションだ。

　俺とクリスは、やや離はなれて、お互たがいに剣を抜ぬき構える。

　雪花は木こ陰かげに腰を下ろし、分厚い書物を開いていた。

「よしっ、行くぞ、クリス！」

「はいっ、いざっ！」

　俺とクリスが気合を込め、声をかけ合った、直後――。

　ガサガサガサッ。

　近くにある植え込みの茂しげみの奥おくから、不ふ審しんな音が響ひびいたのだ。

　犬とか猫ねことかなら、何の問題もない。

　しかし、今の音の大きさは、もっと質量も体積もありそうな、そういう気配……。

　俺は、嫌いやな予感がした。昨日だって、こんな感じの物音が、とんでもない死し闘とうへの序曲となったのだから。

　次の瞬間。

　ぬっ、とそれは、姿を現したのである。

「んなっ!?」

「はわっ!?」

「!?」

　その物体を視界に捉とらえた俺もクリスも雪花も、凍こおりつく。

　だってそれは……、全ぜん裸らの女の子だったのだから！

　燃えるように美しい、真っ赤なストレートロングの髪かみ。深しん紅くの瞳ひとみ。

　年ねん齢れいは、俺たちと同じ高校生くらいだと思うのだが、よくわからない。その理由は、身長がけっこう低いためだ。コレットよりは大きいけど、茜や雪花よりは小さい。そのせいか、どこか守ってあげたくなるような、小動物的な雰囲気を漂ただよわせていた。

「ア……ゥ……」

　少女が弱々しく呻うめく。

　透すき通とおるほどに白い肌はだ。端たん整せいな顔立ちに、均整のとれたプロポーション。胸は大き過ぎず小さ過ぎず、ちょうどいい塩あん梅ばいだ……って、いかん！　俺は何をまじまじと見ているんだぁっ!?

　焦しよう点てんの定まらない視線をやや上に向け、ふらふらとした足取りでゆっくりと歩く少女に、俺は駆け寄より、

「君っ、大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

　俺は自分の着ているＴシャツを脱ぬぎ、少女に頭から被かぶせる。

　やや遅おくれて、クリスと雪花もそばにやってくる。

　さすがの俺でもこれは引くわ、という状じよう況きように遭そう遇ぐうし、俺はこれ以上どうすればいいのか見当もつかない。

　少女の赤い瞳の中に、俺の顔が映っていた。

　すると、ややあって、少女ははっきりと俺と見つめ合ったのである。

「♪」

　がばぁっ！

「うわわわわわぁっ!?」

　突とつ然ぜん、少女は満面の笑えみを浮かべ、俺に抱き着ついてきたのだ。まるで、何年も離れ離ばなれになっていた肉親か恋こい人びとにでも出会ったかのような表情で。

　Ｔシャツ越ごしではあるが、ノーブラの少女の胸が、押おしつけられる。とろけそうなほどに柔やわらかくて、温かい。

　そして、なんだろう？　すごく懐なつかしいような感覚が、全身に広がる。

　この肌はだ触ざわり、この匂におい。まるで俺は、生まれる前からこの娘こを知っていたみたいに。

　俺は少女を、まじまじと見つめ直した。

「まさか、湊殿の愛人!?」

　こんな様子を目にして、クリスが飛ひ躍やくした疑ぎ惑わくを叫さけんだ。

「んなわけあるかぁっ！」

「しかし、この懐かれよう……、ただ事ではありません」

　即座に否定する俺に、雪花までが不信感をにじませる。

　問題の少女はといえば、俺たちのことなどお構いなしに、俺の胸に顔を埋うずめて嬉しそうに頬ずりしているのだった。

「う～ん、これってどっちかっていうと飼い主に飛びつく犬みたいじゃないか？　お～、よしよしよしよしよしっ」

　俺はそう言って、少女の髪をわしわしと撫なで擦さすってみせる。

「そんなことをしても誤ご魔ま化かされませんよ？」

　クリスの厳しい視線が俺に突き刺ささる。

　我ながら今のは、そのギャグ二年前くらいに流は行やってたよね、二年前くらいに見たわー、的な感想を抱かれてしまうようなネタだったかもしれない。二年前どころじゃない気もするしな。
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「いや、そんなつもりは……って確かにふざけている場合じゃないよな。君、名前は？　どこから来たんだい？」

　俺おれは、失いかけている信しん頼らいを回復しようとできるだけ真ま面じ目めそうに、少女に尋ねる。

　少女はしばし、きょとんとした表情で首を傾かしげ俺を見つめ返していたが、

「アゥッ♪」

　振り返ってビシィッ、と山頂を指差した。

「えっと……、あっちには火口しかないし……。この娘、もしかして記き憶おく喪そう失しつか何かか？」

　言葉も上う手まく発することができないらしい少女に、俺は困こん惑わくする。でも、こっちの言った内容は、理解してるっぽい。

「とにかく、ここでずっとこうしているわけにもいきません。身体も汚よごれてしまっていますし、まずはシャワー室に」

　雪花が的確な指示を下す。

　よく見れば、少女の手足には黒い煤すすのようなものが、そこかしこに付着してしまっていた。

　俺たち四人は、急いで博物館内へと戻もどることにした。




「み、湊殿!?　なに平然と入ってきてるんですかっ!?」

　女性用のシャワールームに一歩足を踏ふみ入いれたところで、俺は当然のごとくクリスに見み咎とがめられる。

「だって、この娘が、全然離してくれないんですけど……」

　俺は一応、俺の身体にぎゅーっとしがみついたままの少女に目を向け、弁解を試みた。

「あ、あの、いいですか？　今からシャワーを浴びるので、ここからは女子だけで。なので、湊殿から手を離していただけますか？」

　クリスが言い聞かせるように、説得に臨むも、

「ウ？　……ウゥゥッ！」

　少女は激しく首を横に振って、拒きよ絶ぜつの意を表す。

「無む理り強じいするのは、得策ではありませんね。しかたがありません、全員で一緒に入りましょう」

「ええっ!?　そ、そんなっ！」

「ウゥーッ♪」

　雪花の仰ぎよう天てん発言に、クリスが難色を示し、少女は上じよう機き嫌げんな声を上げる。

「湊様とクリスと私は、水着に着き替がえます。さらに、湊様にはこれを」

　そう言って雪花は、一枚のタオルを取り出だした。

「これは、何に使うの？」

　意味がわからず問う俺に、

「目め隠かくしです」

　雪花はきっぱりと答えた。

「ではまず、湊殿から、どうぞ」

　俺に用意されたのは、膝ひざ丈たけの黒い海パンだった。

　俺は現在、自分のＴシャツを少女に貸かし与あたえてしまっているので、上半身はすでに裸はだかなわけだが。

　そして少女に抱きつかれた状態で、しかもクリスと雪花に左右から監かん視しされ、俺は着替えなければならないのだろうか？　なんという無理ゲー。

「もっ、もちろん私たちは後ろを向いていますっ！　ほらっ、雪花っ！」

　俺の訴うつたえる視線に気付き、クリスが察してくれた。

「これくらいの役得があってもいいのではないでしょうか」

　雪花は渋しぶ々しぶといった口調で、クリスに従う。

　少女は俺にくっついていられること自体が嬉しいらしく、特に注意を払はらっている気配はない。

　チャンスは今しかない！

　俺は疾しつ風ぷうの速さでズボンとパンツを一気に脱ぎ捨すて、あらかじめ床ゆかに穿はきやすい形状に整えておいた海パンに足を通し引き上げる。

「ふぅ～、ミッションクリアー。よし、次はクリスと雪花の番だなっ！」

　喉のど元もと過すぎればなんとやら、俺はさも自然であるかのように二人の速すみやかな行動を期待した。

「そうですね。ですが、湊殿にはその前に、こちらのプレゼントを」

　クリスはにっこりと微ほほ笑えみ、

　ぎゅうううううーーーっ！

「痛でっ、痛でっ、痛でっ！　そんなっ、悪意のない、軽い冗じよう談だんじゃないですかぁ～っ！」

　孫そん悟ご空くうが嵌はめられた緊きん箍こ児じのごとく、俺の頭には目隠しのタオルが食い込むのだった。




　シャーーーーーーーーッ。

　シャカ、シャカ、シャカ、シャカッ。

　シャワーから流れ出るお湯の音と。クリスと雪花が、少女の腰の下まで届く見事な赤い髪を丁寧に洗う音が聞こえてくる。

　湯気の生温かさと、少女が額を俺の胸むな板いたに押しつけ、もたれてくる感かん触しよく。

　視力を完全に奪うばわれてしまった俺は、残りの感覚器官に全神経を集中させ、本来なら極ごく楽らく浄じよう土どであるはずの室内の情報収集に努めていた。

　とはいえ、何もせずにただ突つっ立たっているだけの俺としては、やはり間がもたなくなってくる。

　どうしたものかと思っていたところ、突とつ如じよ雷かみなりのような閃ひらめきが俺に訪おとずれたのである。

「あっ、そうだ。この娘に、一時的にでも名前があった方がいいんじゃないかな？」

　俺はクリスと雪花に提案した。

「名前、ですか……。湊殿どのとは思えぬほどの、ナイスアイデアですねっ」

　クリスが褒ほめているのか貶けなしているのかわからない反応を示す。

「そう言われるからには湊様、何か候補がおありなのですか？」

　雪花はずずいっと俺に顔を近付ける気配とともに、尋たずねてきた。

「リアマなんてどうかな？」

　ちょっと自信ありの俺は、それでもドキドキしながら判定を待つ。

「スペイン語で『炎ほのお』という意味ですね」

　さすがの雪花は直ちに俺の考えを読み解いてみせた。

「湊殿の口からスペイン語がっ!?　シャルスティアに雪が降ふったら、湊殿のせいですよ！」

　クリスがわざとらしく、必要以上に驚おどろく。

「プリムヴェール学園にはスペイン語の授業があるんだから、俺がスペイン語を言ったっておかしくないだろぉっ!?」

「あははっ、すみません」

　流れ的に俺がむくれて、クリスが笑いながら謝あやまる。

　怒おこったふりをしつつ、俺もなんだか嬉しかった。クリスは普ふ段だん、雪花としか軽口を叩たたかない。だが、俺もついにそのポジションを獲かく得とくしたのだ。

　クリスや雪花とだいぶ気安い仲になれたこの合宿に、俺は今さらながら感謝するのだった。

「とても素す敵てきな名前だと思いますよ」

「はい、お世辞抜きに」

　改めて、クリスと雪花が賛成してくれる。

「よし、本当の名前がわかるまで、君はリアマだ。よろしくな、リアマ」

　目が見えないのでいまいち様にならないものの、俺は少女の両りよう肩かたに手を置き、ゆっくりと伝えた。

「りあ、ま……？」

　少女がオウム返しに呟つぶやく。

「そうですよ、リアマ殿どの」

「ええ、リアマ様」

　クリスと雪花も続けて呼び、

「りあま……。りあまっ♪」

　少女の声は、明るく弾はずんだ調子に変わったのだった。

「気に入っていただけたようですね」

　雪花が少女の気持ちを代弁する。

　そこで俺は、今度は自分の名を少女に覚えてもらおうと考えた。

「リアマ、俺は湊だ、わかるかな？　み、な、と」

「み……、な、と……。ミナト♪」

　意外にも、リアマはいとも簡単に俺の名前を呼んでみせたのである。

「おおっ、すごいぞ、リアマ！」

「リアマ殿、私は、クリスですっ、クリス！」

「私は雪花。雪花をなにとぞ」

　はしゃぐ俺に負けてなるものかといった感じで、まるで選挙演説のように自身の名を連呼する二人。

「……」

　しかし、リアマは俺のときのようには声を発しなかった。

「まぁ、そんな全部いっぺんには、無理かな……？」

　俺は、ちょっと調子に乗りすぎたことを反省する。

「そうですね、焦あせらず、段階的にいきましょう。リアマ殿はまだ、湊殿にしか心を開いておられないようですから」

　クリスが少し寂しそうに言った。

　そうなのだろうか？　でも、だとしたらなぜ、リアマは俺にだけこんなに好意的なのだろう。俺は釈しやく然ぜんとしない思いを、だが何ができるわけでもなく飲み込むのだった。

「それではリアマ様。シャンプーを落としますので」

　白い泡あわにまみれたリアマの赤い髪に、雪花がシャワーを近付けたのだろう。

　シャーッという水音が大きくなり、俺の身体にも飛沫しぶきがかかった。

　パシャパシャと心ここ地ちよい髪を濯すすぐ音。

　そのとき、コツン、と小さく、誰だれかの指が何か硬かたいものを弾くような音がしたのだった。

「なんでしょう？　リアマ様、失礼します。……!!」

「ん？　どうしたの、雪花？　……こっ、これはっ!!」

　クリスと雪花が、何かを見て、大きく息を呑のむ気配が伝わってきた。

「お、おいおい、どうしたんだよ？」

　目隠しをされている俺は、不審に思い尋ねる。

　が、二人は俺の言葉が耳に入らないかのように、完全に沈ちん黙もくしてしまっていた。

　痺しびれを切らした俺は、最後の手段、目隠しのタオルに指をかけ、そっとずり下げる。

　怒られるかな～と内心ビクビクしつつ、目を開くと。

　クリスと雪花のビキニ姿があった。あらかわいい。というか、けっこう大だい胆たんな布面積だ。雪花が黒でクリスが白。ああ、これって確か、プリムヴェール学園のプライベートビーチでも二人が着てたやつだな。

　半年でも一年でも眺ながめていたいところではあるが、二人の表情があまりにも真しん剣けんなのですぐに視線を移す。

　二人が凝ぎよう視ししているのは、長いリアマの髪を左右に分けて露ろ出しゆつさせた首の後ろ。リアマのうなじ辺りだ。

　それは、異様な光景だった。

　リアマの肌に、直にある物が埋め込まれていた。

　大きさは鶏にわとりの卵くらいで、楕だ円えん形けい。色は赤くて、キラキラと輝かがやいている。

　宝石に詳くわしくない俺でも、たぶん当てられるだろう。これはきっと、ルビー。

　そして、その宝石の種類に、俺たちは激しく思い当たる節があるのだった。

「これって……まさか……」

「しゃ、写真で見たことがあります……」

「まちがいありません」

　俺とクリスの声が震ふるえるのはもちろん、雪花でさえゴクリと喉のどを鳴らす。

「「「運命のルビー!!」」」

　俺たち三人は、これが現実であることを確かく認にんするように、その名めい称しようを口にしたのだった。

「でもなんで、こんなものがリアマの身体に!?」

「と、とりあえず、早くシャワー室から出ましょうっ！」

　俺とクリスは半ばパニックになりながらも、雪花がしっかりとリアマの身体を洗い流し終えて、俺たちは早々にシャワー室を後にしたのである。




　　　　　◇




　博物館の食堂で昼食を食べ終わった俺たち四人は、なおテーブルを囲んで席に着いたままだった。

　リアマは結局上下ともに、俺の服を着ている。男物の、ジーンズにＴシャツ。

　最初はクリスと雪花が自分たちの女性用の衣服を提示してみせたのだが、リアマはそれらにはまったく興味を持たなかったのだ。

　昼食を食べている最中も、リアマは色々と奇き抜ばつな行動をとった。

　ナイフもフォークも使わず、皿から素す手でで料理を掴つかんだり。食後に出されたコーヒーに砂糖もミルクも入れず口にして、その苦さに初めてのようにびっくりしたり。

　首の後ろに運命のルビーが嵌め込まれた少女は、やはり普ふ通つうの人間ではないように思えてくるのだった。




　俺たちがシャワー室を出たのは、昼食の一時間ほど前で、しばらく俺たちはリアマの処しよ遇ぐうについて語り合った。

「なぁ、ソフィアとマリーに知らせなくて、いいのかな？」

　俺としてはまず第一にそのことが頭に浮うかんだのだが、

「姫ひめ様さまたちは明日まで大事なお勤めがありますので。できればそれが終わるまでは、伏ふせておきたいというのが私の考えです」

「私も、雪花の意見に賛成です」

　雪花の言葉にも、それを支持するクリスにも、俺は正直驚いた。

　しかし、ソフィアとマリーの忠臣である二人だからこそ、運命のルビーについての情報は簡単にソフィアとマリーに伝えるべきではないと思うのも理解できるのだった。

　シャルスティア王国王女に課せられる王位継けい承しようの試練。先に運命のルビーを手にした一人が次期女王となり、もう一人は副女王として補ほ佐さに回る。

　その避さけては通れない結論を少しでも先延ばししたい。そんな感情なのだろう。

　けど、運命のルビーが人間とセットになっているこの状態は、どのように判断されるんだろうか？　まさか、リアマを手術して、運命のルビーを取り出すのか!?

　すげー痛そう！　それは絶対嫌だ！　自分のした想像に対して、俺は身み震ぶるいする。リアマを今すぐどこかに逃にがすべきだろうか……？　俺は一いつ瞬しゆん、本気でそう考えたのだが。

「じゃ、じゃあ……、明日まで誰にも教えないのか？」

　これほど重大な内容を俺たちだけで抱かかえ込むことに不安を覚え、尋ねる。

「う～ん、そうですねぇ。女王様やアシエル殿に伝えておく、という選せん択たくも考えられますが……」

　俺の弱気が感かん染せんしたのか、クリスもやや日ひ和よった口調になる。

「私は、リアマ様の件は、姫様たちが戻って来られるまで、私たち三人だけの秘密にしておくべきだと思います」

　が、雪花は断固として譲ゆずらなかった。

　それでも、雪花の毅き然ぜんとした態度が俺とクリスにとっては頼たのもしく、最終的に満まん場じよう一いつ致ちで雪花の案が採さい択たくされたのである。




「どうだい、リアマ？　美う味まかったかい？」

　ナプキンでリアマの口についた汚れを拭ふき取とってやりながら、俺が問うと、

「ウゥッ♪」

　リアマはとても満足そうに頷うなずく。

　はぁ～、和なごむ。リアマを見ていると、運命のルビーとか、王位継承とか、そういう煩わずらわしい問題がどうでもいい気がしてくるんだが……。

　そういうわけにもいかないよなぁ、と俺は複雑な事態にまた頭を悩なやませるのだった。

「ミナトさ～んっ！　わたすとっ、わたすと一いつ緒しよに来てくださいのだぁ～～～っ！」

　と、そこに、街へと出向いたはずのアミナさんが、バタバタと駆かけ込んできたのだ。

「はぇ？　ど、どこにですか!?」

　突然の要よう請せいに、俺は素すっ頓とん狂きような声を上げ、聞き返す。

「ミナトさんにも王宮に来てほしいと、アシエルさんからの伝言ですのだ～。リムジンが出で払はらっていて用意できないそうなので、わたすが車を運転しますのだ！　姫様たちも、王宮でお待ちしていますのだ～」

　アミナさんの説明はいまひとつ要領を得ないが、

「ああ、やはりですか。神しん託たくの騎き士しである湊殿が、明日姫様たちに同行するのは当然といえば当然ですからね」

　クリスはむしろ納なつ得とくの表情で、状況を呑み込めたらしかった。

　えっと、つまり俺も明日、ファルバザード三皇女って人たちの接待をしなきゃならないって、そういう話？

「んだばクリスさんと雪花さんは、引き続き留守番をお願いしますのだ。あんれぇ？　そちらの方は？」

　アミナさんがようやくリアマの存在に気付く。

「とっ、友達なんだっ、なぁっ？」

　俺がやや強ごう引いんに振ふるも、

「彼かの女じよはクリスと私の幼なじみなのですが、私たちがシャルスティア本島にいると聞いて、会いに来てくれたのです」

　心得たもので、雪花は淀よどみなく設定をでっち上げてくれた。

「お～、それはよかったですのだ。なんのおもてなしもできませんだども、どうぞゆっくりしていってくださいのだ」

　アミナさんが大おお雑ざつ把ぱな性格でよかったと、つくづく思う。

「さっ、ミナトさん、お早くっ」

　アミナさんに急せかされつつ、俺はリアマに向き直る。

「いいかい、リアマ。俺はちょっと出かけてくるけど、クリスと雪化の言うことをちゃんと聞いて、良い子で待っていてくれ。できるかな？」

「アゥッ♪」

　リアマはしっかりと俺の目を見て、力強く答えた。

「じゃあ、ちょっくら行ってくるわっ。クリス、雪花、リアマのことよろしく頼むなっ！」

　俺は立ち上がり、アミナさんが待っている廊ろう下かへと駆け出す。

「お任せくださいっ、湊殿！」

「湊様、お気をつけて」

　背後から、クリスと雪花の声が重なって届いた。

　今日は、どういうわけか、朝から激動の一日だ。

　まだ知り合ったばかりの、それなのになぜか他人とは思えない、美しい赤い髪かみの少女、リアマ。

　このままリアマを残して行くことに一いち抹まつの不安を覚えつつ、俺は王宮へと向かうのだった。







インターミッション１







　風かぜ原はら湊みなとが古代シャルスティア魔ま法ほう文明博物館から王宮へと出発する、一時間ほど前。

　魔法エネルギー開発研究所内は未いまだ騒そう然ぜんとしていた。

「見失った邪じや神しんは、空と海の女め神がみの加護を受ける両王女や火山神顕現騎士ヴオルカエクエスである風原湊の周辺に出現する可能性が高い。各員、監視カメラの分ぶん析せきを急げ！」

　野の々の山やま真まさ彦ひこが周囲に指示を出すと、研究者たちは一いつ斉せいにキーボードを叩き始める。

　シャルスティア王国の随ずい所しよに張はり巡めぐらされた監かん視し網もう。それは宰さい相しようアベラルド・アルカサルの長年に亘わたる野心の執しつ拗ようさを物語ってもいた。

　自らも画像チェックに加わっていたナタリー・シュトラウスの動きが、突とつ然ぜん雷かみなりに打たれたかのように止まる。

「こちらの映像をご覧ください！」

　次の瞬しゆん間かん、ナタリーは叫びながら自身の手元のキーボードを素す早ばやく操作していた。

　壁かべに設置された巨きよ大だいモニターの映像が切きり替かわる。

「これは……！」

　映し出された映像に、室内の人間すべてが息を呑んだ。

　場所は、古代シャルスティア魔法文明博物館内、女性用シャワー室。

　風原湊が、男子であるにもかかわらず、映っている。その左右には、クリスティーナ・セレネ・カシラギと月げつ桂けい院いん雪ゆき花か。

　そして、炎のように赤い長ちよう髪はつが印象的な少女が、風原湊と向かい合うようにして、寄より添そっている。

　その少女の首の後ろ部分を、他の三人は一心に見つめている。

「画面を拡大します」

　ナタリーが再びキーを叩くと、巨大モニターには少女の首がいっぱいに広がった。

「運命の……ルビー……！」

　室内をどよめきが満たす。

「衛星を博物館に向け、魔ま力りよくを測定しろ！」

　野々山の指示に、

「さ……三万近い数値が計測されています！」

　即そく座ざに返答がなされる。

「間ま違ちがいありませんわね。邪神を補捉しましたわ」

　ナタリーが勝かち誇ほこるように言った。

「まさか人間の姿をとって現れるとは……」

「むしろ好都合ではありませんか。これならば、三皇女に知られることなく捕ほ獲かくできますわ」

「まだツキは我々にあるようですな。直ちに携けい帯たい型がた邪じや神しん捕ほ獲かく用結界維い持じ装置の準備を！」

　研究所内は、いっそう慌あわただしさと緊きん張ちよう感を増していくのだった。




　　　　　◇




「お母さ～ん、おっひさ～」

「茜あかね、いらっしゃい。よく来てくれたわねぇ」

　同時刻、同施し設せつの通用門前。

　母はは娘こは約一週間ぶりの再会を果たしたところである。

　ツインテールロングの娘とは対照的に、母はショートヘアだが、それ以外はよく似た目鼻立ちだ。母親の外見は若々しく、少し年の離はなれた姉妹と言われてもわからないかもしれない。

「うん、まぁねぇ。姫様たちも王宮に行っちゃうし、湊も起きたらもういなかったし、それならあたしもーって、勢いなんだけどね」

「それでも、お父さんも喜ぶと思うわよ。娘に、自分の研究成果を見せられるんだもの」

「お父さんは仕事中？　今日も忙いそがしいの？」

「ええ。それも今日は朝から、これまでの研究の集大成になるっていう実験をしているらしいわよ～」

「え～、なにそれ凄すごくない？　あたしも見学したいっ。……でも、無理なんでしょ？」

「そうねぇ、お母さんも見せてもらえないくらいだしねぇ」

「ちぇ～っ、まぁいいや。じゃあ何かほかの、お父さんが作った機械とか見せてよっ」

「いいわよ～、とびっきりのを見せてあげちゃうっ。そうだ茜、今日はこっちに泊とまっていくといいんじゃない？」

「ん～、じゃあ、そうしよっかな～」

「あっ、茜、この許可証を首から提さげてね。これがないと、研究所の中に入れないから」

　危機感とは無む縁えんの会話をしながら、母と娘は通用門をくぐる。

　外から眺める魔法エネルギー開発研究所は、平和的で社会貢こう献けんの意欲に満ちた、そんな雰ふん囲い気きに包まれているのだった。




　　　　　◇




「だーっ、めんどくせーなぁっ！　とっととシャルスティアの邪神をぶっ倒たおして、ちゃっちゃと帰ってくれば済む話じゃねーかよ！」

　ファルバザードから旅立った三皇女たちは、ほぼ丸々二十四時間のフライトを余よ儀ぎなくされ、退たい屈くつを持て余していた。

　専用機の中は、ファーストクラス以上の設備が整っているとはいえ。

「うるさいぞ、このサルが。空くう洞どうの脳ミソでものを考えるなど、時間の無む駄だであろうが」

「このガキ……。いつまでもオレが優やさしく、そのひよっこな嘴くちばしを囀さえずらせてやると思ったら大おお間ま違ちがいだぜ？」

「やるのか？　貴様」

「上等じゃねーか」

「はいはい、そこまでになさいな、二人とも」

　長女の仲ちゆう裁さいによって、次女と三女の罵ののしり合いは終しゆう了りようする。

　暇ひまさえあれば、このような光景が何度でも繰くり返かえされる。これがファルバザード三姉妹の基本的なコミュニケーションの在り方なのだった。

「ただ邪神を倒すだけでは、誰もわたくしたちを畏おそれず、隠かくれて悪事を行うことを止めはしませんわ。その陰いん謀ぼうを暴あばき、完かん膚ぷなきまでに首しゆ謀ぼう者しやを殲せん滅めつしてこそ、我わがファルバザード皇国の名が、世界に轟とどろきましてよ」

　魔法国家の監視者としての揺ゆるぎなき自覚と自信を、長女はその言に込める。

「わたくしたちの能力、素す肌はだに触ふれた相手の過去・現在・未来の胸中を視み通す『三枚羽のトリニテイ・フエ千里眼ザー・ブレイク』が明日、シャルスティア王国の野望の全ぜん貌ぼうを白日の下に晒さらしてみせるでしょう」




　　　　　◇




「また……三人だけになってしまいましたね」

「その中でも、私と雪花はずっと居残りだね」

　食堂に着席したまま、雪花とクリスはテーブルの上に上半身を突っ伏ぷしていた。

　二人とも、すごく寂さびしそうにしている。

　リアマは、そんな二人の様子を不思議そうに眺めていた。

「はぁ……、ずっとこうしていてもしかたないか。午前中にやるはずだった、剣けんの稽けい古こをしよう」

「そうですね。私も読書を」

　クリスと雪花はそう言って、席を立とうとした、そのとき――、

「くりす……、ショウブ！」

　リアマが、初めて「みなと」以外の言葉を口にしたのである。

　リアマは真剣な表情でクリスが提げている長ちよう剣けんを指差し、明らかに剣での一いつ騎き打うちを要求していた。

「り、リアマ様……!?」

「リアマ殿……、剣を扱あつかえるのですか……？」

　クリスと雪花は目を丸くする。

　だが、リアマはクリスの問いに、こくりと頷く。

「わかりました。では少々お待ちを。リアマ殿のぶんも剣を取ってこなくては」

　クリスは、リアマの態度から剣けん士しとしてのそれを見てとったらしい。

　三人は言い知れぬ緊張感をはらみつつ、博物館の裏庭へと向かった。




　雪花はまた分厚い書物を抱え、木こ陰かげに腰こしを下ろしている。

　しかし、書物に視線を落とす様子はない。不安げに、対たい峙じする二人の少女を見つめていた。

　距きよ離りをとって向かい合う、クリスとリアマ。二人の手には、よく手入れされた長剣が握にぎられている。

「それでは、よろしいですか？　リアマ殿」

　クリスはいつになく警けい戒かいした表情で、尋たずねる。

　リアマが無言のままわずかに顎あごを下げた。

「いざっ！」

　叫さけびながらクリスが、一歩踏ふみ出だそうとした、刹せつ那な。

　ブォォォォォッ！

　見慣れた赤いオーラが、リアマの全身を覆おおったのだ。

　リアマが地を蹴ける。

　驚きよう愕がくに気を散らしながらも、クリスの身体はその神速の斬撃に対応していた。

　ガキィィィィィンッ！

「くぅぅっ！」

　クリスが呻うめき、受け止めた鋼の刃やいばがビリビリと振しん動どうする。

　が、次の瞬間――。

　リアマはあまりにも素早い動作で、クリスの剣それ自体を標的として、己おのれの剣を振るった。

　ヒュッ。

　パキンッ！

　クリスの長剣は真ん中から折れ、二、三回転して地面に突つき刺ささる。

　にもかかわらず、リアマの殺気は収まらない。血も凍こおるような冷れい徹てつな視線が、クリスを射い竦すくめる。

　リアマの剣けん先さきが、ゆらりと新たな軌き道どうを描えがきかけた、そのとき、

「勝負あり！　そこまでです、リアマ様！」

　雪花が立ち上がり、鋭するどく静止の声を発した。

　はっとしたように、リアマの瞳ひとみに穏おだやかさが宿る。

　クリスは蒼そう白はくとなり、よろよろと後退した。

　クリスのもとに、雪花が駆け寄る。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　クリス」

「あ、ああ……。でも、今のオーラは……」

　茫ぼう然ぜんとするクリスに、雪花も戦せん慄りつを隠せない。

　グォォォォンッ。

　唐とう突とつに。

　ブルルルルルルルンッ、キキィィィィィツ、バタバタバタバタッ！

　博物館裏庭に、二台の軍用車両と思おぼしきトラックが、まったく速度を緩ゆるめることなく侵しん入にゆうしてきて――。

　急停車。一台の荷台のコンテナから、十人前後の人間が飛び出してきた。

　正しく訓練された軍隊の動き。一瞬にして、男たちは距離を取りつつリアマを輪になって取り囲む。

　彼かれらは、手に火か炎えん放射器のような武器を構えている。その武器の後方からはチューブが伸のびており、彼らが背せ負おう金属製の箱のような物へと繋つながっていた。

　リアマはいったん気が抜ぬけてしまったせいか、かけらも危機感なく、ぽかんと突っ立たっている。

　やや遅おくれて、その車両の助手席から降りてきたのは、さらさらの銀ぎん髪ぱつをなびかせた少年――アシエル・アルカサルだった。

「撃てぇっ！」

　アシエルが号令する。

　兵士たちの武器が、プラズマのような閃せん光こうを放った。

　バシバシバシバシバシッ！

「アァッ！　ウァァァッ……！」

　ぐるりと八方から、電でん撃げきを浴びせられ、リアマは硬こう直ちよくし、苦痛に顔を歪ゆがめる。

「アシエル殿どの、何をっ!?　これはいったいっ!?」

　クリスが非難の声を上げるも、

「捕獲せよ！」

　意に介かいさず、アシエルはさらに命じる。

　もう一台のトラックのコンテナが上方部から左右に開いた。

　ウィィィィィィィィィンッ。

　クレーンに吊つり下さげられた鋼鉄製の檻おりのような物が現れる。

　ドスゥゥゥゥンッ、ガシャーンッ！

　檻は床ゆかの部分が開いており、リアマにすっぽりと覆い被かぶさる。

　すぐさま檻の床部分がシャッターのように閉じ、リアマは足をすくわれ、四よつん這ばいになった。

　バシバシバシバシバシッ！

　格こう子し全体に、プラズマがほとばしる。

「撃うち方かたやめぇっ！　撤てつ収しゆう！」

　檻は放電したまま、コンテナへと収容され、兵士たちも次々とトラックに乗り込んでいく。

　トラックの助手席へと手をかけるアシエルに、

「アシエル様！　リアマ様をどうするおつもりですか!?」

　雪花が詰つめ寄る。

　アシエルは冷やかに一いち瞥べつし、

「クリスくん、雪花くん。事が済むまで君たちは、しばらくここでおとなしくしていてください」

　それだけを言い残すと。

　ブロロロロロロロローーーーーーーッ。

　来たときと同様、疾風はやてのように走り去ってしまう。

　後には、クリスと雪花が、ただただ立ち尽つくすのみであった。




　シェライエ山を麓ふもとへと下りながら、アシエルは運転席の男に話しかける。

「見事な手て際ぎわでしたね」

「はっ、我々反王政派一同、この日のために訓練を積んで参りました」

　男は、軍人らしい朴ぼく訥とつな口調で答えた。

「父上もお喜びになります。帰れば、皆みなには十分な褒ほう賞しようが待っていることでしょう」

「ありがたき幸せにございます」

　窓の外に目を移し、アシエルはいまひとつ浮かない顔で、シェライエ山山頂を振り返った。







第二章　ドキッ！　お姫様だらけの水泳大会!?







　シャルスティア本島に来て五日目の朝を、俺おれは王宮で迎むかえたのだった。

　昨日は王宮に到とう着ちやくするなり、どこに出しても恥はずかしくない騎士らしい立ち居振る舞まいというものを、みっちりと叩たたき込まれた。

　そして今、なぜか俺たちがいるのは、シャルスティアの海に面した超ちよう高こう級きゆうホテルの屋外プールだ。

　空はどこまでも澄すんでいて、海はどこまでも青い。絶好のリゾート日和びよりである。

　俺としては、せっかく初めて騎士の正装ってやつを着込んだというのに、結局はもうおなじみとなった黒い海パンを穿はいている。

　それもこれも、相手側の要望だというのだから、断りようもない。

　俺は、昨晩のやり取りを思い出す。




「は？　明日はプールサイドで会談が行われる!?」

　聞いたとき、俺は何の冗じよう談だんかと思ったのだが、

「うむ、つい先さき程ほどそのように連れん絡らくがあってな。ファルバザード皇国は冬が長く雪と氷に閉ざされると聞く。三皇女殿たちは、一年中温暖な気候のシャルスティアに憧あこがれを抱いだいておられるのかもしれぬな」

「まぁ、でしたら楽しんでいただけるよう精いっぱいおもてなしをしなくてはなりませんね」

　ソフィアもマリーも、あまりにも真ま面じ目めに話し合っているので、俺はびっくりした。

　やっぱり、ロイヤルな人たちって、ちょっと感覚が違ちがうのかなー。




　って、わけで。

　ようこそ、ミナトンハウスへ。このおっぱいはサービスだから、まずは眺ながめて落ち着いてほしい。

「ようこそおいでくださいました。私はシャルスティア王国王女ソフィア・マルガリータ・デ・シャルスティアにございます」

　スカイブルーのセミロングの髪に、サファイアブルーの瞳がキラキラと陽光に輝かがやいている。

　我が姫ひめ君ぎみ、ソフィアの格好は、ファムネリア島の砂すな浜はまでも着ていた、大だい胆たんな赤い色のビキニだ。

　だが今日は残念なことに、下半身にパレオを巻いている。それでも、ゴージャスなバストはその存在をしっかりと主張しているので、しかと刮目すべしだ。

「同じく、私はマリー・アンジェリーナ・デ・シャルスティアにございます」

　マリングリーンのふんわりとしたロングの髪に、エメラルドグリーンの瞳は今日も見る者の心を癒いやしてくれる。

　もう一人の我が姫君、マリーもソフィアとよく似た形状の青いビキニを身につけていた。やはり腰から下はパレオに覆われている。しかしまた、その神こう々ごうしいまでのたわわな胸には俺たちの夢と希望がぎっしりと詰まっているのだ。

「俺は、風かぜ原はら湊みなと。王女直属の、神託の騎士を務めています」

　俺も続けて、いつもよりはだいぶマシに、噛かむことなく自己紹しよう介かいを済ます。でも余よ裕ゆうはまったくない。これで勘かん弁べんしてほしい。

「名高きシャルスティアの双そう姫き様さまに、伝説の火山神顕現騎士ヴオルカエクエス様ですわね。お会いできて光栄でしてよ」

　相手方の一番年長者と思しき少女が、そう言って一歩前に進み出る。おそらく、ソフィアとマリーと同学年なのではないだろうか。

「言葉はちゃんと通じていますかしら？　ここに来る前に、言語万ばん能のう化の魔法をかけてきたのですけれど」

　その少女は、流りゆう暢ちようなシャルスティア語を続けてみせる。

「はい、とてもお上手ですよ」

　マリーがうっとりとするように、賞賛した。

　それを受けて、少女はさらにスラスラと舌を動かす。

「わたくしは、十二選せん帝てい侯こうから選ばれしファルバザード皇国第二十七代皇こう帝ていカール＝グスタフ・フォン・エストライネンが長女、ブリジッタ・フォン・エストライネンと申しますわ」

　銀色にも見える薄うすい色の金きん髪ぱつは、両サイドで縦ロールになっている。ペパーミントグリーンの瞳。とても美しい顔立ちだが、どこか人を見下したような微び笑しようを浮うかべている。

　中央をリボンで結んだアダルティな黒いビキニに、こちらもパレオ着用である。胸もなかなかに魅み力りよく的てきだ。が、その大きさは、僅きん差さではあるがこちらの姫ひめ様さまたちの方が勝っているように見える。やったね！

　その横に、三皇女の中で最も背が高い少女が並んだ。

「オレは、次女のエルッカだ。よろしくな」

　姉と同じ金髪はボーイッシュなショートで、瞳も同じ緑色。勝気な雰囲気の、男前美少女である。

　グレーの水着はワンピースだが、胸むな元もとからおへその下まで縦に大きく切れ目が入っていて、ビキニよりもきわどい感さえある。生足もしっかりと見せてくれてるし。ところが、その胸はほとんどないに等しいというスレンダーさだった。

　茜あかねと雪ゆき花かが、よもや胸のサイズで勝利を味わえる日が来ようとは。俺はこの日を生しよう涯がい忘れないだろう。この娘はたぶん、クリスと雪花と同じくらいの年なんじゃないかな。

　その反対側に、最後の一人、この中で最も年ねん齢れいも背も低いと思われる少女が立つ。

「我は三女のアリッサ。ひれ伏ふすがいい」

　この三姉妹は、皆みな髪かみと目の色が一いつ緒しよであるらしい。美しい金きん髪ぱつ翠すい眼がん。長いストレートの髪だが、頭のてっぺんの一房がアンテナのようにぴょこんと立っている。

　人形のように整った容よう貌ぼうだというのに、表情は何がそんなに気に入らないのかというくらい不ふ機き嫌げんそうだ。

　水着はフリルの付いた可愛かわいらしい白のワンピース。コレットより若じやつ干かん年上なのだろう。成長しかけの肢し体たいは、それはそれでどこか艶なまめかしい。

「早さつ速そくですけれど、ファルバザード、シャルスティア両国の友好の証に、皆みな様さまにわたくしたちからサンオイルを塗ぬらせていただけませんこと？」

　長女ブリジッタが、いきなり予想外の提案を口にする。

　あれれ？　なんか第一印象で、お高くとまっている人たちなのかと思ったけど、そんなことないのかな……？　俺はちょっと自分の早はや合が点てんを反省する。

「いえ、そんな……。それならば、私たちがお塗りいたしますゆえ」

　ソフィアが慌ててそう申し出ると、

「それでは、お互たがいに塗り合うということで、ね？　まずはお言葉に甘あまえさせていただきますわ」

　ブリジッタは素す直なおに、まずは受け入れてみせるのだった。

　見れば、プールサイドにはビーチパラソルに、ビーチソファがずらりと置かれている。

　すぐ近くにあったその中の一つに、ブリジッタは優ゆう雅がに腰を下ろし、パレオを取り去った。

　真っ白な、眩まぶしいくらいに絶品な太ももが露あらわになる。

「騎き士し様、塗ってくださらない？」

　恥じらう様子もなく、まるで俺を誘さそうような視線で、ブリジッタが見つめてくる。

「はっ、はひっ！　お、俺ですかっ!?」

　俺は完全にテンパってしまうのだった。

「ミナトよ、くれぐれも失礼な行動を、起こすでないぞ？」

　ムッとしながら、ソフィアが釘くぎを刺してくる。

　そのおかげで、少しだけ俺は頭を冷やすことができた。

「しっ、失礼しますっ」

　とはいえ、初めて会ったばかりの美少女の身体に触れようというのだ。

　俺の心臓がありえないほどにバクバクしてしまうのも、いたしかたない……よね？

　ソファにうつ伏ぶせになったブリジッタに、俺は恐おそる恐る近付き、サンオイルを取った手の平を伸ばす。

　ぬるぅっ。

「あんっ」

　背中に触さわった瞬間、ブリジッタがあまりにも誤解を招くような、色っぽい声を上げたのだ。

「すすすすす、すいませんっっっ！」

　俺は飛び上がらんばかりに、万ばん歳ざいをした。

「ミナト!?　何をやっておるのかっ!?」

「ミナトさん!?　自制してくださいっ！」

　左右から同時に、ソフィアとマリーが叫ぶ。

「あら、ごめんあそばせ。オイルが冷たくって、つい声が出てしまいましたわ。気になさらず、続けてくださいな？」

　ブリジッタがそう場を取り成してくれたおかげで、俺は冤えん罪ざいを被こうむらずに済んで一安心だ。いや、でも、そもそもの発ほつ端たんがあなただったんですけどね？

　俺は促うながされ、再びブリジッタの背中に両手でオイルを塗り始めた。

　うぉぉっ、すべすべで、張りがあって、なんか気持ちいいーーーっ！

　などと思った直後、なぜか俺は浮うわ気きでもしてしまったかのような、凄い気まずい気分を覚える。

　そうこうしながらも、俺はブリジッタが自分では手が届かない部分を、一応全部塗り終えたのだった。

　すると、唐突に、ブリジッタがむくっと起き上がり、俺の手を取る。

「まぁまぁ、男手一つで、ここまで立派に育って……！　わたくしのことを、実の姉だと思って甘えてくれても、よろしくってよ？」

　どういうわけか、ブリジッタは感に堪たえないといった様子で、俺の顔をまじまじと眺めてくる。

「は、はぁ……。いえ、その……」

　何とも答えようがなく、俺は口くち篭ごもりつつ、隣となりのソフィアの方に視線を移したりなんかしてお茶を濁にごすしかない。

「このような具合で、いかがですかな？」

　ソフィアは寝ねそべる次女エルッカの背中に、やはりオイルを塗っている最中である。

　たどたどしい手つきではあるが、表情は真しん剣けんそのものだ。

「ああ、なかなかいいぜ。サンキュー」

　エルッカも、満足そうに言葉を返す。

　それから、微び妙みような間を置き、

「へぇ。あんた、見かけによらず、根はけっこういい奴やつなんだな」

　エルッカはやや違い和わ感かんのある言い回しで、ソフィアを褒ほめたのである。

「は、はぁ……」

　ソフィアも、ついさっきの俺みたいに、怪け訝げんそうに曖あい昧まいな返事をした。

　さて、マリーはどうなっているだろうか。

　マリーは三女アリッサに、オイルをほぼ塗り終えたところのようだ。

　アリッサはもともと布面積の広いワンピース水着のため、マリーは余った時間でアリッサの手足にも万まん遍べんなくケアしたらしかった。

「ふむ。貴様の未来はよく見えぬな。靄もやがかかっておる」

　礼を言うでもなく、アリッサは不可解なセリフをこぼす。

　マリーは頭上にはてなマークを浮かべながらも、ニコニコしていた。

　そして、攻こう守しゆ交代となる。

「さぁ、次はわたくしたちがお塗りいたしますわね？　横におなりくださいな」

　ブリジッタはそう言いながら、俺からスッと離れる。

「おう、んじゃ始めっか」

　代わって、いかにもがさつそうな口ぶりのエルッカが、俺のもとへとやって来た。

　三皇女たちはパートナーの組み合わせも、それぞれ入いれ替かえるつもりのようだ。

「お、お手て柔やわらかに～」

　サンオイルを塗るだけで、まさか骨折させられるなんてことはないだろうが、それくらいの危機感を覚え、俺は揉もみ手でで愛あい想そ笑わらいを浮かべるのだった。

　ぺたっ。

　口調は乱暴だが、やはり女の子なんだなと思う華きや奢しやな手のひらが、俺の背中に触れる。

　ぬるっ、つつーっ。

　エルッカの手つきは当初の予想とは異なり、けっこう丁てい寧ねいなものだった。

　なんだ、全然悪くないじゃん。ワイルドではあるけど、美人だし……あとはもうちょっと……。かなり身勝手で無礼な感想を俺が抱きかけた、瞬しゆん間かん――、

「誰だれが断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの洗せん濯たく板いただってぇぇぇっ!?」

　ギリギリと、エルッカの爪つめが俺に食い込む。

「あだっ！　あだだだだっ！　えっ!?　俺、何かしましたかぁっ!?」

　うぞっ!?　俺の心の中、外に漏もれ出しちゃってる!?

　ビビった。マジでビビった。今のは何だったんだろう!?　エルッカさん、怖ぇ～っ。

　塗ってもらい終わるまでの残りの時間、俺は心底怯おびえながら過ごしたわけであるが。

　隣では、うつ伏せになったソフィアの腰の上に馬乗りになったアリッサが、小さな手でソフィアの背中をぺたぺたと触っていた。

「つまらぬ。貴様も、未来が定まっておらぬのか」

　アリッサはまた、意味不明の言。

「ひゃんっ！　そっ、そこはっ……！」

　なんという、エロい悲鳴。

　驚おどろき振ふり返ると、ソファに腰かけるマリーの背後から、抱きしめるようにしてブリジッタが、なんとマリーのビキニの中にまで手を入れて、そのたわわなふくらみを揉みしだいているのだった。

「まぁ、あなたは与あたえられた境きよう遇ぐうをあるがままに受け入れ、ずいぶん天てん真しん爛らん漫まんにお育ちになりましたのねぇ」

　ブリジッタも、文脈の前後が繋がらない、よくわからないことを口走る。

　この人たち、大丈夫なんだろうか……？

　俺が不安に打うち震ふるえる中、ブリジッタはすっくと立ち上がると、

「エルッカちゃん、アリッサちゃん！」

　俺たちから少し離れたプールサイドに、妹二人を呼び寄せたのである。

「どうでしたかしら？　この方たちは……」

「んー、ダメだな。今んところ、特に何も見つからねぇ」

「我もであります。近き未来を担になう者はまだ」

「ですわよねぇ。わたくしも、それほど目ぼしい情報は無しですわ。多少、気になるものも視えましたけれど」

　ファルバザード三姉妹は、声をひそめながらも、俺にこうして聞き取られてしまうくらいの音量で何事かを話し合っている。

　なんというか、さっきから本当に、けったいな方々だ。

「まぁ、でもまだワンセット残ってるぜ？」

「そうでしたわね。ではそれに期待しましょうか」

「了りよう解かいであります」

　エルッカと、ブリジッタと、アリッサは、そう言って頷うなずき合う。

「お待たせいたしましたわ。それではわたくしたち、次はあれをやってみたいのですけれど」

　笑え顔がおで戻もどってきたブリジッタが、指差したのは……。

　ホテルの設備としてはかなり気合の入った、巨きよ大だいなウォータースライダーだった。




　さて。

　ファルバザード三皇女の仰おおせのままに、ウォータースライダーの、思ったよりかなり高いスタート地点まで登ってきた俺たちである。

　幾いく重えにも螺ら旋せんを描いたり、曲がりくねったり、急降下したりと、実に多た彩さいなスリルを楽しめそうなつくりじゃあないか。内心、少々ビクつきながら、俺は平静を装う。

　今度の組み合わせは、まず最初にマリーとエルッカ、二番手にソフィアとブリジッタ、最後が俺とアリッサとなった。

「よっしゃ、行くかっ」

「は、はい～」

「さぁさぁ、前に座んなよ」

「はぃぃ～」

　エルッカに強ごう引いんに連れられ、涙なみ目だめになりながらウォータースライダーの入り口に腰を下ろすマリー。

　そんなマリーの身体を後ろから抱きすくめるようにしながら、エルッカが言う。

「ははぁ、やっぱあんた、あんまり物事を深く考えないタイプなんだな」

「ひ～ん、怖こわいです～」

「ははっ、口にすることと、心に思ってることがまったく一緒だぜっ？」

　グンッとエルッカが、自分とマリーの身体を、強く前に押おし出す。

「きゃぁぁぁぁぁ～～～っ！」

　マリーの叫び声ごえとともに、二人の姿はウォータースライダーのスロープの中へと吸い込まれていった。

「わたくしたちの番ですわね」

「そうですな」

　続いてブリジッタとソフィアが、入り口へと向かう。

「どうぞ、お先に」

「はい、では」

　ブリジッタに促されるままに、ソフィアが先に座すわった。そしてやはりブリジッタが、ソフィアに抱きつくようにして、後ろに。

「あら、あなたは逆に、コンプレックスを重ねて成長なさいましたのね。あまり自身を律しすぎるのも、よろしくなくってよ？」

「は？　それはどういう……うわぁぁぁぁぁっ！」

　ブリジッタに語りかけられ、ソフィアが振り返かえろうとしたところで、二人は勢いよく滑すべり出て行く。

　残るは、俺とアリッサだった。

「じゃ、じゃあ、行こうか？」

　コレットを相手にするときも思うことなんだが、これくらいの妹みたいな年齢の娘こって、なんか変に意識しちゃうんだよな、俺。

　いや全然、ロリコンとかそういうんじゃあ、ないですよ？

「よかろう、来い」

　壊こわれ物ものを扱あつかうようにどきまぎしている俺とは対照的に、アリッサには何のためらいもない様子だ。

「そこに座るがよい」

「こ、こうかな？」

　俺を入り口に座らせ、

「うむ」

　そう言ってアリッサは、ちょこんと俺の膝ひざの上に腰こしかけるのだった。

　つまり、可愛らしい、ぷにっぷにの、お尻がぁぁぁっ！

「さぁ、行け」

「い、イエッサーッ！」

　アリッサに命じられ、俺はスロープに身を乗り出す。

　シュオォォォォォォーーーーーッ！

「どわぁぁぁぁぁっ!?」
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　想像以上のスピードに、俺は正直、ぶったまげる。

　ぐるぐると回る視界。流れる水の上を疾しつ走そうする身体。

　俺はアリッサをしっかりと抱かかえたまま、歯を食いしばっていた。

　そして、突とつ如じよ眩まぶしい光が――。

　そこが、出口だった。

　バッシャァーーーンッ！

「ごぼがぼごばっ！」

　プールの深くなっている部分から、必死に浮き上あがり、立ち上がると。

　アリッサはすでにけろりとした表情で佇たたずみ、俺を見つめていた。

「む、貴様……！　そうか、貴様が、鍵かぎか」

　アリッサはなぜか、はっとした様子で、ひとりで何か納なつ得とくしている。

　周りには、先に滑り終わっていた四人も集まっていた。

「いかが、でしたかな？」

　ソフィアが、やや疲ひ労ろうした口調で、聞く。

「ええ、素す晴ばらしかったですわ」

　ブリジッタは、花が咲さきこぼれるような笑顔で、答えた。

「それはよかったです～」

　微ほほ笑えみつつも、涙が滲にじんでいるマリーが痛々しい。

「ちょっと失礼いたしますわね。二人とも、こちらへ」

　そう言ってブリジッタは、再びエルッカとアリッサを引き連れ、俺たちから距きよ離りを取る。

　今度は、三人で手を繋つなぎ合って目を瞑つむり、輪になっていた。まるでお遊ゆう戯ぎでもしているみたいに。

「姉様、ようやく近き未来を発見しました」

「あら、やっぱり騎士様ですのね？　でね、わたくしの方は、この方ではないかと思うのだけど……」

「ああ、そいつだな。今日のこともそいつが仕切ってる」

「それが引金で、これが鍵であります」

　そんなふうに、囁ささやき合う。

　また結局、俺にも聞こえてしまっているんだが……。実はそんなに隠かくしたい話ってわけでもないのかもしれない。

「では、第二段階に移るといたしましょうか」

　ブリジッタが宣言する。

　三姉妹は手を離はなし、目を開いた。

「おかげさまで、プールでの南国気分は十分に堪たん能のうさせていただきましたわ。それで、次はどこか広くて人のいない場所に、連れて行っていただけませんかしら？」

　ブリジッタは新たな要求を述べる。

「はぁ、それは構いませんが」

　ソフィアは、ブリジッタの意図を汲くみかねて、怪訝そうに返す。

「できれば荒こう野やのようなところがよろしいですわ。そこで、わたくしたち六人で、魔ま法ほうを使用した模も擬ぎ戦せんを行いませんこと？」

「模擬戦、ですか……？」

　プール遊びから打って変わってのきな臭くさい提案に、ソフィアだけでなく、俺もマリーも目を丸くした。

「せっかく魔法五大国中二国の術者が、こうして顔を揃そろえているのですもの。こんな機会、滅めつ多たにないのではありませんかしら？」

「で、ですが、魔法を用いての実戦形式となると、少々危険ではないかと……」

　なおもノリノリで勧すすめてくるブリジッタに、ソフィアが懸け念ねんを表明する。

「あら、シャルスティアにも治ち癒ゆ魔ま法ほうはありますでしょう？　わたくしたちにはありますわ。もちろん大おお怪け我がにならないよう最低限の注意はいたしましてよ？」

　ブリジッタは、まったく退く気配がない。

「わかりました。そこまで仰おつしやるのなら、お受けしましょう」

　観念したように、ついにソフィアは首を縦に振った。

「マリーもミナトも、それでよいな？」

「え、ええ」

「お、おうっ」

　ソフィアに確かく認にんされ、マリーと俺は今さら反対するべくもなく、了解する。

　昨日から、遠路遥はる々ばるやって来るというファルバザード三皇女をもてなすため、せっかく色々と準備をしてきたというのに。

　ファルバザード三皇女との会談は、何やら怪あやしい雲行きとなりつつあるのだった。







インターミッション２







「ガァッ……アァッ……！」

　苦痛に満ちた喘あえぎ声が、反はん響きようする。

　やや大きめの室内中央には座り心ごこ地ちをまったく考こう慮りよしていないであろう金属製の椅い子すが置かれ、そこに手足をベルトのようなもので拘こう束そくされ固定されているのは、炎ほのおのように赤い長ちよう髪はつの少女であった。

　左右の手足と頭からは細いチューブが伸のび、少女の身体から何かを吸い出だしているのだと思われる。

　四方には小さなパラボラアンテナのような器材が設置されており、少女に向かってプラズマ状の光を発射していた。

　そしてそれが、明らかに少女を苦しめている。ほとんど拷ごう問もんのごとき光景である。

「おかげで捕ほ獲かく自体は楽に済んだのだろうが……、こうして人間の姿を取られると少々困りますな。見ていて、いたたまれない……」

　口くち髭ひげを生やした細身の科学者、野の々の山やま真まさ彦ひこは、そう言ってリアマから視線を逸そらした。

「まぁ、研究者のお言葉とも思えませんわ。ラットやモルモットと一緒ですわよ」

　科学者の隣に立つ、唇くちびるにルージュを引いた金髪の美女、ナタリー・シュトラウスが、外見からは想像し難がたい残ざん酷こくなセリフを吐はき出す。

「博士には、この邪じや神しんの形態と、ちょうど同じくらいの年とし頃ごろの娘さんがおられるのですものね。お気持ちは、わかりますけれど」

　ナタリーは、自身の発言にやや配はい慮りよが足らなかったと思い直したのか、そう付け加えた。

「いや、確かにその通りですな。ここで見た目に惑まどわされていたのでは、我々の五年間は何だったのかということにもなりかねない。粛しゆく々しゆくと、作業を進めましょう」

「ただ、やはり人間のサイズですと、魔法エネルギーの抽ちゆう出しゆつに時間がかかるのが難点ですわね。内包するエネルギー量にも、不安がありますわ」

「そうですな……。危険ではあるが、ファルバザード三皇女が帰国した後、邪神をいったん解放し、当初の予定に沿ってシェライエ山山頂に邪神本来の姿を召しよう喚かんするべきかもしれません」

　二人は真剣な面おも持もちで、予断を許さぬ状じよう況きようを語り合うのだった。




　　　　　◇




　同時刻。同研究所内部。

「ねぇ、お母さん。昨日見せてもらった、魔法エネルギー変へん換かん抽ちゆう出しゆつ装置の部屋って、今日何かしてるの？　さっき見たらあの区画、立ち入り禁止ってなってたんだけど」

「あら、そうだった？　メンテナンスでもしているのかしら……」

　仲の良い母娘が、呑のん気きそうに会話を交かわしていた。

「それだけじゃなくて、今日はなんか研究所全体が忙いそがしそうよね？」

「そう、そうなのよっ。ついにお父さんの研究が、今日明日あした中じゅうに結果が出るかもしれないらしいのよっ」

　母は急に思い出したかのように、語気を強める。

「えっ!?　ホント!?　すごいじゃない！」

　娘も、興奮気味に父の偉い業ぎようを讃たたえる。

「だからお父さん、しばらくは最重要区画に篭りっきりになると思うわ」

「えーっ、あたしもそこに行ってみたいーっ。お母さんは入れないの？」

「ごめんねぇ、お母さんには権限がなくて入れないのよぉ」

「ちぇーっ。せっかくお父さんの仕事を見に来たのに、肝かん心じんな部分で締しめ出しなのーっ？」

「そうねぇ……、だったら茜あかね、これからお母さんと二人で、街にでも出てみる？　それならお母さん、今から仕事上がりにしちゃうけど」

「ん～、そうねぇ。それも楽しそうだけど……、なんだか今日は、ここでじっとしてた方がいい気がするのよねぇ」

「あら、おかしなこと言う子ねぇ？」

「ん～、そうかな？　そうかも？」

　母娘は顔を見合わせ、くすくすと笑い合った。




　　　　　◇




「王宮には昨日からずっと連れん絡らくが取れないまま……。女王様にも、姫様たちや湊みなと殿どのにも繋いでもらえないなんて」

「アシエル様が手を回したのでしょうね」

　古代シャルスティア魔法文明博物館内。客室として与えられた一室に、クリスと雪ゆき花かは閉とじ篭こもっていた。

　リアマが目の前で拉ら致ちされ、しばらく茫ぼう然ぜん自失状態だった二人だが、クリスはすぐに王宮と騎き士し団だん本部にコンタクトを試み、それが遮しや断だんされたことを知ると直接出向くことを主張した。

　しかし、雪花はそれを是ぜとせず、博物館に今日まで踏ふみ止とどまるべきだと諭さとしたのだった。

　アシエルに強きよう硬こうに反はん抗こうする態度を取ると、自分たちまで拘束されてしまう危険がある。そう考えた雪花は、いったん絶望し諦あきらめたそぶりを見せるのが得策だと判断していた。

　とはいえ、二人がこれほど陰いん鬱うつな様子でいることが、事態の深刻さを窺うかがわせる。孤こ立りつ無む援えんの焦しよう燥そう感が、クリスと雪花を苛さいなんでいた。

「いったいどういうことなんだ!?　なぜアシエル殿どのがリアマ殿を!?」

　昨日の出来事を振り返っては、心底悔くやしげに言葉を吐き出すクリスに、

「リアマ様が連れ去られた場所には、心当たりがあります」

　雪花は、ついに意を決した表情で答える。

「え!?　ど、どこ!?」

　驚き聞き返すクリス。

「もし女王陛下とアシエル様が繋がっていないのだとしたら……魔法エネルギー開発研究所。アシエル様のお父上、宰さい相しようアベラルド様の直属の機関です」

「それって、宰相閣下が女王陛下に無断で、何かやってるってこと!?」

「確証はありませんが……。行きますか？」

「行くよ行く！　こんなところでじっとしているなんて、我が慢まんできないもん！」

　クリスが即そく答とうする。

「そうですね。私たちだけが蚊か帳やの外なんて悔しすぎますものね」

　雪花もいつになく強い口調で頷く。

　シャルスティア王家の忠臣二人が、決起した瞬間だった。







第三章　魔法国大戦勃発!?







　シェライエ山の麓ふもとの一角には、荒野が広がっている。

　草木も生えず、生物もほとんど棲せい息そくしていない、荒こう涼りようとした大地。

　そこに、二台のリムジンが到とう着ちやくしたのだった。

　一台のドアが開き、白いドレス姿の我わが姫ひめ君ぎみ、ソフィア・マルガリータ・デ・シャルスティアと、青いドレス姿のマリー・アンジェリーナ・デ・シャルスティアが降り立つ。

　俺おれ、風かぜ原はら湊みなとも、ついにクリスがいつも着ているのと同じ騎士装束に身を固め、二人の姫様に続いた。

　やや遅おくれて、もう一台から降りてきたのは、ファルバザード三皇女。

　長女ブリジッタ・フォン・エストライネンは漆しつ黒こくのドレスを、次女エルッカはグレーのスーツを、三女アリッサは純白のドレスを身につけている。

「おー、なかなかいいじゃねーか。ここなら派手にドンパチやっても平気そうだな」

　エルッカは辺りを見回し、満足げな感想を述べる。

「エルッカちゃん、アリッサちゃん、こちらに！」

　が、すぐにブリジッタからの招集がかかった。

「おぅっ！」

「はい姉様」

　エルッカもアリッサも直ちに長女のもとへと集合する。

　三姉妹はここでもそれぞれ手を取り合い、童どう謡ようでも謡うたうように呪じゆ文もんを唱えた。

「「「輪を成せ　天てん蓋がいの蠱こ独どく　疾はしり舞え　巫幻三重翔バズイ・ランデヴ！」」」

　三人の下方から、金色の光が照射される。

　三皇女の髪かみが風に棚たな引びき、そのままふわりと宙へと浮き上がった。

「あなた方は、もうよろしくて？」

　空中から俺たちを見下ろしながら、ブリジッタが問う。

「あちらは空を飛んで戦うおつもりですね」

　マリーが三皇女の意図を代弁した。

「し、しばしお待ちくだされっ！」

　ソフィアが慌あわててブリジッタに猶ゆう予よを乞こう。

　確かにこのまま模擬戦を始めると、飛行できる相手に対し、著いちじるしく不利になってしまうだろう。

　もちろん俺は、ソフィアがうろたえている理由にも見当はついていた。

「さぁ、ソフィア」

「う、うむ」

　マリーに促され、ソフィアが顔を赤らめながらも詠えい唱しようを開始する。

　ソフィアとマリーは、寄より添そう恋こい人びと同士のように、近づき合い、

「往ゆかん　星の吊つり橋ばし　雲の小路　空の女神の金の翼セラフエンナード！」

　ちゅっ、という音とともに、ソフィアの唇が、マリーの唇に、かすかに触ふれた。

　直後。

　スゥッと、マリーの身体が空へと昇のぼっていく。

　続けて、俺も無言で、ソフィアのもとへと駆かけ寄るのだった。お互たがいに伏ふし目めがちに、上気し、それでも今は恥はずかしがっている場合ではないと、心を奮い立たせる。

　ちゅっ。

　ソフィアの唇の柔やわらかさを自分の同じ部位で感じるのは、これで二回目。

　ヒュウンッ。

　飛び上がりすぎないように、すぐに加速を抑おさえ、俺は地上から五メートルくらいの高さで静止する。

　四日前に行った飛行訓練の成果は、見事に発揮されたのだった。

　俺とマリーに遅れて、ソフィア自身も宙へと上がってきた。

「このまま火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの儀ぎ式しきもしてしまいましょう？」

「そ、そうじゃな」

「あ、ああ」

　マリーに促うながされ、ソフィアも俺も素す直なおに従う。

　俺はソフィアとマリーと向かい合い、両手をそれぞれ二人の魅み力りよくが極限まで詰つまった胸のふくらみへと載のせる。

「我は天空を司つかさどる乙おと女めなり」

「我は大海を司る乙女なり」

　厳おごそかな二人の声。

　俺の精神も研とぎ澄すまされ、昂たかぶっていく。

「「戦火巻き起こりて　我に降りかからんとする害意あり　汝なんじ　我の永遠の半身として　我が剣けんとなり　我が盾たてとなり　我が仇きゆう敵てきを滅ほろぼさんことを誓ちかうや？」」

　俺の中から、人知を超こえた力強さが、湧わき上がってくる。

「誓わん　我は噴ふき上げる炎を司る勇者なり」

「「ならばよし」」

　ソフィアとマリーの唇が、俺の左右の頬ほおに温ぬくもりを伝えた。

　ブォォォォォッ！

　燃え上がる真しん紅くのオーラ。

　俺の火山神顕現騎士ヴオルカエクエスへの変身が、完かん了りようした。

　ようやく準備の整った俺たち三人は、空中で横一列に並ぶ。

　すでに同様の体勢で俺たちを待っていた三皇女と、視線が交こう錯さくした。

「それでは、始めましょう」

「恨うらみっこなしだぜ？」

「命までは取らぬから、安心するがいい」

　ブリジッタ、エルッカ、アリッサが、不敵に言い放つ。

「よろしくお願いします」

　マリーはこんなときでも丁寧に、

「俺たちだって、負けるつもりはない」

　俺は癪しやくに障さわったので、見み得えを切り返し、
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「只ただ今いまより、ファルバザード皇国対シャルスティア王国、模擬戦を開始とする！」

　ソフィアは厳かに、戦いの開幕を宣言した。

　ビュンッ。

　突とつ如じよ、俺の両サイドにいたソフィアとマリーが、そのまま左右に全速力で散開したのだ。

　驚いたことに、三皇女もまるで鏡に映したかのように、まったく同じ動きを取っていた。

　乱戦ではなく、まずは一対一でやろうというのだろう。

　俺の目の前にいる相手は、三女アリッサである。

　魔法を使う者同士による戦せん闘とう。俺にとっては、まさに未知の経験だ。

　俺の右側に展開したソフィアは、次女エルッカと対たい峙じしていた。

「聴きけ　飄漠の戦歌　劈つんざけ　陽炎かげろうの帷とばり　我らが母　女神の裁き　墜おち揺ゆるぎ見よ　慙ざん愧きの墓標　蒼弦空クランシユアル刃裂断・ヴァラツツ！」

　ソフィアが放つ、風の刃の嵐あらし。

　避さけようのない広こう範はん囲いにばら撒まかれ、容よう赦しやなくエルッカを襲おそう。

　ちょっ、これっていきなり大怪我、下手したら絶命コースじゃないか!?　が、外交問題に発展したらどうするんだよ、ソフィア!?

　などと俺が恐おそれおののくのを嘲あざ笑わらうかのように――。

　バシバシバシバシッ！

　エルッカの周囲の空間全体が、まるでそこだけ時間が止まってしまったかのように、無数に迫せまる風の刃もろとも、凝こり固かたまる。

　パリィィィンッ！

　硝がら子すが割れるような音を残し、ステンドグラスのような模様を描えがいて、風の刃はすべて消しよう滅めつしてしまった。

「なんじゃとっ!?」

　自身の目の前で起こったことが信じられないといった様子で、ソフィアが目を見張る。

「ああ、言い忘れていたが、オレたちファルバザード三皇女の魔法は、戦闘時はほとんど詠唱不要の自動発動型だぜ？」

　エルッカは、ふふんっ、と鼻で笑うように、

「そしてオレは『灰色のグリージヨ・ビラ均衡姫ンチヤトウーラ』。その能力、『絶帯のハープーン・喪欺杖ドロツセル』によって、オレの周りでは万ばん物ぶつは揺るがず、そのままに、留とどまり続けるのさ」

　説明ともつかない説明を披ひ露ろうしてみせる。

「ぬ、マリーと似た、絶対防ぼう御ぎよ結界のようじゃな。手加減したつもりではあったが、完全に無効化されるとは……」

　ソフィアは相手の魔法を分ぶん析せきし、唸うなるのだった。

　こっちのソフィアの解説は、とてもわかりやすくて、助かる。ってか、あれで手加減してたのかよ、ソフィア!?

　俺の左側では、マリーが長女ブリジッタを迎むかえ撃うとうとしていた。

「こちらから参りますわよ」

　ブリジッタが仕し掛かけるらしい。エルッカが防ぼう御ぎよ型がただとしたら、ブリジッタは……？

　ゆらり。

　ブリジッタの背後に、暗い影かげのような靄もやが、蠢うごめいた。

　その微かすかな異変に、多大な危険を直感したのだろう、マリーが先手を打つ。

「凍いてつかせよ　陣じん雲うん成す水の粒りゆう子し　絶え間なく満たす世の理　滞たい留りゆうせよ　無限なる水の壁かべ我らが母　海の女神の名のもとに　湧き出いでよ　揺るぎなき奔ほん流りゆう　結けつ封ぷう　海嘯母ポロロクイア神障壁ル・テナリオ！」

　マリーの詠唱とほぼ同時に。

　ギュォォォォォッ！

　ブリジッタの後方から突如、黒い稲いな妻ずまのような線が現れ、カビの菌きん糸しが伸びるように、空中を駆けた。

　それは何なん方ほう向こうからも、マリーを貫つらぬこうと肉にく薄はくする。

　パァァァァンッ！

　間かん一いつ髪ぱつ、マリーの周囲に球体状の水の膜まくが張られ、マリーをすっぽりと包つつんでいた。

　ブリジッタが放った黒い稲妻は、マリーの水の膜に阻はばまれ、砕くだけ散ちった。

　おいおい、大怪我にならないように最低限の注意はするとか言ってたんじゃなかったのかよ……。魔法を使える者同士の模擬戦って、こんなもんなの？　慣れていない俺には、両者とも必要以上にヒートアップしているように見えてならないんだが。

「お見事ですわ。わたくしの『瞞顛のコラツプ・蓬莱扇クラツプト』によく気付きましたわね。わたくしは『黒き死ネーロ・エ滅姫ステイント』、万物に速すみやかな死と滅びを届けるのが役目でしてよ」

「……」

　ブリジッタの脅おどしめいた言葉に、マリーは表情をこわばらせる。

「おい、貴様。我を楽しませろ。貴様の必ひつ殺さつ技わざを見せるがいい」

　と、ソフィアとマリーを気にかけていた俺に、アリッサが高圧的に命じてきた。

「いいのかよ、大怪我しても、知らないぜ？」

　ちょっとムッとした俺は、大人げなく挑ちよう発はつで返す。

「それは万が一にもありえぬ。怖おじ気けづいたか？　そうでないならば、来い」

　そこまで言われては、俺も引き下がるわけにはいかない。胸中にわずかな躊躇ためらいを残しながらも、俺はアリッサの希望に応こたえることを選せん択たくした。

「冥道に木こ霊だませよ　鬨ときの鐘かね　緋ひの軛くびき　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン！」

　詠唱し、紅ぐ蓮れんのオーラの塊かたまりを発射しつつ、俺は思う。

　全力ではないつもりではあるものの、煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデンを人に向けて放つなんて、これが初めてなのだ。本当に大だい丈じよう夫ぶなのか!?　この技わざの威い力りよくは、生身の人間が受けるには、大き過ぎる！

　ソフィアやブリジッタのことを批判している場合じゃなかった。俺自身、力の加減ができていないじゃないかっ!?

　だが、俺の心配など歯し牙がにもかけず、アリッサの魔法が姉たちと同様に、やはり自動で発動したのだ。

　コポコポコポコポコポコポコポッ。

　白い光の泡あわが、アリッサの全身を包むように、次から次へと湧き出でてきた。

　ドッゴォォォーーーーーンッ！

　刹せつ那な、俺の赤いオーラの槍が、アリッサに直ちよく撃げきする。

　シュォォォォォォォォッ！

　爆炎を、凌りよう駕がする白い泡の雲。

　本来ならその華きや奢しやな身体を吹ふき飛とばすほどの衝しよう撃げきも、皮ひ膚ふを焼き焦こがすほどの火傷やけども、触れたそばからまるで何事もなかったかのように、瞬しゆん時じに回復してしまう超ちよう常じよう的な治ち癒ゆ能力！

「我は『白き誕ビアンコ・ジ生姫エニトウーラ』、万物のほとばしる生命力を司る。我が『含皓のボンヤージユ降魔棍・テイゲーレ』の前に、傷つくことなど願っても叶かなわぬのだ」

　その宣言通りノーダメージのアリッサが、得意げに俺を見返していた。

「挨あい拶さつはこの程度でよろしいかしら？　それでは、わたくしたちの本領をご覧くださいな」

　ブリジッタが、全員に聞こえる声量で、言った。

　俺とソフィアとマリーが、各人の対戦を気にしながら戦っていたように、三皇女たちもそれぞれの戦せん況きようを眺ながめながら行動していたようだ。

「わたくしたちは魔ま法ほう戦せんにおいて、化け身しんを使し役えきするのが正しい在り方ですの。一度呼び出せば以後詠唱不要ですから、お気をつけ遊ばせ」

　圧あつ倒とう的てきな自信を覗のぞかせて、ブリジッタはそう忠告した。

　直後――、

「腐くさり病毒満つるは死の必定　魂こん葬そうには紊びん乱らんなる　痩餓黒ブラン・ブラ法師ンデイツシユ！」

　と、ブリジッタが唱え、

「流る転てんし続けるは石動いするぎ　忘ぼう我が楼ろう　起たちしろしめすは　咬劫灰トラン・ト居士ランセンド！」

　次にエルッカが、

「歓かん喜きせよ　祝福の杯さかずき　孔く雀じやく石の胎たい盤ばん　漕こぎ出ずる　茫爛白グラン・グラ虚子ンギニヨル！」

　最後にアリッサが、順番に召しよう喚かん呪じゆ文もんを唱える。

　ブゥゥンッ……。

　空中にホログラム映像が映し出されるように、俺と向かい合うアリッサの前に、二メートルくらいの人の姿をした真っ白な光の塊が出現した。

「我の『茫爛白グラン・グラ虚子ンギニヨル』は速いぞ」

　アリッサがぽつりと呟つぶやいた。

　俺は瞬まばたきさえしていなかった。

　その俺の視界いっぱいに突如、人型の白い光の塊が割って入ってきたのだ。

　そいつは手に、やはり光でできた剣のようなものを握にぎっていた。

　ヒュッ。

　正確には、音はしていないのかもしれない。俺の今までの戦いの経験則が、そんな音がしたように感じさせた。

　ガッキィィィィィンッ！

　赤いオーラを宿した俺の剣が、光の剣を受け止め、今度は火花を散らし本当に音が出た。

　ヒュンッ。

　また一いつ瞬しゆんにして、人型の光の塊は、アリッサのそばに戻っている。

「いいのか？　貴様、そのままだと……死ぬぞ？」

　常に仏ぶつ頂ちよう面づらのアリッサが、背筋も凍こおらんばかりの冷たい口調で言い放つ。

　何か奥おくの手てがあるなら待ってやるから出してみせろ、とそう言っているのだ。

　俺の脳のう裏りには、一昨日のもう一人の俺との死し闘とうが甦よみがえってくる。

　もう、あんな思いは嫌いやだ。死の恐きよう怖ふを、俺は十分に心の奥おく深ふかくまで、刻み込まれていた。

　ブォォォォォォォォッ！

　俺は、己おのれのオーラの出力を一気に高め、固定する。

「初源には紅血の海　毀撤には紅炎の空　締てい封ふう　聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオ！」

　カッシャァァァァァァァンッ！

　真紅のオーラが結けつ晶しよう化かした、俺を守る盾と鎧よろい。これを身につけることで、俺の防ぼう御ぎよ力りよくは飛ひ躍やく的てきに高まる。

　死に直面して体得した能力は、すでに完全に俺のものとなっているのだった。

　一方、ソフィアの相手である、エルッカの前には――。

　放送が終しゆう了りようした後のテレビ画面に映る砂すな嵐あらしのような、灰色の人型をした朧おぼろげな物体が静止していた。

「オレの『咬劫灰トラン・ト居士ランセンド』は変則的だからよぉ。せいぜい気をつけなっ！」

　エルッカがソフィアに声をかけるのとほぼ同時に、灰色の人型の両りよう腕うでが、伸びた。

　ソフィアに向かって一直線に。ソフィアを捕とらえようと。

「空の女神が授く　儚はかなき疾しつ風ぷうの翼　翔移迅シエイラス！」

　対するソフィアは、超ちよう高こう速そく移動の呪文を唱える。

　灰色の両腕は目標を見失い、動きを止めた。

　気がつけば、ソフィアはエルッカの背後に、回り込んでいた。

「暴ぼう虐ぎやくなる輩やから　後こう悔かいせよ　我らが母　女神の怒いかり　逆巻き　嬲なぶり　翻ほん弄ろうせよ　風の牢ろう獄ごくに繋ぎ　帰順せしめよ　破陣竜エスパデイアル旋疾風・ルシユツト！」

　エルッカと灰色の人型が浮うかぶ周囲に、竜たつ巻まきが荒あれ狂くるう。

　ビュオォォォッ――バシバシバシバシッ！

　風そのものまでも、固め捕らえてしまうことができるというのか。

　エルッカのいる宙に、無数のヒビが入ったように見え――。

　パリパリパリッ……パリィンッ。

　ソフィアが創つくり出した暴風は、硝子の欠かけ片らのように飛び散り、微び細さいな粉となって、きらめきながら霧む散さんしてしまった。

「くっ、まだ防御結界は作動中か……！」

　ソフィアは悔しげに口くちの端はしを歪ゆがめた。

　残るもう一組、マリー対ブリジッタの戦いも、マリーが張った水の結界によって膠こう着ちやく状態に陥おちいるかと思われたのだが。

　ブリジッタの前には、真っ黒な人の形をした影が、揺らめいていた。

　その影は、全身の表面から、ゆったりときめ細かな黒こく煙えんを噴き出している。

「わたくしの『痩餓黒ブラン・ブラ法師ンデイツシユ』はあらゆる物を腐ふ敗はいさせ、消滅させますわ。あなたの結界、持もち堪こたえられますかしらね？」

　ブリジッタが問うと間もなく、人の形をした黒い影がのそりと動き出した。

　緩かん慢まんな動作とは裏腹に、意外に速い。マリーの球体状の結界に、もう手を伸ばせば届く距きよ離りまできている。

　ズブブ……と黒い影は、躊躇いもせずマリーの結界に触れた。

　ゴボッ……ザ、ザ、ザ、ザァッ……。

　マリーの結界を形作っている水が、影が触さわった部分から黒く濁にごり始めた。

「そのまま中にいると、あなたまで腐って溶とけ落ちますわよ？」

　ブリジッタに言われ、マリーは選択を迫られる。

　パシャァァァンッ。

　球体状の水の膜が弾け、マリーは全速で後退する。

　それを、黒い影が追う。

　黒く煙けむる腕うでが、マリーを狙ねらって伸びる。

「うぉぉぉぉぉっ！」

　咆ほう哮こうとともに、俺は宙を蹴けってマリーのもとへと。

「でやぁぁぁっ！」

　ゴォォォォォッ、ザシュゥゥゥッ！

　間に合った。

　炎となったオーラを宿した俺の剣が、黒い影の実体のなさそうな腕を切きり裂さく。

　案の定、物理的な手て応ごたえはほとんどない。が、それでも黒い影は手を引き仰のけ反ぞったのだ。

　影の、俺に切られた部分が、燃えていた。チカッチカッと赤く明めい滅めつし、やがて消えてしまう。

　見た目にはほとんど効いていないように見えるのだが……、いや、大丈夫だ。俺の炎のオーラは、この影にダメージを与あたえられる！

　もっと強力なオーラを、もっと広範囲に当てられれば、きっと十分な攻こう撃げきになるはずだ。相あい性しようは決して、悪くない。

「ミナトさんっ、ありがとうございます」

　マリーが、安あん堵どの表情で俺を見ていた。

　ビュゥーーーーーンッ！

　シュンッ。

　灰色の人型の、どこまでも長く伸びる腕と、超高速移動ができるソフィアの追いかけっこが続いている。

　マリーもソフィアも、今の対戦相手にはどうも分が悪そうだった。

「ソフィア！」

　俺は、いったん三人で集まるべきだと思い、やや離れたところにいるソフィアに叫さけんだ。

「うむっ！」

　シュンッ。

　俺の意図をすぐに理解し、ソフィアが合流してくれる。

「どこを見ている？」

　そこに、アリッサの不気味な指し摘てき。

　ッガァァァァァンッ！

　俺の真紅のオーラ結けつ晶しようの盾が、アリッサの操あやつる白い人型の光の剣を真っ向から受け、弾いてみせた。

　ヒュッ。

　本当に光速かとも思える、白い人型の一いち撃げき離り脱だつ。

　俺に斬きりかかったその次の瞬しゆん間かんには、すでにアリッサの御ご前ぜんに戻もどっているのだ。

　ファルバザード三皇女が呼び出した、彼かの女じよたちの魔法の性質を如によ実じつに表した、化身たち。

　こいつらと互ご角かくに渡わたり合あえそうなのは俺たち三人の中では正直、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとなれる俺だけだという気が、ひしひしとしてくる。

　シャルスティア王国の魔法は、もともとそういう仕組みなのだろう。空と海の女神の加護を受けた王女たちの力は、単体では戦況全体をカバーしきれない。

　王女たちはあくまでも補助的――、攻こう防ぼうを一人でこなせる火山神顕現騎士ヴオルカエクエスをサポートする立場なのだ。逆に、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスは、その圧倒的な戦せん闘とう力りよくをもって、王女二人を守り抜ぬく。そういった関係が、完成されているのだ。

「お聞きいたします！　これ以上この争いを続ける必要が、ありましょうか？」

　そのとき、普ふ段だんのおっとりした性格からは想像のつかない威い厳げんを湛たたえ、マリーが三皇女に尋たずねたのである。

「う、うむ、マリーの言うとおりではありませんかな？　いささか白熱しすぎております。お互いの技も存分に披露し合えたのではないかと思いますが？」

　ソフィアも続けて、模も擬ぎ戦せんの終了の合意を得るべく、言葉を添えた。

「どうするよ、姉貴？」

　エルッカが、頭を掻かきながら長女に問う。

「姉様、もっとこいつらを痛めつけて、邪神のことを吐かせるべきではありませんか？」

　アリッサも物ぶつ騒そうな物言いで長女の決定を待つ。

「そうですわねぇ……。でもアリッサちゃん？　この方たちは、邪神に関して本当に何も知らないのでしょう。むしろこの場で、わたくしたちが視みた過去・現在・未来の情報を、あの方たちに教えて差し上げることが、双そう方ほうにとって有益であるように思えてきましたわ」

　ブリジッタは、上から目線で何事かを宣のたまう。

「それに、確かにこの方たちだけでは、邪神に太た刀ち打うちできるか心こころ許もとないですわ。ただ、アリッサちゃんが言った近き未来の鍵かぎ、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスのあの方だけには、ぎりぎり合格点を差し上げられましてよ」

　さらに、ブリジッタは偉えらそうに、俺たちをそんなふうに判定した。

「な、なぁ……。邪神、邪神って、プールのときから言ってるけど、いったい何のことなんだ？」

　我慢の限界に達した俺は、ついに直接ブリジッタに聞いてみることにした。

　ところが、

「問答無用ですわ！　エルッカちゃん、アリッサちゃん！」

　ブリジッタの反応は、俺が期待していたものとはかけ離れていたのだ。

「「「幽ゆう門もんを駆ける　白骨の戦せん馬ば　灰かい燼じんの戦矢　黒こく檀たんの戦車　鉄の乙女の嘆なげき　臓ぞう腑ふ貫つらぬきて虹にじを架かけよ　幻魔将姫デイアターナ・の舞踏会サルヴアーン！」」」

　三姉妹が輪になって詠唱する。

　刹那、辺り一面が眩まばゆい強きよう烈れつな光に包まれ――。

　取とり戻した視界の中には、三皇女と、その三体の化身たちが、再び俺たちに襲いかかってきていた……！







インターミッション３







「魔法国家の監かん視し者として恐れられるファルバザード三皇女。その名の轟とどろき具合にしては、いささか拍ひよう子し抜ぬけですな」

「この研究所の査察を真っ先に要求されるかと危き惧ぐしていましたけど……。ああして、姫ひめ様さまたちとの魔法ごっこを所しよ望もうされるのですものね。助かりましたわ」

　野の々の山やまとナタリーが、ほっとしたように感想を語り合う。

　巨きよ大だいモニターの画面の中では、五人の姫と一人の騎き士しによる大乱戦が映し出されていた。

　――いっそのこと、王女たちをファルバザード三皇女の手によって亡なき者ものにしてもらえればありがたいのだがな……。いや、そこまで願うのは早そう急きゆうか。邪神を抑えるのに、王女たちの力がまだ必要となるやもしれぬ。

　宰相アベラルドの心中は打算に揺れ動うごく。

「博士、人工魔ま法ほう付ふ与よ実験を行うに十分な量の魔法エネルギーが集まりました」

　そこに、科学者の一人がそう報告した。

「おお、それはいい」

「予定通り、今のうちにアシエルくんに、注入を開始しましょう」

　野々山とナタリーは、嬉き々きとして次の手段を講じるのだった。




　　　　　◇




　魔法エネルギー開発研究所の周囲には、厳重な警備が施ほどこされた高い塀へいが建てられている。

　人間や車両が出入りできるのは唯ゆい一いつ、二十四時間体制で監かん視し員いんが配置されている、通用門のみ。

　現在、頑がん丈じようで大きな鉄製の門はぴったりと閉じており、それを開閉操作できるのは門横に建てられた監視小屋である。

　その通用門から数メートル離はなれた木々の陰かげに、クリスと雪ゆき花かは身を隠かくしていた。

　クリスは、騎士装束と鎧を着込み、完全な本気モードだ。もちろん、私服姿の雪花とて、その覚かく悟ごと決意には微み塵じんの遜そん色しよくもない。

「なんとかここまでやって来られたのはいいけど、このままじゃ中に入れないよ。どうする？」

　通用門に併へい設せつされた監視小屋に目をやりながら、クリスが尋ねる。

「待ちましょう。門番は二人です。彼かれらの注意が逸それる何かが起きれば、突とつ入にゆうして制圧することは可能なはずです」

　門番たちはおそらく銃じゆうを所持していると予想されるし、もたもたしていると増ぞう援えんを呼ばれ、研究所自体が臨戦態勢となってしまうだろう。

　無表情に淡たん々たんと答える雪花に、

「何かって、何？　それって、いつ起きるの？　雪花にしては、なんだか神かみ頼だのみすぎる作戦じゃない？」

　クリスが食ってかかった。

　昨日から自分たちの無力さを痛感させられる出来事ばかりで、相当ストレスが溜たまっているのだろう。

「そうですね。自分でも、幸運を期待しすぎていると思います。ですが、なぜかきっと何かが起こる気がするのです。ファルバザード三皇女と会談中だという姫様たちが……今この国で起こっている異変に気がつかないはずがない。そう、思いませんか？」

「え……？　それってどういう……」

　雪花の言に、クリスは目を白黒させる。

　二人の間には、現状に対する推理力、理解力において、大きな隔へだたりがあるらしかった。

　そのとき――。

　ヒュゥゥゥゥゥゥゥゥンッ。

　遥はるか彼方かなたから、高速で何かが飛来してきたのである。

　全部で六つの飛行物体。

　三つは、金色に輝かがやいている。

　残る三つは、赤、青、緑とカラフルな光を放っていた。

　そしてそれは驚おどろくことに、人間だった。いや、魔ま法ほうの国、シャルスティアでは、それは驚くに値あたいしない事態なのだ。

「姫様たちだ！」

　クリスが思わず小さく叫ぶ。

　飛行する六人は、当然のことながら研究所の塀を軽々と越こえ、いとも簡単に敷しき地ち内ないに侵しん入にゆうする。

　その、数秒後。

　ウウウウウゥゥゥゥゥゥーーーーーッ！

　敷地内全域に、けたたましくサイレンが鳴なり響ひびいたのである。
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　門番の一人は、飛行する侵しん入にゆう者しやたちに気付き、開いた窓から身を乗り出だして上空を見上げていた。

「今です！」

　先に駆け出したのは、雪花だった。

　クリスも急いで、その後を追う。

　監視小屋に着くときには、二人の順序は逆転していた。

「はぁぁぁっ！」

「ん？　うわぁっ!?」

　クリスは走る速度を緩ゆるめることなく、門番目め掛がけ、躊ちゆう躇ちよなく窓へと飛び込む。

　ドーーーンッ！

　体当たりで、そのまま室内に着地し。

　ガンッ！

　容赦なく、門番の男の側頭部を剣の柄つかで殴なぐり、一瞬にして昏こん倒とうさせる。

「うっ、動くなぁっ！」

　もう一人いた門番が、とっさに拳けん銃じゆうを構え、クリスを威い嚇かくしようとした。

　ガチャリ。

「!?」

　ゴツンッ！

　ばったりと床ゆかに崩くずれ落おちる、もう一人の門番の男。

　扉とびらから堂々と入ってきた雪花が、手にしていたちょうどよさそうな大きさと重さの木の枝で、頭を叩たたいたのだった。

　クリスと雪花は、見事に監視小屋の制圧に成功した。

「不用心ですね。ドアの鍵はかけておくべきかと」

　手厳しい雪花の指摘に、

「王立研究所だし、ここが襲しゆう撃げきを受けるなんて、思ってなかったんだろうね」

　伸のびている男たちを少々気の毒そうに見み遣やりながら、クリスは言う。

「門を開けよう。ボタンとか、ある？」

「はい、ここに」

　雪花が、窓の近くに設置されているデスクと操作パネルを指差す。

　と、そこで、

「あっ」

「ん？」

「電話があります」

　雪花が、特筆すべきでもないような内容を口にする。

　しかし、それは――。

「女王陛下と、騎き士し団だん長ちようへの直通回線もある！」

　宰さい相しようアベラルドのほぼ私物ともいえる魔法エネルギー開発研究所ではあるが。

　表向きの体面として、もちろん有事の際に優先的に報告されるべき部署へと、回線は繋つながっている。

　アシエルに遮しや断だんされていない通信手段。それはクリスと雪花にとって、この二日間、喉のどから手が出るほど欲ほしいものだったのだ。

「王宮と騎士団本部に連れん絡らくしよう！　ここに、騎士団の出動を要よう請せいするんだ！」

　目を輝かすクリスに、雪花はこっくりと頷うなずくのだった。







第四章　騎士よ、敵陣に突入せよ！







「「「入は内いられよ　皇の拝はい殿でん　入廷はいられよ　神鳴る宝宮　悠ゆう久きゆうに　連綿と　須すべからく　妖夢精ランガジユム泡午睡・パニツセ！」」」

　襲いかかられたと思った俺たちは、気がつけばファルバザード三皇女とともに、手を繋いでぐるぐると回っていた。

「ご安心くださいな。これは、わたくしたちの姿を不可視化する魔法でしてよ」

　ブリジッタが、俺とソフィアとマリーに、すまし顔で説明する。

「魔法がかかっている者同士は、こうやってお互いに見えるけどなっ」

　エルッカが、さらにドヤ顔で追加し、

「それはいちいち言うまでもなかろう」

　アリッサに白い目を向けられる。

「な、なぜこのようなことを……!?」

　俺たち三人の思いを、ソフィアが代表して尋ねた。

「きっとわたくしたちは、今も監視されているでしょうから。少々目くらましを、ね」

「見な。先にかけておいた魔法は、オレたちの望んだままの光景をあたかもそれが現実に起こっているかのように空間に映し出すんだぜ」

　ブリジッタとエルッカに言われ、ようやく気付く。

　背後では、さっきまで俺たち六人がやっていたことが、そのまま続いていたのだ。俺たち本人抜きで。

　飛び回り、撃ち合い、敵味方入り乱れての魔法戦。ソフィアも、マリーも、ファルバザード三姉妹も、俺自身も、その完かん璧ぺきな複製たちが、宙に舞まっていた。

　あれが全部、魔法で創られた幻まぼろしなのか？　俺はしばし、見入ってしまう。俺主演のアクション映画が上映されているような感覚。

　が、俺と違ちがってソフィアとマリーは、それよりもブリジッタの発言が気にかかったらしい。

「私たちが、監視……されている？」

　眉まゆを顰ひそめ、ソフィアが問う。

　なるほど言われてみれば、一国の王女が監視されている、とは穏おだやかな話ではない。って、まさか、この俺自身も、監視対象に入っているってことですかぁ～～～っ!?　どこ情報？　それ、どこ情報よー？

「やはり、あなた方は、ご自分たちの置かれた状じよう況きようを何年間も無自覚に過ごしてこられたようですわね」

「どういうことですか？」

　ブリジッタに言われ、マリーも珍めずらしく不快そうな表情を見せた。

「よろしいでしょう。あなた方には、すべてを教えて差し上げますわ」

　俺おれの右手を握っているブリジッタの拳こぶしに、力がこもる。

「オレたちは、こうやって手を繋いだ人間同士で、記き憶おくの共有が可能になるのさ」

「貴様らも目を閉じるがいい」

　エルッカとアリッサが、追加の解説と指示をしてきた。

　それはつまり、一種のテレパシーみたいなもの？　と聞き返したい俺の精神の中に、いきなり、膨ぼう大だいな他人の意識の波が押おし寄よせてきたのだ。

　まず伝わってきたのは、ファルバザード三皇女が、プールサイドですでに俺たち三人の記憶を探さぐっていたこと。

　その結果、俺とソフィアとマリーは、信用するに足る、と判断されたということ。

　逆を言えば、俺たち三人は、ファルバザード三皇女が欲ほつしている情報を、何も持っていなかったらしい。

　ただ、俺たち三人の記憶から、疑ぎ惑わくの人物たちが、浮かび上あがったというのだ。

　それは――。

「な……!?　アシエルが、さらにその父である宰相アベラルドが怪あやしいと申されるのか!?」

「アシエルが、今までずっと私たちの監かん視し役やくだったというのですか!?」

　耳から入ってくる声だけでなく、アシエルと相当長い付き合いだろうソフィアとマリーのショックまで、しっかりと伝わってくる。

『アシエル、おまえのこと、信じていいんだよな？』――、俺がシェライエ山の火口内部の神しん殿でんでそう尋ねたのは、つい昨日のことだっていうのに……！

「まぁ、騎士様は昨日、邪じや神しん復活の儀ぎ式しきに駆り出されていたのですわね」

　ブリジッタにそんなふうに確かく認にんを取られたので、俺の意識もしっかりとみんなに流れ込んでいるらしい。

「「邪神復活の儀式!?」」

　ソフィアとマリーが異口同音に叫ぶ。

　あの、火山神の石像にオーラを浴びせる行こう為いが、邪神復活の儀式だったとは……！

　しかし、おかげで俺の喉につかえていたような違い和わ感かんは、すとんと消え去ったのだ。あのときのアシエルの慌てっぷりや、他にいくつもあった不ふ審しんさは、すべてそれで納なつ得とくできる気がする。

「ああ。オレたちはそもそも、このシャルスティアで邪神が復活するという予言を受けて、来ているんだ」

　エルッカが自分たちの目的を明かす。

　間かん髪はつ入いれず、

「ほら、こちらの記憶……。お二人は、中学生のときに魔法エネルギー測定装置の実験に参加させられておりますでしょう？」

　ブリジッタが、また別の、ソフィアとマリーの記憶を全員の脳内に映像として呼び起こし、指摘した。

「まさか、アカネのお父上、ノノヤマ博士と、我わがプリムヴェール学園の保健医であるナタリーまでもが、関かかわっているというのか!?」

　ソフィアも動どう揺ようの連続で、気の毒だ。

　心中お察しします。ってまさに、視えてしまっているわけだが。

　そして、俺自身もけっこう、ショックを受けていた。茜あかねの親おや父じさんが邪神の復活なんて話を承知で、加担しているらしいことに。

　ナタリー先生だって、俺の傷を治ち療りようしてくれたりしていたのに。俺たちを優やさしく気き遣づかってくれるそぶりの裏で、ただ俺たちを利用していただけだっていうのか……？

「けっこう年季の入った計画みてーだなぁ」

「今の今まで気付かぬとは、おめでたい連中だな」

　エルッカとアリッサは他人事のように、さらっと言い放つ。

「どうやら黒幕の方たちが邪神を復活させようとしているのは、邪神から魔法エネルギーを取り出すためなのではなくって？　ねぇ、騎士様？」

　再び俺の記憶の断だん片ぺんを取り出し、ブリジッタが推理をしてみせた。

「魔法エネルギー変へん換かん装置……。そんなものがシェライエ山火口に設置されているのですか……！」

　昨日俺がアシエルに教えられた単語を、マリーがうわ言のように呟く。

「さすがにわたくしたち、他国の神話体系の細部までは知識がありませんの。シャルスティアの邪神とは、どのような存在なのかご存じでして？」

　ブリジッタに問われ、

「シャルスティアにおける邪神は、空と海の女め神がみと対立し、火山神によってシェライエ山の火口より、地中深くへと封ふうじ込められたと伝えられています」

　マリーが説明した。

　すると、そのとき――。

　シェライエ山の火口。マグマ。炎ほのおの赤。なぜか俺の頭の中には、昨日出会ったばかりのリアマの姿が浮かんできたのだった。

「みっ、ミナトよっ！　その女性は誰だれじゃっ!?　なぜ一いつ緒しよにシャワーなど浴びておるっ!?」

　よく考えたら、リアマとの記憶ってば肌はだ色いろ率の高さが半はん端ぱなくって、ひとに覗かれたりなんかした場合、非常にマズいんじゃあないだろうか？

　ってわけで、ソフィアがすかさず顔を真っ赤にして問とい詰つめてくる。

「ミナトさんっ！　リアマさん、と仰おつしやるのですか……？　その方の首の後ろにある、それはっ……！」

　当然、マリーにも俺の記憶は中ちゆう継けいされている。

　そうだった。リアマにはもうひとつ、大変な問題が文字通り埋うめ込まれているのだった。

「「運命のルビー!?」」

　ソフィアとマリーの驚きよう愕がくの声が重なる。

「あら、その方は初見ですわ……。その方、まさか……」

　ブリジッタも、リアマについて関心を持ったみたいだ。

「「「邪神!?」」」

　ファルバザード三姉妹が、揃そろって絶ぜつ叫きようする。

　邪神？　は？　ん～、ちょっと何言ってるのかわからないんですけどね。

　アシエルに早朝叩き起おこされ、強制的にシェライエ山の火口に連れて行かれ、邪神復活の儀式を行い。何も起こらず、博物館に帰ってきて、突とつ然ぜん現れた全ぜん裸らの少女。そしてその少女の身体には、運命のルビーがあって……!?

　リアマが……邪神だっていうのか!?

「アリッサちゃん、間ま違ちがいなくって？」

「はい姉様。ギュンギュン感じます。これが、近き未来そのものであります」

　ブリジッタに判定を求められ、アリッサが答える。

「騎士様!?　なぜこんな重大な記憶を隠していたんですの!?」

　ブリジッタに叱しつ咤たされる俺。

　いやそんな。記憶って普ふ通つう、他人に見せられるものじゃないじゃないですか。昨日あったことを全部詳しよう細さいに話してください、って聞かれなきゃ喋しやべれませんよ？

「いや、姉貴、こいつのせいじゃねぇ」

　意外にも、エルッカが俺を庇かばってくれるのだった。

「あまりにも直近の過去だったせいで、オレたちのマークの受うけ渡しがズレたんだ。邪神復活の儀式だって、今初めてこいつの頭に浮かんだから視みえたんだぜ？　こいつの昨日の記憶は丸々、プールで行った千里眼では除外されていたんだ」

　どうやら三姉妹たちの能力にも、ちょっとした弱点のようなものはあるらしい。

「わたくしたちも大おお雑ざつ把ぱに視ていたせいで、わたくしの過去視にもエルッカちゃんの現在視にも引っかからなかった、ということですのね」

「で、これからどうするんだ？」

　次々と衝しよう撃げき的てきな事実が告げられていく中、俺は尋ねる。

　それにしても、この会議の形式は正直、すげーと思う。どんなに信じられないような内容でも、皆みなで記憶を瞬時に共有しているのだから、疑いようがない。

「アリッサちゃん、邪神について何か視えまして？」

　そこで、ブリジッタはアリッサに問うた。

「邪神は……、その者は今、苦しんでおります……」

　アリッサはひとり目を瞑つむり、頭の中から何かを掘ほり起こすように、訥とつ々とつと語る。

「苦しんでいる!?　リアマが!?　どういうことなんだっ!?」

　腹に手を突っ込まれて、内臓を捻ねじられたような感覚が俺を襲おそった。

「お気持ちはわかりますけど、急せかしてはなりません。アリッサちゃんの能力は、ちょっと特とく殊しゆなのです」

　俺は、ブリジッタに窘たしなめられる。

「わたくしは単純に接せつ触しよくした人間の過去の記憶を視る。エルッカちゃんもただありのまま相手が現在考えている意識を視るだけ」

　ブリジッタは、自分たちの能力について、解説を始めた。

「でもアリッサちゃんは、未来視と遠えん隔かく視し。時間と空間を超越して、今この場にいない者の意識や運命を視ることができるのですけれど……。それは遥か彼方から流れてくるかすかな念波を拾うようなもの。深い集中力と根気を必要としますのよ」

　なるほど。簡単にやってみせているようで、実際には術者にしかわからない苦労がある、と。ソフィアやマリーにも諭さとされた覚えがある。俺はまだ、魔法というものについての理解が、足りていないらしい。

「邪神は……囚とらわれているようであります」

　アリッサの新たな託たく宣せんが下る。

　リアマをあのとき、何も考えずに博物館に残してきてしまった自分の浅はかさが、許せない。

「どうですの？　アシエルという方が、邪神を捕ほ獲かくしたとして、連行する場所に心当たりはありまして？」

　ブリジッタがソフィアとマリーに意見を求めると、

「アシエルは当然、宰相アベラルドの指示のもとに動いておるのだろう。つまり宰相の管かん轄かつ下にあり……」

「ノノヤマ博士も関わっている機関なのでしょう？」

　二人は、脳のう細さい胞ぼうをフル回転して答えを探す。

「「魔法エネルギー開発研究所！」」

「それは、どちらにありますの？」

　すかさず聞き返すブリジッタに、

「ここからなら、飛べば十分もかからぬでしょう」

「行きましょう、すぐに！」

　ソフィアが答え、マリーが積極的に意思表示をした。

「そうじゃな。どうやら我がシャルスティア王国の、一大事であるゆえ」

「もちろん、わたくしたちもお供いたしますわ。よろしくって？」

「ええ、ぜひ！」

　ソフィアとブリジッタがやる気満々なのは、普段の性格からして、別に驚くに値しない。が、将来国家の責任を担になう者として、マリーの自覚に火が点ついたらしい様子は、意外でもあり頼たのもしくもある。

　待っててくれ、リアマ！

　俺は、俺の記憶の中ではとても邪神だなどとは思えない、炎のように美しい赤い髪かみの少女の無事を祈いのった。
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　ありえないスピードで、六人の人間が飛行している。

　その一人が自分であることが、何よりもありえない。

　日本にいるアホ父さん、天国の母さん、湊みなとはヒコウ少年になってしまいました。

　もしかしたら、新幹線くらいのスピードが出ているんじゃないだろうか。

　全速力で飛んでいるせいか、じわじわと身体が怠だるくなってきている気がする。これ以上、あまり長くは飛んでいられそうにない。

　俺たちが纏まとったオーラの光が、尾おを引いている。このオーラのおかげで、風圧などは遮断されているみたいだ。

　視界の下には、鬱うつ蒼そうとした森林が広がっていた。

　そして前方には、何かの学校くらいには大きい建造物が近付きつつあった。

「もう姿を隠している必要もありませんわね。敵てき陣じんには正面から堂々と突入いたしますのが、ファルバザード三皇女の流りゆう儀ぎでしてよ」

　ブリジッタが誰にともなく、そんなことを告げる。

　自分では全然わからないが、おそらく俺たちにかけられていた不可視化の魔法は解かれたのだろう。

「おいおいっ、どうせなら見えないまま潜せん入にゆうする方が良かったんじゃね!?」

　焦あせって問い返す俺に、

「あら、そんなコソ泥どろみたいな真ま似ねできませんわ。もうここまで来れば、逃にげられたり証しよう拠こを隠いん滅めつさせる暇ひまはないでしょうし。悪人たちが、慌あわてふためく様を見たいのですもの」

　くすくすと、愉ゆ快かいそうにブリジッタは答えた。

　ずいぶんと嗜し虐ぎやく思考の強いお姫様だ……。こ、怖こわい。

「だ、だけど、研究所にこのまま突っ込むのはいいとして、どうするんだ？」

　気を取り直し、俺はみんなに、尋ねる。

　お姫様五人が、一いつ斉せいに俺を振ふり返かえった。

　しかも、今さら何を言っているんだ、こいつは？　とでも言いたそうな表情で。

「その、リアマを助け出して、いいのか？」

　俺にはどうあっても信じられないのだが、リアマは邪神なのだと三皇女は明言した。

　ソフィアとマリーも、宰相とその息子むすこアシエルがずっと自分たちに隠し事ごとをしていて、その原因がリアマだったのだと告げられたのだ。

　そういえば、茜の親父さん、野の々の山やま博士もこの事件に関わっているみたいな話も出ていたよな……。俺としては、それもかなり信じたくない。

　とにかく、もしリアマが本当に邪神で、囚われているというリアマを俺たちが救出したとしたら。自分を酷ひどい目に遭あわせた人間に対し、怒いかりに駆かられたリアマが暴れ出したとしたら？

　ソフィアもマリーも、三皇女たちに至っては下手をすると最初から、リアマを退治しようというつもりなのではないか。

　俺はそんな不安をさっきから、ずっと抱かかえていたのだ。

　すると、ソフィアがおもむろに口を開いた。

「ミナトよ、先さき程ほどそなたの記憶にあった邪神――、リアマ殿どのは、とうてい邪じや悪あくな存在などには見えなかった」

「ミナトさんを見るリアマさんの目は私たちと同じくらい愛情がこもって……いえ、その、とても優しい目をしていましたっ」

　マリーも、なぜか途とち中ゆうで言葉を詰まらせたが、好意的な意見を述べてくれる。

「それに、シャルスティアの神話には、邪神についての記述がほとんどないんです」

「つまり、その場に行き、私たちの目で直接判断するしかないであろう」

　マリーとソフィアはそう、指針を示した。

「宰相たちが悪あしき謀ぼう略りやくを企くわだて、リアマ殿に害をなしたのであれば、神しん罰ばつを受けるべきはむしろ我々の方であろう。しかし、もしも邪神の怒りが、シャルスティア国民すべてに及およばんとするなら、そのときは……」

「全力で戦います。そのときは、力を貸してくださいますか？　ミナトさん」

　二人の決意をここまで聞かされてしまっては、俺としても首を横に振るわけにはいかない。

「ああ。俺はソフィアとマリー、二人の姫様専属の騎士だからなっ。二人の頼みとあらば、地じ獄ごくの果てにだって、ついていくぜっ！」

「ミナトよ……」

「ミナトさん……」

　ソフィアもマリーも俺も、なんか変に感かん極きわまってしまった。

　こんなところで、主従の絆きずなが深まるとはねぇ。まぁ、そういうのもありかな、とちょっと照てれ臭くさい俺なのだった。

　だが一方で――。

　それでもリアマに、俺たちに敵意がないことをわかってもらえる方法が、まだ残っているのだとしたら。

　俺は、その可能性が一ミリでも残っているのなら、それに賭かけたいと思う。

「研究所の敷地内に入りますわよっ」

　ブリジッタに注意され、俺は我に返る。

　地上を歩いて来ていたら、乗のり越えるのが非常に困難だっただろう高い塀を、俺たちは軽々と通過した。

　研究所の建物はもう目の前だ。

　俺たち六人は急降下し、久しぶりの大地を踏ふみしめたのである。

　魔法で壁かべを壊こわして侵入ってのは、派手でカッコいいんだろうが、実際にやってしまうと修理の手間もお金もかかって大変だろう。

　俺は、博物館裏庭でのバトルでそれを学んだ身だ。この研究所だって、紛まごうことなき王立の建物なのだろう。完全に敵の施し設せつとは言い難がたい。

　とまぁ、そんな理由とは特に関係なく、別に阻はばむ者もいなかったので、俺たちは玄げん関かんから普通に魔法エネルギー開発研究所内へと足を踏み入いれた。

　その、直後だった。

　ウウウウウゥゥゥゥゥゥーーーーーッ！

　けたたましい警報音が、建物の内外で鳴り響いたのである。

「気付かれてしまいましたね」

「警備の者に見み咎とがめられても面めん倒どうじゃ。急がねばならぬな」

　マリーとソフィアは、有事であるほどに冷静さを増す王者に相応ふさわしい資質を披ひ露ろうしてみせる。

　他ひ人と様さまの領地で暴れる気満々の三皇女とは違い、ソフィアとマリーにはあまり手て荒あらなことはしたくないという雰ふん囲い気きが漂ただよってはいたが。

「なっ、なになになにっ!?　火星人の襲しゆう来らい!?」

　と、そこに聞き覚えのある声が――。

「茜っ!?」

　呑のん気きに散歩していたところ、この騒そう動どうに遭そう遇ぐうしてしまった感じの、俺の幼なじみが登場したのである。

「湊っ!?　姫様たちも!?　な、何があったんですかっ!?」

　茜が俺たちの姿を認め、尋ねてきた。

「おお、アカネよ、ちょうどよいところに！　魔法エネルギー変換装置の試験室の場所を、知ってはおらぬか？」

　ソフィアは毅き然ぜんとした態度で、逆に茜に対して、核かく心しんへと一直線な質問を返す。

　よく考えれば、茜がここにいるのはそれほど驚くことではなかった。古代シャルスティア魔法文明博物館を出る際に茜自身が、それをみんなに告げていたらしいのだから。

「えっ!?　ああ、それなら昨日見せてもらいましたけど……。でも、今日は立ち入り禁止みたいなんです」

　ソフィアの真しん剣けんな表情に、茜はやや押され気味に答える。

　いきなり、こんな事態に巻き込まれてしまって、まったく理解が追いついていない様子の茜が少々気の毒だ。

　が、かくかくしかじか、と説明している時間は今の俺たちにはない。

「構わぬ！　王族特権にて、今よりそこに赴おもむく！　アカネよ、案内いたせ！」

「はっ、はいぃっ！」

　ソフィアの強い口調に気け圧おされ、

「こ、こっちですぅっ」

　茜は半分涙なみだ目めで、ぱたぱたと廊ろう下かを駆け出す。

　俺たちは、口数が減りやや影かげの薄うすくなった感のあるファルバザード三皇女も伴ともない、研究所の奥おく深ふかくへと向かった。

　なるほど茜が言ったとおり、立ち入り禁止の立札と柵さくが廊下を塞ふさぐように置かれている。

　そして、その柵の前に、警備員というには物々しい、銃で武装した二人の男が佇たたずんでいた。

　大人数で廊下を走る俺たちは、当然すぐに気付かれる。

「ん？　何者だ、とまっ……」

　ビュンッ。

　俺は一気に加速し。

　ビシッ、ドスッ。

　男たちの脳を揺ゆらすため、できるだけ加減して頭部に打だ撃げきを加えた。

　男たちは、ドサッ、と前のめりに倒たおれ込んだ。

「お見事ですわ」

　ブリジッタにお褒ほめの言葉を賜たまわる。

　俺たちは柵をどけ、さらに進んだ。

「ここですっ」

　茜が一つの扉の前で立ち止まる。

　それは厚い金属製かつ電子制せい御ぎよ型のドアで、これを魔法で破るとしても、けっこうな手間がかかりそうな代しろ物ものだった。

「昨日はこれで入れたんですけど……」

　遠えん慮りよがちに茜は、自分が首から提さげていたＩＤカードを、ドアの脇わきに据すえ付つけられたカードリーダーに通す。

　ブーッ。

　カードリーダーは不ふ機き嫌げんな音を立て、茜のカードを拒きよ絶ぜつした。

「やはり、研究所全体が対侵入者用の警けい戒かい態勢に入ってますわねぇ」

　自分がそうさせたくせに、他人事のようにブリジッタが言う。

「いたしかたあるまい。ミナト、力ずくでこじ開けよ！」

　ソフィアに命じられ、俺は扉に手をかける。

　だが、取っ手などがないので、非常に持ちにくい。

　グググッ……、メコッ。

　まずは端はしに力を込めて、凹へこませる。続けて、そこにできた隙すき間まに指を差し込み――。

　バキィィィッ！

　両手で、金属の扉を捻るように剥はぎ取ってみせる。

　我ながら馬ば鹿か力ぢからだと思うが、火山神顕現騎士ヴオルカエクエス状態の俺には、これくらい朝飯前なのだった。

　それなりに広そうな室内だが、俺の視界は途中であるものに遮さえぎられていた。

　二人の白衣を着た人物が、驚いた様子でこちらを振り返っていたのだ。

　俺にも見覚えがある人たちだった。

　一人は、俺自身手当てをしてもらったことさえある、プリムヴェール学園の保健医、ナタリー先生で。

　もう一人は、茜の親父さん、野々山博士で間違いないのだろう。

「先程からの警報……、あなたたちだったのね……」

　俺を見てナタリー先生が、呼吸を整えるようにゆっくりと、呟つぶやく。

「あ、茜……。どうしてここに？　姫様たちも。そちらは、ファルバザード三皇女様ですかな？」

　俺たちの方に歩み寄ってきながら、野々山博士は、初め狼ろう狽ばいした表情を見せたにもかかわらず、すぐに大人の対応ってやつに切きり替かえたみたいだ。

　この二人の冷静さを取り戻す――あるいは装よそおっているのだとしても――速さは、かなりのものだと思う。

　そして、野々山博士の視線が、俺とぶつかる。

「やぁ、風かぜ原はら湊くんかい？　日本にいた頃ころ、一、二度会ったことはあったかな？　娘むすめが世話になっているね」

　俺は、答えを返すことができず、睨にらむべきか笑え顔がおを見せるべきかもわからず、ただ突つっ立たっていた。

　しかし、次の瞬間。

　ナタリー先生と野々山博士の肩かた越ごしに、俺は見てしまったのだ。

　ぐったりと、無残に椅い子すに縛しばりつけられた、リアマの姿を……！

「お父さんっ!?　何やってるのよぉっ!?」

　俺の後ろで、茜が鋭するどく叫ぶ。

　おそらく茜も、俺と同じ光景を目にしたのだろう。
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　ビクッと身体を震ふるわせて、野々山博士が俺と茜の心中を察したらしい。

　俺は無言のまま一歩、踏み出す。

「ま、待ちたまえ！　数値を見るかぎり、この人間形態にある邪神の魔法エネルギーは、あらかた吸い尽つくしてしまったところではある。だが、結界を切ってしまうと逃げられたり反はん撃げきを受けたりする危険があるんだ！」

　やはり俺の意図を理解して、野々山博士が俺を制止しようとした。

「このままにしておいても人間ではないのだから、死ぬことはないのよ？」

　開き直るように言ったナタリー先生の言葉が、俺の神経を激しく逆さか撫なでする。

　俺の表情が変わったことに気がついたのだろう。ナタリー先生と野々山博士が怯おびえたように、左右に道を開ける。おかげで、二人を突き飛とばさずに済んだ。

　ビュォォッ！

　赤いオーラの残像を描えがき、

「リアマぁっ！」

　俺は室内中央に拘こう束そくされたリアマへと駆け寄った。

　バチバチバチバチッ！

「ぐぁっ！」

　頭に血が上のぼった俺は、リアマのもとに辿たどり着ついたのはいいが、完全に見落としてしまっていたのだ。

　リアマを捕とらえた椅子の四方には、パラボラアンテナのような形の機械が設置されていて、プラズマのような光線が絶えず発射されていることを。

　見事にその電でん撃げきに捕つかまり、俺は身動きが取れなくなる。

　ちくしょう！　何だこれ!?　痛ってぇし！　こんな辛い思いを、どんだけの間、リアマに味わわせていやがったんだぁっ!?

　俺は悔くやしさと怒りで、涙が込み上げそうになる。

　バチンッ。

　ふっ、と。突とつ如じよ、俺の身体が軽くなり、痛みも消え去る。

　野々山博士が、壁に取り付けられたボタン――おそらく緊きん急きゆう停止用なのだろう――を押したのだった。

　ブチブチブチィッ！

　俺は激情に任せ、リアマを縛っているベルトを素す手でで次々に引き千切る。リアマの手足に取り付けられているチューブも、払はらい除のけた。

　リアマはほとんど意識を失った状態で、俺がそっと抱だき上げようとすると……。

　うっすらと、目を開いた。

「リアマ!?　俺だ、湊だ！　わかるかい？　リアマ！」

「みな……と……？」

　俺のちょっと必死になりすぎかもしれない呼びかけに、リアマが応こたえる。

　俺を視界に捉とらえ、リアマはにこっと、一いつ瞬しゆん微ほほ笑えんだかのように見えた。

　リアマが自力で立ち上がろうとする。

　が、体勢を崩しぺたんと手足を床に突いてしまった。

「リアマ!?　大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

　四よつん這ばいになったリアマの肩かたに手をかけ、顔を覗のぞき込む。

　その表情は、無機物のようだった。

　どろっ。

　俺の目の前で、リアマの赤い髪が、まるで火が点いたロウソクのように、溶とけ始めたのだ。

「熱っ!?」

　リアマの全身が、急速に高温化し、俺は後ずさる。

「みなと……ショウブダ。マッテイルゾ」

　それだけを言い残して。

　すぅっ、と空気の中に溶け込むように、リアマの姿は、消え去ってしまった。

　バタバタバタバタッ。

　そこに、大勢の人間が駆けてくる足音が響く。

　ソフィアもマリーも三皇女も、室内には入ってくることなく、廊下でのスペースを確保し、戦せん闘とうに備えているみたいだ。

　俺は急いでみんなのもとへ向かう。

　お姫様五人が対たい峙じするその相手は、銃じゆうを構えた軍隊のような格好をした厳いかつい男たちと、今一番ホットな話題の人物アシエル・アルカサル、そしてその父親と思おぼしき気難しそうな風ふう貌ぼうの初老の男、おそらく、アベラルド・アルカサルだった。

「やはり、ファルバザード三皇女様方のおかげで、計画が大おお幅はばに狂くるってしまいましたか。突然警報が鳴ったときには何事かと思いましたよ。モニターの画面から、荒こう野やで戦っているはずの皆さんが一いつ瞬しゆんにして掻かき消えるとは……、幻げん影えいの魔法だったのですね。すっかり騙だまされました」

　普段と変わらない余よ裕ゆうある口調で、アシエルが語りかけてきた。

「邪神はたった今、解放されましてよ？」

　こちら側で最初に声を発したのは、意外なことにブリジッタだった。

　ソフィアとマリーは、心中複雑すぎて言葉にできない、そんな様子だ。

「そうですか」

「あら、驚きませんのね。この事態も、初めから織り込み済みですかしら？」

　相手の腹の内を、探り合あうような会話。これはもう、アシエルとブリジッタの独どく壇だん場じようといった様相を呈ていしてきた。

「ファルバザード三皇女様方に、一つお聞きしたい。あなた方が邪神を倒すという行為は、その国自身に邪神を抑おさえる能力がない場合に執しつ行こうされる。そのような理解でよろしいのでしょうか？」

「と仰いますと？」

　アシエルの誘ゆう導どうするような問いに、ブリジッタが警戒感を露あらわにする。

「我がシャルスティア王国が、シャルスティアの邪神を、シャルスティアの力を以もつて制御するのであれば、魔法国家の監視者とはいえ他国の内政に干かん渉しようするのはやめていただきたいのです」

「まぁ、ずいぶんと自信がおありなのですわね。よろしいでしょう、お約束いたしますわ。邪神をシャルスティアの皆みな様さまのお力のみでどうにかできるのであれば、わたくしたち三姉妹は一いつ切さい手を出しませんことよ」

　ブリジッタは断言してしまった。

「げーっ、マジかよ姉貴!?　それじゃあオレたち、なんのために丸一日かけてやって来たんだ!?」

　すかさず、エルッカが異を唱え、

「脳筋……。もう少し空気を読んだらどうだ？」

　アリッサに呆あきれられている。

　そのときだった。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！

　既き視し感かんを伴う、地じ響ひびきと激しい揺れが、研究所を――いやおそらく、シャルスティア本島全土を襲ったのである。

「きゃぁっ!?」

「なんじゃっ!?」

「これは……!?」

　茜と、ソフィアと、マリーが、驚き叫さけぶ。

「始まりますわ」

「来やがったな」

「近き未来が」

　ファルバザード三皇女は、予期していたらしかった。

「長き間、愚ぐ鈍どんなるシャルスティア王家の下で歯は痒がゆい思いをさせられてきた、我が宰相家渾こん身しんの一計、とくと見るがよいわ！　アシエル！」

　宰相が、腹の底から溢あふれ出でるような怨おん念ねんの篭こもった声を吐はく。同時にアシエルに、何かを命じた。

「姫ひめ様さま方、ミナトくん、私は一足先に火口に行っています。私が邪神を倒してしまう前に、追ってきてくださいね」

　アシエルは心得ているらしく、直ちに行動に移るつもりのようだ。

　その瞬しゆん間かん。

　ブォォォッ！

　アシエルが、オーラを発したのである。

　美しい銀色の長ちよう髪はつが逆立つ。アシエルが身につけている諜ちよう報ほう員いん風の黒服が、光に包まれた。

　だが、蛍けい光こう灯とうのような、安っぽい白い光だ。俺の感想は、ちょっと悪意が強すぎるだろうか？

「魔法エネルギーは、電力に変換することもできますが、このように生身の人間が魔法を使えるようにもできるのですよ」

「そのエネルギー、リアマから奪うばったものなのか？」

　得意げに言うアシエルに、俺は腹が立った。

「邪神から抽出したエネルギーで邪神を倒す。理想的ではありませんか？　それではまた！」

　ビュンッ。

　高速で、アシエルは玄関へと去る。

「はわっ!?　アシエル殿っ!?」

　と、とても聞き覚えのある声が、廊下の先で上がる。

　バタバタと、また多くの人間が床を蹴ける音とともに、

「姫様ーっ！　湊殿どのーっ！　ご無事ですかぁーっ!?」

　クリスと雪ゆき花かが、いつもクリスが着ているのと同じ騎き士し装束に身を包つつんだ屈くつ強きようそうな男たちを引き連れて、走ってきたのだった。

　たぶんこの人たちが、クリスはもちろん、もしかして俺も所属していることになっているのかもしれない、シャルスティア騎き士し団だんなんだと思う。肩、胴どう、腕うで、足と身体の半分以上をキラキラと輝かがやく甲かつ冑ちゆうで覆おおっている勇姿だ。

「ソフィア、マリー、俺たちも火口に向かおう！」

　リアマはさっき、俺に待っていると言ったのだ。

　ソフィアとマリーも、俺の目を真っすぐに見て、頷うなずき返してくれる。

「アベラルドよ、そなたの言い分は、後のち程ほどじっくりと聞かせてもらおう」

　ソフィアの言に、

「ふん。邪神を再び捕らえるのが我が息子であったとき、おまえたちシャルスティア王家はその歴史に終しゆう止し符ふを打つことになろうぞ！」

　アシエルの父親は、挑ちよう戦せん的てきな言葉をぶつけてきた。

「宰さい相しよう！　姫様に対してなんたる暴言を！」

　騎士団の中から、非難の声が上がる。

「宰相！　ご命令ください！　銃を持たぬ騎士団ごとき、我々の敵ではありません！」

　逆に、軍隊のような格好の奴やつらからも、好戦的な声が。

「ふざけるな！　銃じゆう弾だんなど我々の鎧よろいが、簡単に弾はじき返すわ！」

　騎士団も、舌ぜつ戦せんに応じる。

　まさに、一いつ触しよく即そく発はつといった雰囲気だ。

「あらあら、宰相派の皆様、わたくしたちの存在をお忘れではなくって？」

　すると、ずずいっと、ブリジッタが身を乗り出したのである。

「何!?　貴様らは、一切手を出さぬのではなかったのか!?」

　宰相が責めるように尋たずねる。

「それは邪神に対してでしてよ？　宰相派の皆様、あなた方がやろうとしているのは、つまるところクーデターなのでしょう？　そのような不正を、わたくしたち魔法国家の監かん視し者、ファルバザード三皇女が見過ごすと思いまして？」

　味方になってくれるのだとわかると、これほど頼もしい者もそうはいない。

　ブリジッタは、正義のヒロインが美お味いしいシーンを全部掻かっ攫さらっていくかのような、それくらいの輝きっぷりだった。

「邪神の問題が解決した後、正当な手続きを踏んで国民に是ぜ非ひを問うがよろしいでしょう。さぁ、ここはわたくしたちに任せて、先にお行きなさい！」

「済まぬ、三皇女殿！　恩に着る！　行くぞ、マリー、ミナト！」

　ブリジッタに礼を言うが早いか、ソフィアが駆け出す。

　俺とマリーは、すぐにそれに続く。

　ブォォォンッ！

　三人とも、赤、青、緑のオーラを全開にして。

　研究所の玄関から、外に出ると――。

　地を蹴って、一気にシャルスティアの青空へと、躍おどり上あがった。







インターミッション４







「さぁ、シャルスティア騎士団の皆様、このファルバザード三姉妹が力をお貸ししましてよ。宰相派の方々を、一いち網もう打だ尽じんにいたしましょう！」

「くっ、そう簡単に制圧されると……！」

　ブリジッタの号令に、宰相派の兵士たちが応戦しようと身構えたそのとき、

「静まれ！　ここで争あらそうても意味はなかろう！」

　宰相アベラルドが、それを制したのである。

「いかがかな、三皇女殿？　これより特別観覧席にて、我が息子が邪神を捕ほ縛ばくする様を、ともに眺ながめてみるというのは」

「ふふ、面おも白しろそうですわね。ただ、あなたが思おもい描いた通りのシナリオになるかどうかは、知りませんけど」

　アベラルドの提案に、ブリジッタが乗る。

「さ、宰相閣下、これはいったいどういうことなのですか!?」

　それまで言葉を発することなく事態を見守っていた野の々の山やま博士が、ついに我が慢まんしきれなくなったという風ふ情ぜいで、詰め寄っていた。

「ん？　何も問題はなかろう？　すべて計画の想定する範はん囲い内ないであろう」

　悪びれもせず、うそぶくアベラルドに、

「そうではありません！　クーデター!?　私はそんな話、一言も聞かされていませんが!?」

　今にも吐きそうなほどに顔色を悪くした野々山が噛かみつく。

「そうで、あったかな？　ふふふ。ふははははっ！　これだから科学者というやつは……。己おのれに関心のない事象がまったく見えておらん。その蒙もう昧まいさは王家の者たちといい勝負よの」

　それをアベラルドは一いつ笑しように付した。

「そんな……、それでは我々の研究は、くだらない権力闘とう争そうのために利用されていたというのか……」

「そんなに悲観なさらずともよろしいのでは？　経けい緯いはどうであれ研究の成果自体は、世界に誇ほこれるものではありませんか」

　うなだれる野々山を、ナタリーが慰なぐさめる。

　ナタリーのどこまでも冷れい徹てつな研究者魂だましいは、ここまでくればむしろ賞賛すべきかもしれない。

　ところが、一いつ般ぱん人じんの目線から、強きよう烈れつなダメ出だしが入ったのである。

「もうっ、お父さんっ！　何やってんのよ、バカぁっ！」

　茜あかねが、父である野々山の正面に歩み出て、叫んだ。

「いや、茜、これは邪神をだね……」

　愛まな娘むすめに頭ごなしに怒ど鳴なられ、反射的に野々山は反論を試みる。

「口答えしない！　女の子を苛いじめてるようにしか見えない時点で、人間として失格でしょうがっ！」

　短たん絡らく的てきだが、手厳しい意見に、野々山は言葉を失う。

「親が間違ったことをしていたら、それを叱しかるのは子の役目なんだから！　素す直なおに叱られなさい！」

　そこに、今度は雪ゆき花かが進み出た。

「茜様、今はそれくらいで。皆様、特別観覧席と仰られる場所に、移動しましょう」

　解放された邪神は、おそらくシェライエ山火口に出現する。そこへ向かったアシエルや、ソフィア、マリー、湊みなとがどうなるのか。こうして廊下に突っ立っていたのでは、それは永遠にわからない。

「うふふふ。解説者席も豪ごう華かで、楽しみですわねぇ」

　意地悪な笑えみを浮うかべつつブリジッタは、たぶん本気で喜んでいるのだった。




　　　　　◇




　研究所の最上階まで、エレベーターでは分断されてしまいこの場合都合が悪いので、階段を使って大人数での移動となった。

　すでに宰相派の武装解除は済んでいる。数分をかけ、巨きよ大だいモニターのある、研究所の最重要機密室へと数十人が向かったのだった。

　そこは、いくつもの機器類が所ところ狭せましと置かれ、あたかも特殊機関の司令室のような雰囲気に包まれていた。実際、そうなのだが。

「研究所の外はどうなっていますかね？」

　クリスが、並んで歩いてきた騎士団の男性に尋ねていた。

「かなりの人数を割さいて来ているからなぁ。宰相派の兵士に抵てい抗こうされていればまだ交戦中かもしれんが……。少なくとも負けることはありえんだろう。静かな様子だし、すでに制圧できているのではないかな？」

　アバウトに、楽観的な答えが返ってくる。

　だが確かに、宰相派による戦せん況きようの逆転は難しい状況なのだろう。

　邪神復活の計画は着々と進めていたものの、シャルスティア騎士団に対たい抗こうし得るだけの兵力を蓄たくわえるなど、武力行使を前提とした準備はできなかった。それが実情である。

　宰相は端から、邪神を捕獲してみせ、宰相の意のままに用いることが可能であると国民に知らしめ、王家から権力の移い譲じようを迫せまる、そういう腹積もりであった。

　そのように扇せん動どうする、自信はあった。いや、今もそれを待っているのだ。邪神さえ、我わがものにできれば、と。

「室内を普ふ段だん通り、私たちに自由に操作させていただけますか？　自じ爆ばく装置とか、そういうのはありませんから」

　ナタリーがブリジッタに請こう。

「どうぞ、よろしくお願いいたしますわ」

　即そく座ざに許可が下り、巨大モニターに映像が映し出された。

　空を飛んで移動するソフィア、マリー、湊を、さらに上空から撮さつ影えいしている。

「人工衛星のカメラです」

　ナタリーが一言、説明を加えた。

「まず、アシエルさんと仰おつしやったかしら？　あの方が、人工的に魔ま法ほうを使えるようになった、その原理を教えていただきたいですわ」

　モニターの画像にはさして興味もなさそうに、ブリジッタは話を進める。

「邪神から抽出した魔法エネルギーを結けつ晶しよう化かし、このような魔ま法ほう制せい御ぎよチップに組み込む方法を、我々が発明しました」

　多少気力を取とり戻もどしたらしい野々山が、腕うで時ど計けいに似た小さな電子機器を指で摘つまんで掲かかげてみせた。

「なんでそんなに賢かしこいのに、倫りん理り観かんが欠けつ如じよしてるのかしら」

　横からチクリと、茜が嫌いや味みを言う。

「……魔法の発動システムも、いくつかは解かい析せき済みでしてね。飛行魔法、エネルギー弾だん、オーラ装そう甲こう――、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオほど完全なものではありませんが、オーラによって全身にそれなりの強度の保ほ護ご膜まくを張る程度のものですな、そういった能力が使用できます」

　めげずに、野々山は説明を続ける。

「制御チップの中に、演算式をプログラムしてありますから。このチップを額、胸、両手の甲こう、両足の甲に装着することで、疑ぎ似じ的てきにその人間は魔ま法ほう使つかいになれるのですわ」

　ナタリーも自分たちの功績を喋しやべりたくてしかたないのだろう。野々山の後をさっと引ひき継つぐ。

「その程度のもので、邪神を抑えられると……？」

　ブリジッタが、蔑さげすむように問うた。

「理論上は、このチップを装着したアシエルくんの魔ま力りよく数値は、十万を超こえています。我々がシミュレーションから導き出した、邪神とほぼ互ご角かくの数値です」

「一時的に邪神の動きを止めることができれば、火口に設置した邪じや神しん捕ほ獲かく用結界維い持じ装置で、簡単に任務完かん了りようとなりますわ」

　野々山もナタリーも、自分たちの計画を馬ば鹿かにされるのが我慢ならないといった口調だ。

「机き上じようの計算で、上う手まくいきますかしら？」

「あなた方がシャルスティアに来なければ、本来ならミナトくんに協力してもらい、より確実に邪神を捕らえることが可能でした。その邪じや魔まをしたあなた方に、言われたくありませんわ！」

　度たび重かさなるブリジッタの挑ちよう発はつ的てきな物言いに、ナタリーが声を荒あらげる。

「湊も騙して利用するつもりだったんですねっ!?」

　茜が素す早ばやく反応し、非難する。

　クリスと雪花も、同様の視線をナタリーに送るのだった。

「現在のシェライエ山火口付近の映像を見せていただけますか？」

　と、今度は、ここまでずっと沈ちん黙もくを守っていた雪花が、そんな要よう請せいをした。

　ナタリーは無言で、手元のキーボードをカタカタと叩たたく。

　パッと、巨大モニターの画面が切り替わった。

　このカメラは、おそらく邪神捕獲用結界維持装置か、魔法エネルギー変へん換かん装置と呼ばれる機械に設置されているのだろう。

　火口の縁ふちの、少し上方からの視点は、実に絶景である。

　だが、そんなカメラの画像は、小刻みに震しん動どうしていた。日本でなら、テレビ画面に震しん度ど三とか表示されるくらいの揺れ。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……。

　こちらには、集音マイクも付いているのだろう。先程、研究所内でも体感できたあの地鳴りが、火口ではずっと続いているらしい。

　ゴボッ。

　ドドォーーーンッ！

　赤いペンキが上空にぶちまけられるような光景が、モニターの一部に捉えられた。火口内部から、マグマが小規模に噴ふん火かしているのだった。

「シェライエ山火口内、十万前後の魔力が急速に凝ぎよう縮しゆくしつつあります！」

　ナタリーとも野々山とも異なる、大集団がこの部屋に入ってくる前、初めから室内にいた研究者の一人が、声を上げる。

「いよいよ、邪神が真の姿を現すのか……」

　野々山が、無意識にごくりと喉のどを鳴らした。

「その、邪神についてなのですが……。私から、皆様にご説明したいことがあります」

　雪花にしては非常に珍めずらしい、広い室内の隅すみにまで届く、はっきりとした声だった。

「まぁ、何ですの？」

　ブリジッタを筆頭に、全員が一斉に雪花を見る。

「私はこの数日、古代シャルスティア魔法文明博物館に収められている古文書に、相当数目を通しました」

　雪花において、その言葉はただの自じ慢まんで終わるはずがない。

「元来シャルスティア王国には、邪神という存在についての記述がほとんど残されていないのですが……。古代シャルスティア魔法文明博物館には、何冊か邪神のことを記した書物がありました」

　雪花の透すき通とおるような心ここ地ちよい声が、部屋の中を満たしていく。

「やはりそこに書かれていた内容は、『邪神は空と海の女め神がみと対立し、火山神によってシェライエ山火口より地中深くへと封ふうじられた』というもの。これが定説となっています」

　雪花はそこで、いったん言葉を切った。

「ですが、それだけなのです。シャルスティアの邪神が行ったとされることは『対立し』『封じられた』、たったそれだけ。世界中の様々な神話における邪神の行いというのは、どのようなものでしょうか？」

　雪花は聴ちよう衆しゆうに問いかける。

「善なる神族を殺したり、人間を苦しめたり、疫えき病びようや災害を引き起こしたり。そのような神が本来、邪神と呼ばれるはずです」

「つまり、あんた、シャルスティアの邪神は邪神じゃないって、そう言いたいわけか？」

　エルッカが、じれったそうに聞き返した。

　雪花は小さく頷くも、さらに話を続ける。

「シャルスティア神話には基本、空の女神、海の女神、火山神、この三神しか出てきません。しかし、この文ぶん献けんには、もうひとりの神が登場しています」

　そう言って雪花が懐ふところから取り出したのは、小こぎ汚たなく薄っぺらい紙の束だった。

「それは、火山神の姉です。火山神は、姉と弟の二神だというのです。姉は弟を溺でき愛あいしていました。ところが弟はいつしか、空と海の女神と三人で恋こい仲なかになってしまった。ひとり取り残されてしまった姉は嫉しつ妬とに狂い、弟と大おお喧げん嘩かをしてしまいます。そして最後は泣く泣く、シェライエ山へと帰って行ったのだ、と」

　雪花の演説は、ついに大おお詰づめを迎むかえる。

「装そう丁ていもみすぼらしく、これを読んだ研究者には、この本は後世に誰だれかがいたずらで作ったと思われたのかもしれません。ですが、私はこの本が真実だと思います。シャルスティアにおいて、邪神と言われていた神は、せいぜい嫉妬神と呼ばれるのが相応しいのではないでしょうか」

　室内にいる誰もが、何も言えなかった。

　雪花よりもシャルスティア神話に精通していると思える者が、一人もいなかったがゆえに。

　その静せい寂じやくを破って、

「まぁ……、まぁっ！　素す晴ばらしい解かい釈しやくですわ！　あなた、ファルバザードの神話研究員として、働いてみる気はなくって？」

　ブリジッタがヘッドハンティングを仕し掛かける。

「ですが姉様、我々がシャルスティアに来た理由は、世界に災さい厄やくをもたらす邪じや神しんが復活する、と我がファルバザードの予言に出たせいだったのではありませんか？」

　アリッサが、腑ふに落ちないといった表情で、問う。

「それは人ひと違ちがい……、いえ、神違いなのではありませんか？」

　雪花がさらっと返した。

「世界に災厄をもたらす邪神が復活するのは事実。シャルスティアにおいて、邪神とされていた神が復活したのも事実。しかしこの二つがイコールではない、ということですのね」

「結局、オレたちがシャルスティアに来たのはとんだ無む駄だ足あしで、本当の邪神の問題は何一つ解決してねーって、そういうオチか!?」

　ブリジッタは冷静に、エルッカは呆れた様子で、感想を述べる。

「アシエルくんが、シェライエ山に到とう着ちやくしましたわ！」

　ナタリーが声を上げる。

　巨大モニターに、火口の縁に降り立つアシエルの姿が映し出された。

「じゃ……、邪神の魔力数値が十万を超え、まだ上じよう昇しようを続けていますっ！　十二万、十三万……、最終的な予想数値は、二十万前後！」

　また別の科学者が叫んだ。

　計画の前提が、次々に、すべて崩壊していく。

　宰相アベラルドはただただ目を見開き、茫ぼう然ぜんとするほかなかった。







第五章　邪神VS紅の騎士







　シェライエ山の頂上、火口が見えてきた。

　俺とソフィアとマリーは、全速で飛行中だ。今日はなんというか、やたらと飛び回る一日である。

　ソフィアもマリーも、けっこう疲つかれているんじゃないだろうか？　飛行の魔法は、魔力の消費が高いって言ってたしな。

　だが、一方の俺はといえば、シェライエ山に近付くほどに、疲ひ労ろうが回復していくのを感じていた。この土地は俺と、いや、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスと、相あい性しようが抜ばつ群ぐんであるらしい。

　アシエルに追いつけないまま、邪神――リアマとの戦いが始まってしまうのではないかと心配していたが、どうやら間に合ったようだ。

　火口からは、多少の噴ふん煙えんと赤いマグマの飛沫しぶきが見える。それでもまだ、超ちよう常じよう現象と言えるほどの事態には、至っていないみたいだ。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……。

　地響きは、ずっと続いている。

　震しん源げんに近付いてきたためか、音はさらに大きくなる。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴォォォッ！

　異変は、いきなり来た。

　火口の底から何かが、激しく盛り上がってきたのだ。

　赤黒い溶よう岩がんの塊かたまり。デカい。シェライエ山の火口自体がさらにデカいので感覚が狂うが、ビル一個分くらいはある。

　どろりと、その巨大な溶岩が、ある形を造り始める。

　腕が伸のび、頭部のようなものができ……、人間の上半身のような姿が現れつつあった。

　その頭部から、長い髪かみのようなものが、どろどろと流れている。どう見ても不気味な光景であるのに……、俺にはリアマを連想させるのだ。

　アシエルは本気で、あれと戦って、あれを捕らえるつもりでいるのか？

　野の々の山やま博士たちが開発した科学の力によって、人工的に魔法を使えるようになったというアシエルだが。

　どう贔屓ひいき目めに見ても、さっきのアシエルが放っていたオーラ程度で、神という存在を倒せるとは、俺には到とう底てい思えない。

　あれと互角にやり合うには、ファルバザード三皇女や、俺とソフィアとマリーの三人がかりとか、最低でもそれくらいの戦力が必要なのではないか。

　なぜ、普段は相当思し慮りよ深ぶかい性格であるはずのアシエルが、こんな無む謀ぼうとしか思えない作戦を、実行しようとしているのだろう。

「父上！　その目でしかとご覧ください！」

　アシエルが声を張り上げ、再び宙に舞まった。

　おいおい、こんなところで叫んでも、父上まで届かないだろ？　と一瞬、思ったのだが。そういえば三皇女たちが、俺たちはずっとこれまで監視されてきていた、みたいなことを言っていたっけ。

　この火口周辺にも、隠かくしカメラとかマイクとかが、用よう意い周しゆう到とうに仕込まれていたりするんだろう。たぶんあの、大きなパラボラアンテナみたいな機械にでも、取り付けられているのかなぁ。

　などと俺が呑気な考えに耽ふけってしまっていた一方で、

「待つのだ、アシエル！　私たちが行くまで、攻こう撃げきを仕掛けてはならぬっ！」

　ソフィアが危機感に満ちた警告をアシエルへと投げる。

　俺たちとアシエルとの距きよ離りは、現在約五十メートル。もちろん、そう言っている間にも、刻一刻と縮まっているわけだが……、すぐには到とう達たつできない。

　バシュゥッ！

　ソフィアの親切心を無視して、アシエルが前方に両りよう腕うでを突き出し、エネルギー弾を放った。

　ボゴッ！

　溶岩の塊である邪神の皮ひ膚ふに命中したものの、微び妙みような音を立て、軽く岩の破は片へんやマグマが飛び散る。

　まぁ、おおかた予想通りのダメージだと思う。それでも、アシエルは特に悲観もしていないようだ。

　アシエルは飛行しつつも高度を落とし、邪神の顔の辺りを掠かすめるように横切った。

「馬ば鹿か者もの！　なぜそんな危険な動きを!?」

　ソフィアがさらに叫ぶ。

　マリーも、不安げに、もしかしたら泣いてしまうんじゃないかっていう表情で、アシエルを見つめている。

　そうなのだ。おそらく本当に幼い頃からの知り合いである二人はもちろんのこと、まだ出会って数すうヶか月げつの俺でさえ、アシエルはずっと仲間だと思っていた。

　それを今日突とつ然ぜん、俺たちはアシエルに騙されていました、と教えられたところで……。

　簡単に、憎にくめるはずもない。

「グォガァァァッ！」

　岩石が軋きしむような咆ほう哮こうを、邪神が上げた。

　ブゥゥゥンッ、ズドゥゥゥンッ！

　邪神の溶岩の腕が、火口内部の斜しや面めんを叩く。

　激しく揺れ、バラバラと岩が剥がれ落おちる。

　空中で大きくカーブを描くアシエル。

　釣つられて、向きを変える邪神。

　アシエルは、わざと手の届く範はん囲いまで接近して、邪神を誘導しようとしているらしかった。

　ズズズ、ズズッ……。

　邪神の下半身は、かなりドロドロの不定形で、本来のマグマそのものといった感じだ。火口の底にできたいくつもの裂さけ目めから、溢れ出してきているマグマと一体化しているように見える。

　そんな、移動速度のやや鈍にぶい邪神をからかうように、アシエルは上下左右を何度も往復しながら、火口の中心へと誘おびき寄よせていた。

　そして、ついに――、俺たちから見ても、そこがベストポジションだとわかる位置。

「今です！　装置を作動させてください！」

　おそらく遠えん隔かく操作できるのだろう、魔法エネルギー開発研究所に向かって、アシエルが大声で指示を出す。

　バシバシバシバシバシバシバシッ！

　邪神捕獲用結界維持装置とかいうやつが、超ちようスケールで、四方から火口一面にプラズマを迸ほとばしらせたのだ。

　テレビ中ちゆう継けいされるような大きな花火大会のナイアガラとか、あとはハリウッド映画くらいでしかお目にかかれないような光景。

　いや、そんな生なま温ぬるいものじゃない。俺たちだって、かなり近くまで来ていたのだから。

「うおぁぁっ!?」

　と、思わずぶったまげてしまっても、しかたがないだろう。

「ガガッ……ゴォォッ！」

　ビルほどもある邪神の全身にプラズマが集中し、光の筋がいくつも纏まとわりつくように走り、最さい新しん鋭えいのイルミネーションのような幻げん想そう的てきな輝きを放つ。

　これで邪神が完全に活動を停止し、この世紀の大捕り物が終しゆう了りようとなっていれば、アシエルたちの計画は大成功であったのだろう。

　だが、現実は甘あまくはなかった。

　それまでどろりとした溶岩の、のっぺらぼうのようだった邪神の頭部に、ぎろりと目が開いたのである。

　赤い宝石のような、見た者の身が凍こおるような、無機質な双そう眸ぼう。

　ビッ、ビュッ。

　邪神の両腕の先から、何かが吐き出された。

　赤い吐としゃ物ぶつのような、溶岩の塊。

　ベシャァァッ、ボンッ、ボボンッ！

　標的となったのは当然、邪神捕獲用結界維持装置と魔法エネルギー変換装置。どちらがどちらなのか、俺には見分けがつかないのではあるが。

　パラボラアンテナのような機械たちは、溶岩をたっぷりと浴びせられ、次々と炎えん上じようし、溶け、爆ばく発はつした。

「グォァァァァァーーーーーッ！」

　怒いかり狂ったかのように、邪神が吼ほえる。

　その赤い両眼は、アシエルを捉えていた。

　ブォーーーンッ。

　巨きよ体たいであるがゆえに、ややスローモーな動きで、邪神は両腕をまたもアシエルに伸ばす。

　その単純な軌き道どうを見み越こして、アシエルが避さける。

　――はずだった。

　ビュバァッ！

　逃にげ切ったと思ったその腕の先から、溶岩が放たれる。

　アシエルは敵の射程距離の予測を、完全に見誤ってしまっていた。頭上から、天てん井じようが落ちてくるくらいの広さで、溶岩がアシエルに降りかかる。

「アシエル！　オーラで防げーっ！」

　かわし切るのは、不可能。

　ジュォォォォォッ！

　あと一歩、及およばない。アシエルの半身が、溶岩に呑のまれた。

「おおおおおおおっ！」

　俺の口から、無む駄だな叫びが発せられる。

　ギュンッッッ！

　俺だけでなく、ソフィアも、マリーも、同時にアシエルへと全速力で飛んだ。

　落下していくアシエルを、がしっと空中で抱き止とめ、俺は火口の縁へと降りる。

　意識を失いかけているアシエルを、素早く地面に寝ねかせる。

　アシエルの右みぎ腕うでが……、真っ黒に、ほぼ完全に炭化していた。

「やはり、ダメでしたか……」

　息も絶え絶えに、皮肉っぽい弱々しい笑みを、アシエルが浮かべる。

「喋るでない、アシエル！」

「ミナトさん、下がってください！」

　ソフィアとマリーが、俺とアシエルそれぞれに指示する。

「深く　深く　透き通り　海底に流るる　慈じ悲ひ溢あふるる　我らが母　女神の血潮よ　息い吹ぶきよ　我が祈いのり　生命の賛歌を聴きき届け給たまえ　乳海抱アムリフアル擁慈癒・レミナス！」

　マリーが俺を離はなれさせたのは、治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけるため。

　もう何度も見る、光る水の球体が弾け、アシエルに降り注いだ。

「こ、これを治せるのかっ!?」

　とはいえ、目の前のアシエルが受けたこの負傷は、これまでのものより格段に重い。血の気が引く思いでいた俺は、正直驚おどろきのあまりマリーを振ふり返かえる。

「もちろんです！　私を誰だと思っているんですか？　癒いやしと護まもりを司つかさどる、海の女神の加護を受けた、シャルスティアの王女ですよ？」

　責任感と自信に満ちた表情。

　その後光が射さすほどに眩まばゆいマリーの美しさに、俺はしばし見み惚とれてしまった。

　ぴくりと、アシエルの身体が微かすかに動く。

　アシエルはゆっくりと目を開いた。死の淵から生せい還かんしたことに、自分自身、信じられないといった様子が窺うかがえる。

「私を……助けてくださるのですか？」

　アシエルが、ソフィアとマリーを交こう互ごに見比べた。

　アシエルの右腕は、しっかりと元の形と生き生きとした肌はだ色いろを取り戻していた。

「そなたらの罪状も、まだ決まっておらぬゆえなっ」

　天邪鬼あまのじやくなソフィアは、さっきあれだけ心配していたのにそれを知られるのが恥はずかしいのか、わざわざ厳しい口調を取り繕つくろう。

「馬鹿野郎っ！　なんで、こんな無謀な戦いを挑いどむんだよ!?　死んじまったら、計画も糞くそもないだろっ!?」

　俺も気がつけば、無事を喜びながらアシエルを罵ののしっていた。

「私一人の野望なら、諦あきらめるのも楽なのですがね……」

　アシエルのどこか達観したような物言いに、アシエルの他人には見せぬ葛かつ藤とうがあるのだろうか、なんて連想してしまう。

「自分で無理だと思っているなら、周りにもそう言えばよかったじゃないかっ！」

　ソフィアもマリーも、俺と同じ思いなのだろう。

　俺たち三人に、きっと睨にらむように、それでいて慰められるように見つめられ、アシエルはバツが悪そうに視線を逸そらした。

「親子のしがらみというものもあるんですよ、ミナトくん」

　ぽつりと、アシエルの口から珍しく本音らしい言葉がこぼれた。

「私が直接何かを言っても、父上の心には届かないものでしてね。それに、父上が溜ため込んできた無念も、決して理解できなくはないのです」

　なんだか、苦労が滲にじむ話を聞かされてしまった。アシエルも、けっこう大変なんだなぁ。

　そう言われると、俺も自分に置きかえてみると、あのアホ親おや父じと意見が食くい違ったとして、説得できる気がまるでしない。そもそも聞き分けのいい親父だったら、俺はシャルスティアに来ていないだろう。

　茜あかねの親父さんなんかは、気き迫はくで負けて簡単に娘に叱り飛とばされそうなイメージなんだけどな。羨うらやましい……。







[image: ]







「それに、私自身……、魔法に憧あこがれていたんですよ」

　そんな子供っぽい、とアシエルを笑うことはできないだろう。

　この一件は、魔法ってものに対する人々の羨せん望ぼうがもたらした、そういうふうにも言えるんだと思う。

　権利を持つ者には、責任が伴ともなう。魔法を手にしてしまった俺は、俺にできることをやるしかないのだ。

「遍あまねく　広く　永久に包み抱きたる　我らが母　女神の腕よ　水面　泡ほう沫まつ　幽けき天鵞絨びろーど溢あふれ　満たし　吾あ子こを護り給え　水煙伽スパシバル藍漿膜・ラーユエ！」

　マリーが、また別の呪じゆ文もんを唱える。

「一応防ぼう御ぎよの魔法をかけておきましたから、アシエル。急いで山を下って、できるだけこの場から離れてください」

　アシエルの身体を、透とう明めいなゼリー状の膜まくが包んでいた。

「姫様方、ミナトくん、邪神と戦うのですか……？」

　アシエルが、やや今さら感のある問いを寄こす。

「戦わずに済むなら、それに越こしたことはないがのぅ」

　ソフィアが、ちらりと邪神を横目で眺めながら、答えた。

　その、問題の邪神はというと……。

　ぶっちゃけ、アシエルの手当てをしている間に、俺たちを攻撃することもできただろうに。

　なぜか邪神は、ぼーっと突っ立ったまま、空と海の境界――遥はるか水平線の彼方かなたを見つめているのだった。

　無機質な相そう貌ぼうからは、感情を読み取ることはできないものの、邪神はどこか淋さびしげに見える。

　やっぱり、あれはリアマなのだろうか……？

「わかりました。私がここにいても邪魔になるだけですしね。こんなことを言える立場ではありませんが、皆みなさん、どうかご無事で」

　そう言うと、アシエルは直ちに踵きびすを返し、足早にシェライエ山の斜面を下り始めた。

　さて、ここから第二試合と、なるのかどうか。

　あのマグマでできた巨大な怪かい物ぶつが本当にリアマだというなら、ソフィアも言ったように、できれば戦いたくない。

　しかし、研究所で消える寸前に、リアマは確かに「ショウブダ」と俺に宣言したのも、また事実。だとしたら、リアマの目的は俺との対戦ということになる。

　アシエルに止めを刺ささず、今も敗走を許しているのは、邪神にとって初めから眼中にない相手だからというわけだ。

　それでもとにかく、まずは語りかけてみて、あれが間ま違ちがいなくリアマであるのかどうかを、俺たちの言葉が通じるのかどうかを、対話によって解決する道がないのかを探さぐってみたい。

「じゃあ、行ってみるかっ！」

　俺は飛び上がり、さっきアシエルがやったように、邪神へとギリギリまで接近する。

「リアマ！　聞こえるか!?　俺だ、湊みなとだっ！　結けつ婚こんしてくれっ！　……じゃなかった、こんなの、やめにしないか!?」

　ちょっぴり心温まるギャグまで絡からめて、俺はこちらに敵意のないことを精いっぱい表現してみせた。

　邪神と目が合う。

　赤い宝石のような二つの瞳ひとみ。そこには、俺の姿が映っている。

　ブンッ、ドスゥゥゥンッ！

　でも、そんなの関係なかった。

　邪神の重い一いち撃げきが、火口の底の岩がん盤ばんに、突き立てられる。

「どわぁぁぁぁぁっ!?」

　紙かみ一ひと重えでかわしたものの、俺は肝きもを冷やす。

「ええい、ミナトよ！　真ま面じ目めにやらぬかぁっ！」

「そうですよ、ミナトさん！　結婚なんて軽々しく言わないでくださいっ！」

　ソフィアとマリーにまで、ダメ出しをされてしまった。

　しかも、マリーに対しては、あれ？　怒おこられるとこって、そこなの？　という気分だ。

　そして一つ、わかったことがある。

　これはもう、お姫様を守る騎士の戦い、とかそういうのではない。

　やらせはせん、やらせはせんぞーっ！　みたいな、人間対モビルスーツ的な？　こういう無む茶ちやなマッチメイクって、よくないんじゃないかな。

　はっきり言って俺の管かん轄かつ外。特とく撮さつ怪かい獣じゆう映画のレベルじゃん。

　トゥルルルルル、トゥルルルルル。あ、もしもし？　火山で邪神が暴れてるんですけど。へい、お待ち！　地球防衛軍一丁！　って感じでお願いしたいところだ。いやマジで。

　俺の現実逃とう避ひが、有う頂ちよう天てんに達しようとした、そのとき――。

　ビュォォンッ！

「ミナト！」

「ミナトさん！」

　ソフィアとマリーの叫びで、我に返る。

　特急が駅を通過するのを、ホームから落ちそうになってるところから、ダッシュで避けるのに近い。

　良い子は、っていうか、みんな絶対に真ま似ねしないでほしい、そんなタイミング。

　とにかく邪神のパンチは空を切り、俺はなんとか飛び退すさった。

　風圧だけで、ちょっと身体が押おされる感覚なのだが。

　邪神が手加減してくれるつもりはないようだということは、はっきりした。俺は額から落ちる汗あせを拭ぬぐい、気を引き締しめる。

　とりあえず、俺にある武器は、この長ちよう剣けんのみ。

　俺は剣けんを抜ぬき、両手でしっかりと持ち、斬りかかってみようと思う。

　けど、相手は桁けた外はずれにデカい、しかも材質が溶岩の化け物だ。

　ではあるが、これは魔力を有する者同士の魔ま法ほう戦せん闘とう。真しん紅くのオーラを剣に乗せて斬り込めば、もしかしたらダメージを与あたえられるかもしれない。

「でやぁぁぁぁぁっ！」

　速さでは、圧あつ倒とう的てきに勝っているのだ。

　当たるのは、確実、だが。

　バシバシバシバシッ！

　手て応ごたえが、まったく未体験のものだった。

　邪神も、表面にオーラを発していたのだ。

　それも、俺とまったく同質のオーラを。

　邪神のオーラに触ふれた途と端たん、俺の剣けん先さきから伸びるオーラが激しく反応して迸り、威い力りよくを消されてしまった。

　邪神が、シェライエ山をホームグラウンドにしているせいなのか!?　邪神が、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスと同じ性質って、おかしいだろっ!?

　とクレームを入れたくなる一方で、妙みように納なつ得とくする自分がいることに、気付く。

　昨日、古代シャルスティア魔法文明博物館で初めてリアマに会ったときに、なぜか懐かしく感じた理由が、これと関係があったりするんだろうか……？

　そんなふうに考えつつも、俺はいったん退いて間合いを保ち、次の攻撃に移る。

　たぶんこれも効かないのではないか、と薄うす々うす予想しつつ。

「冥道に木こ霊だませよ　鬨ときの鐘かね　緋ひの軛くびき　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン！」

　俺の身体から、真紅のオーラが炎ほのおの槍のように伸び、邪神を突つき刺す。

　ドゴォッ……シュォォォォォォーーーーーーッ！

　正面から直ちよく撃げき――したはずなのに、俺の最高出力であるオーラの一撃は邪神にぶつかったその刹せつ那な、霧む散さん、いや、吸収されてしまったようにも見えた。

　これでは……、打つ手が、ない。

　俺が空中で、茫然と立たち竦すくんだ、直後。

　パクンッ、バッシュゥゥゥゥゥゥーーーーーーーーーーッ！

　邪神の、今まで目しか存在していなかった顔に、赤々と光る内部が覗き込める大きな口が、ぱっくりと開いたかと思うと。

　一いつ瞬しゆんの、紅あかい閃せん光こうが、シャルスティアの青い空を焦こがした。

　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデンの何倍もの太さとエネルギー量。

　避けた。俺は自分でも生きていることが信じられないくらい無む我が夢む中ちゆうで、そのハイメガ粒りゆう子し砲ほうか波動砲ほうかというくらい苛か烈れつな反はん撃げきを、どうにか回かい避ひしていたのだった。

「ミナトよっ!?　それはっ、それはもう吐はかせてはならんぞっ!?」

　圧倒的なパワーを見せつけられ、ソフィアも相当動転しているのだろう。

　俺にどうこうできるのかどうか怪あやしいレベルの注文をつけてくる。

「ミナトさんっ！　向きに気をつけてください！　街を背にして戦わないでっ！」

　さらにマリーまでもが、俺を心配するのではなく、国家規模での恐きよう怖ふが先立っている状態だ。

　確かに今の一発は、俺が邪神の頭上に浮いていたおかげで、斜ななめ上うえに向けて放たれ空の果てへと飛んで行ったから、奇き跡せき的てきに被ひ害がいはなかった。

　だが、これがもし地表に向けて放たれたのだとしたら、どのような破は壊かいが起こるのか、すぐには想像できない。

　要するに、飛び道具を撃うたせない戦い方をしなければならないってことか。

　となると、接近戦か？　邪神が再び口を開こうとする動きに細心の注意を払はらいつつ、邪神の腕うでが俺に届く範囲でやれって？

　けど、俺の攻撃方法は、相性的に詰つんでいる。

　火山神顕現騎士ヴオルカエクエスである俺は、火の属性ってことになるんだと思うが、なぜかあの邪神も同じ、火の属性なのだ。

　しかも邪神は、どうやら俺のオーラを吸収できるっぽいし。

　俺はつまり、邪神に近付いたうえで、逃げ回まわるしか選せん択たく肢しがない……。それってどんな無理ゲー!?　人生という名の、ベリーハードモード!?

「な、なぁ、俺が囮おとりになっている間に、ソフィアとマリーの魔法で邪神を攻撃するっていう作戦はないのか!?」

　空と海、風と水という属性的に、おそらくソフィアとマリーの方が邪神にダメージを与える手段を持っているように思われる。

　防御が専門のマリーだって、攻こう撃げき魔ま法ほうなんか持ってなくても、そう、たとえば……。

「マリー！　邪神の真上から大量の海水を召しよう喚かんして、延々とかけ続けるってのはどうかな？　溶岩を水で固めてしまうってのは！」

　我ながら、すごい名案を思いついた気がして、俺は嬉き々きとして尋ねてみる。

「そうですね……。一時的には、それで邪神の動きを止められるかもしれませんが、水が尽つきたら復活するでしょうし……。申し訳ないのですが、無限に海水を召喚し続けるだけの魔力は、私にはありません」

　近くを飛びながら、マリーはしゅんとして言葉を返した。

　あらら。けど、俺はまだめげない！

「だったら、そうやって水をかけている間に、ソフィアのかまいたち的な魔法で、切り刻んでみるとか？」

「ふむ、人間大か、せめて三メートルくらいの標的であれば、十分に真っ二つにしてやれるとは思うのだがな……。岩の性質も持った五十メートルはありそうな怪物に、果たして効くかどうか」

　ソフィアも、いつになく弱気な回答を寄こす。

「え～？　そんな二人とも、やる前からずいぶん消極的なんじゃないですか？」

　いつもの二人なら、もっと自分から進んで手を貸してくれるはずなのに。奇き妙みような違い和わ感かんを俺は覚える。

「う、む。それがのぅ、私たちシャルスティア王女は、なぜかシェライエ山の頂上まで来ると原因がよくわからぬプレッシャーを感じてしまってな」

「今この戦いも、私たちが立ち入ってはならないような、そんな気がしてならないんです」

　ソフィアとマリーは、なんというか精神論的な不調を訴うつたえている、のだろうか？

　いや、でも、そういえば。クリスと雪ゆき花かが俺に話してくれていたじゃないか。『シェライエ山火口内部にある火山神の神しん殿でんに、空と海の女神の加護を受けた王女は近付くことができない』って。

　神々の力を憑ひよう依いさせて発動するタイプであるシャルスティアの魔法は、術者にどうやらそういった制約を与えるらしい。

　反対に、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスである俺は、シェライエ山では最高のパフォーマンスを発揮できるっぽいんだよな。

「だがな、ミナトよ。そなたをサポートする分には、私たちの力はこの場でも役に立てると思うのだ」

「そうですね。私とソフィアの魔力を、何らかの方法でミナトさんにお渡わたしできればと、そう思います」

　ソフィアとマリーの言葉は、正直心強い。

　俺一人では、途と方ほうに暮れてしまいそうなこの状じよう況きようも、二人がいてくれたらきっと打開できる。そんな勇気が、湧わいてくるのだ。

　邪神などという強大な相手を迎えて、俺たちはどうやら戦い方の発想を根本から変えなければならないのだろう。

　邪神の魔力は、ほぼ無限。対する、俺たち人間の魔力は有限。

　ただ、魔力の出力は、一瞬だけなら、三人で力を合わせれば、邪神を上回れるかもしれない。

　問題は、三人の魔力をどうやって一つにまとめるかだ。

　という俺たちの作戦タイムは、少々長すぎたらしい。

「グォォォォーーーッ！」

　痺しびれを切らしたように、邪神が咆哮し、かぱぁっと内部に溶岩たぎる口を再び開こうとする。

　あの砲ほう撃げきをされるのはマズい。

　俺はそう判断し、さっき出したとりあえずの結論、接近戦を試みることにする。

　俺が邪神を引きつけている間に、ソフィアとマリーが名案を思いついてくれれば……！

　ギュンッ。

　全速力で、邪神へと飛び込む。

　俺の特とつ攻こうする姿を認め、邪神が迎げい撃げき態勢に移った。

　口を閉じ、代わりに両腕を引き絞しぼり始める。

　ブゥゥンッ！

　唸うなる邪神の左フックを俺は軽々とかわす。

　だが、それが牽けん制せいであることはお互たがい了りよう解かい済みだ。

　シュゴォォッ！

　邪じや神しん渾こん身しんの右ストレートが繰くり出される。

　避けられない位置に追い込まれている俺は、望むところだとばかりに真っ向から勝負を挑むことにした。

　ガッシィィィッ！

　俺は、拳こぶしだけで幅はばが一メートルはありそうな邪神のパンチを、全身で正面から受け止めてみせたのである。

　聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオを身につけていれば、これくらいの芸当は可能なのだ。

　邪神の赤い瞳と、目が合う。

　その瞳からは、何の感情も読み取れないように思われたが、俺は勝手に邪神の胸の内を想像してしまう。

　リアマは、俺の力を試ためしたくて、俺をここに呼んだのではないか。そんな気が、ずっとしていた。

　どうかな、リアマ？　互角の戦いを演じ、俺は好敵手として認めてもらえただろうか。

　ところが。

　パクンッ。

　邪神の口が開いたのだ。

　俺は現在、邪神に見下ろされているポジションで、火口のかなり底すれすれに浮いている。

　こんな状態で、あれを撃つつもりなのか!?

　俺は戦せん慄りつするとともに、たとえ邪神であれ心を通わせることができるのではないか、などと考えた自分を呪のろわざるをえない。

　悲しいけどこれ、ガチバトルなのよね。

　後退したのでは射程から逃のがれられない。

　俺は逆に、足のない邪神が這はって動き上半身を支えているその根のような部分へと、前進した。

　俺はほとんど、邪神の真下に滑すべり込む。

　こんなに標的が至近距離にいるのに、あんなドデカいレーザーみたいなのをぶっ放したら、自分だってただでは済まないはず。

　にもかかわらず。

　邪神は躊躇ためらいもせず――もしかすると単に止めるのが間に合わなかっただけかもしれないが――その莫ばく大だいなマグマのオーラの塊を吐き出したのである。

　火山火口直下の岩盤に向けて。

　バッッッシュゥゥゥゥゥゥゥーーーーーーーーッ！

　俺は、マグマオーラ砲をすり抜けて、邪神の身体すれすれから直角反転急きゆう上じよう昇しよう。

　一気に火口の外へと飛び上がる。

「ソフィア！　マリー！　火口から離れろーーーっ!!」

　俺は、火口の縁上空から覗のぞき込むようにしていた姫ひめ様さま二人を、押し倒たおすぐらいの勢いで両手を広げ追いやる。

　やばい。やばい。やばい。

　本能的な恐怖が、ビリビリと俺の皮膚を駆かけ巡めぐる。

　ズッッッドンッッッ！

　例えるなら、直径十メートルの鉄球を巨きよ人じんが力いっぱい叩きつけたような音と衝しよう撃げきが起こった。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……。

　シェライエ山全体が震ふるえ、地の底からとてつもない何かが駆け上あがってくる。

　ッッッドォォォォッォオォッォォッォォオッォォーーーーーーーンッ!!

　粉ふん塵じんを巻き上げ、黒こく煙えん、白はく煙えん、赤いマグマの柱が天へと昇のぼる。

　火か砕さい流りゆう、火か山ざん弾だん、火山岩塊、何と呼べば正しいのかよくわからない物たちが、空中にいる俺の周囲に噴ふき上げ、散らばっていた。

　火山であるシェライエ山が、噴火したのだった。

「やって、しもうたか……！」

　絞り出すようなソフィアの呟つぶやきが、すべてだった。

　人間に成し得るスケールを凌りよう駕がした邪神の一撃は、いとも容た易やすく自然災害を引き起こしてしまったのだ。

「ゴガァッ……、ヴゴォォォーーーッ！」

　マグマが溢あふれ濛もう々もうと噴煙が立ち込める火口内部で、邪神は水を得た魚のように活いき活きと雄お叫たけびを上げる。

　虚きよ脱だつ感が襲おそう。

　神こう々ごうしくさえある、地じ獄ごく絵図のような光景。

　もう俺の――、人間の手に負えるレベルじゃあない。

　とはいえ、このまま茫然としているだけでは、シャルスティア本島自体が焦しよう土どと化してしまうかもしれない。

「偉い大だいなる自然の力、といったところか……。まことに、神と呼ぶに相応ふさわしいのぅ……」

　ソフィアもあまりの出来事に、恐怖するよりもむしろ見惚れてしまっている。

「ソフィアったら、そんな悠ゆう長ちような……、シャルスティア本島が、マグマで焼き尽くされてしまうかもしれないんですよ!?」

　マリーが珍しく、ソフィアを窘たしなめる側に回った、そのとき――。

　ブゥゥゥゥンッ……！

「「あ……あぁ……」」

　突然、ソフィアとマリーが発する青と緑のオーラが激しく輝かがやきを増し、二人は小さく悶もだえるようにして身体を弛し緩かんさせた。

　フゥッと、二人の意識が失われたことがわかる。宙に浮き、直立した状態で、ソフィアとマリーは眠ねむるように目を閉じてしまった。

「お、おいっ、二人ともっ!?　どうしたんだよっ!?」

　まさか、この絶望的な事態に精神が耐たえ切れなくなって気絶!?

　いや、ソフィアとマリーにかぎって、そんなことは……。

　などと思った、その、直後、

『『火山神顕現騎士ヴオルカエクエスよ。我らが、力を貸しましょう』』

　俺の脳内にダイレクトに、響ひびいてくる声があった。

「だっ、誰だっ!?」

　と口にはしてみたものの、俺には確信にも似た心当たりが浮かぶ。

　これは、ソフィアとマリーに加護を与える、空と海の女神の声――。

『『火山神顕現騎士ヴオルカエクエスよ、そなたに武器を授さずけます。二人の王女の胸むな元もとに左右の手をかざしなさい』』

　俺は、ソフィアとマリーをまじまじと見つめた。

　安らかに眠っているような可愛かわいらしい顔。この二人って、こうして見るとほんっとに美少女だよな……。見入ってしまい、俺は思わず本来の目的を忘れそうになる。

　ああ、いかんいかん！　俺は、ぶんぶんと頭を振った後、姫様たちの上半身へと、両腕を伸ばす。

　何もない空間だというのに、俺の両手のひらが、ぴったりの形をした窪くぼみにでも、カチリとセットされたような感覚があった。

　パァァァァァンッ！

　ソフィアとマリーのオーラが目も眩くらむほどに輝き、俺自身からも、オーラが激しく噴出する。

　そして、俺の頭の中がジャックされるように、視界が薄うすまった。

「我は天空を司る乙おと女めなり」

「我は大海を司る乙女なり」

　おそらく意識のないまま、ソフィアとマリーが厳おごそかに問う。

「「神の怒りに触れし　重じゆう篤とくなる　我わが民たみよ　我が子こ等よ　我が血けつ晶しようもて　穢けがれ　吹ふき払はらわん　汝なんじ　我が半身に授く　其そを拝さんや？」」

「拝さん　我は女神が剣　炎を司る勇者なり」

　俺の精神に乗り移った何者かが、答える。

「「ならばよし　降誕せよ　穹淵颯デユアランダル[image: ]叉槍・フアンダルグ！」」

　ソフィアとマリーの身体を包む、青と緑のオーラが、縦に細長く、凝ぎよう縮しゆくされていく。

　二本のオーラの筋が、二人の前に浮き出でたかと思うと、刹那――。

　キィィィィィンッ。

　瞬しゆん間かん的てきに氷がつくられるような澄すんだ音を立て。

　二本のオーラの筋は、螺ら旋せん状じように絡み合あい、先せん端たんが二ふた又またに分かれた、鋭するどく長い槍となっていた。

　俺はその美しく輝く槍を両手に掴つかむ。

　それは、水と風が渦うずを巻いているような、波動を湛たたえていた。

　女神によって授けられた武器。確かに強そうだ。

「ん……う……」

「は……ふぁ……」

　すると、姫様二人が、目を覚ました。

「ソフィア！　マリー！　大だい丈じよう夫ぶなのかっ!?」

　たぶんそうだとわかっていても聞いてしまうのが、人間の性というもの。

「う、む。何が起こったのかは、かすかに記き憶おくにある。女神の意識を通し、見えておったし聞こえておった」

「でも、これほど深いトランス状態に陥おちいったのは、初めてです」

　目を瞬しばたたかせながら、ソフィアとマリーが答える。

　頭がはっきりしてきたらしい二人は、俺が手にしているそれに視線を移した。

「これが、シャルスティアの危機に、空と海の女神が火山神に授けたという伝説の武器なのですね……」

「神話の中でしか知らぬものが目の前にあるとは……不思議な気分よの」

　マリーもソフィアも、感かん慨がい深ぶかそうに言う。

　しかし、この武器には、なお致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるように思われた。

　この大きさでは所しよ詮せん、邪神にとっては爪つま楊よう枝じ程度でしか、ないのではないか。刺されば痛いことは痛いかもしれないが。

　と、不安げに見つめている俺の胸中を察して、マリーとソフィアが解説を加えてくれた。

「ミナトさん、心配しないでください。この武器のサイズは、持つ者の意のままに、どこまでも大きくできると伝えられていますから」

「相手は神なのだから、遠えん慮りよは要いらぬだろう。シェライエ山火口を丸々塞ふさぐくらいに、突き立ててやるがよい。火山の噴ふん火かを鎮しずめてこその、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスであるぞ？」

　なかなか豪ごう快かいな意見を言う、お姫様たちだ。

　だが、その通りなのだろう。

　これは人間同士が、剣と剣を交えて、その技量を競きそうような戦いではないのだ。そもそもの発想を変えなければならない。

　魔法を持つ超常の存在同士による、魔力量の大きい方が勝つ、単純な力比べ。

　ようやく邪神と、同等の土俵に上がることができたのだ。

　俺ももう、迷ってはいられない。

　今この状況で、ソフィアとマリーか、リアマか、どちらかを選ばなければならないのだとしたら、俺は……。

　なおも溶岩を噴き上げている、火口。濛々と沸わき立つ、噴煙。この噴火がいつまでも続けば、シャルスティアの全域に、被害が及んでしまうだろう。

　そう、人間側は、ソフィアとマリーの二人だけじゃないんだった。

　俺は空と海の女神の槍を、棒ぼう高たか跳とびの選手がするように肩かたに担かつぎ、いったんさらに空高く上昇する。

　ちょうど、火口の真上から、邪神を見下ろす。

　そこから、俺は急降下を開始した。

　パクンッ。

　同時に、邪神の煌こう々こうと死の光を放つ口が、開く。

「リアマぁぁぁぁぁぁぁーーーーーーーっ！」

　思わず叫さけびが漏もれる。

　リアマ、ごめん。

　俺、今から、君を倒す。

　本当は誰ひとり、傷つけたくないけど。

　リアマも、ソフィアも、マリーも、クリスも雪花も茜も、俺は……このシャルスティアが。

「みんな、大好きだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　バッシュゥゥゥゥゥッッッ！

　邪神の口が閃光を迸らせる。

　グンッ、と俺の肩にかかる質量が圧倒的に、増加したのがわかった。

　ズッッッドドドォォッォォォォオォオォォォーーーーーーンッ!!

　真正面から、絶大なる魔力と魔力がぶつかり合い、そして。

　ジュォォォシュォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーッ!!

　邪神のレーザーを、いとも簡単に押し返し――。

　ドゴォォォォォォォォォンッ……!!

　俺は、手を離し、火口上空に浮うかんで、それを見ていた。

　最後には、ソフィアが言った通り。

　シェライエ山火口いっぱいに。

　風と水が絡み合う巨大な柱が、直立していた。

　水蒸気が激しく立ち昇り、霧きり状じようの雨が撒まかれ、風が舞い。

　辺りの大気が、急速に浄じよう化かされていく。

　スゥッと、徐じよ々じよに。

　巨大な風と水の槍は、蜃しん気き楼ろうのように薄くなって、消え去っていこうとしていた。

　火口の底が見え始める。

　そこに、リアマの――邪神の姿は、なかった。

　すると、パァッと、突然。
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　紅い光の粒りゆう子しが火口から弾け、周囲に散らばる。

　キラキラと、その輝きが、俺に降り注いだ。

「みなとヨ……ミゴトデアッタ」

　リアマの声が、空気中に響く。

「これが、リアマ殿どのか……？」

「リアマさん、なのですか……？」

　ソフィアとマリーにも、この声は聞こえているようだ。

「イマイマシキメガミタチノヨリシロドモ。イツシカジャシントヨバレシワラワヲ……、ミナトガナヅケテクレタナデヨブカ……」

　リアマが、ソフィアとマリーに応こたえている。

「イタシカタアルマイ。ソナタタチトモ、シバシキュウセンデアルナ」

　リアマは、はたしていつ開戦したつもりだったのだろう。

　今日この戦いではなく、遥か昔からのことを言っているような、なぜかそんな気がするのだった。

「みなとヨ。コンゴワラワハイカナルトキモ、ソナタノチカラトナロウ」

　姿の見えないリアマが、そんなことを言う。

「ワガミソノモノヲケントナシ……、紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイ！」

　その、瞬しゆん間かん――。

　パァァァァァンッ。

　紅い光の粒つぶが空中で結けつ晶しよう化かするように、一つの形を創つくっていく。

　それは、柄つかの部分に大きな美しい赤い宝石――運命のルビーが嵌はめ込まれた、一ひと振ふりの長剣。

　俺は、引き寄せられるように、手を伸ばした。

　その剣を、掴んだそのとき。

　バシュゥゥゥンッ。

　剣は一瞬にして赤い光の塊となったかと思うと。

　カシャァァァンッ。

　俺の右手首には、運命のルビーが嵌め込まれた黄金の腕うで輪わが、着けられていた。

「モウ、ハナレハセヌ」

　リアマの声は、その言葉を残して、途と切ぎれてしまった。

「え!?　離れないの!?　マジで!?」

　俺は焦あせって、無理やり装着させられてしまった腕輪に左手をかけ、外そうとしてみたのだが……。

「ううむ、これは確かに外せぬであろうな」

「どこにも継つぎ目がありませんものね。不思議です」

　ソフィアとマリーが寄ってきて、俺の右腕をまじまじと眺ながめる。

「それにしても、せっかく見つけ出だした運命のルビーが、ミナトの腕に張りついて取れないとなると……」

「運命のルビーの所有者は、ミナトさんということになるのでしょうか……」

　まるで、他人事のような穏おだやかなテンションで、二人の姫様は言う。

「は？　ちょっと待って？　何それ？　つまり、どうなるってわけ？」

　運命のルビーを先に手にした王女が、シャルスティア王国の次期女王に任命されるのではなかっただろうか。

「さて。どうなるのであろうな？」

「帰って、お母様たちに聞いてみましょうか」

　ソフィアとマリーも、狐きつねにつままれたような表情で、顔を見合わせるのだった。







エピローグ







　大理石が敷しき詰められたシャルスティア王宮謁えつ見けんの間は、近年稀まれに見るほどの大入り具合で、大変に賑にぎわっていた。

　しかし、この場にいる人間はファルバザード三皇女を除いて、女王様、副女王様を筆頭にシャルスティア王国陣じん営えいは全員、浮かない顔なのであった。

　ソフィアも、マリーも、俺も。

　クリスも、雪ゆき花かも、茜あかねも、茜のお母さんも。

　アシエルも、宰さい相しようも、野の々の山やま博士も、ナタリー先生も。

　俺は初めて会う、シャルスティア騎き士し団だん長ちようって人も。

　しかも、加害者と被ひ害がい者しやというか、裁く側と裁かれる側というか、そういう人たちが現在、ごっちゃになって同席しているのだ。

　もちろん、裁かれる側の人たちはお縄なわを頂ちよう戴だいし、拘こう束そくされた状態での参列となっている。

　あ、ちなみに今日は俺たちがシャルスティア本島に来て六日目の、午前中である。

　邪神、リアマと戦ったのが昨日だ。

　そういえば、正確にはリアマの邪神説は雪花によって退けられたのだが便べん宜ぎ上、最後に今この時だけ、そう呼んでおこうと思う。

　リアマは正しくは、火山姉神という名めい称しようになるべきだそうで、そうすると、俺が火山神顕現騎士ヴオルカエクエスになる際に降臨しているのが、火山弟神となるのだそうだ。

　さて、今回の邪神復活騒そう動どう及およびクーデター未み遂すい事件については、三皇女の主導で捜そう査さが進んだらしいので、その経けい緯いを追っていきたいと思う。

「うふふふ、お任せ下さいな。騎き士し様たちが邪神と戦っている間に、謀む反ほんを企くわだてていた方たちとは、わたくしたちがたっぷり隅すみ々ずみまで、仲良くなっておきましたから」

　ブリジッタが意味ありげに笑えみを浮かべる。

　ファルバザード三皇女は他人との身体的接せつ触しよくによって、その人物の過去・現在・未来を視ることができるのだそうで、彼かの女じよたちにかかれば悪事を隠し通とおすのは事実上不可能となる。

　俺もプールサイドでやたらべたべたされたのは、その能力を使って調べられていたせいだったのだ。

　純情な青少年の心を弄もてあそばれてしまった。でも、役得？

　つまりアシエルも、アシエルの父親である宰相も、茜の親父さんも、ナタリー先生までもが、ブリジッタ、エルッカ、アリッサの美少女三姉妹と、組くんず解ほぐれつの魅み惑わくのお触さわりタイムを過ごした……のかどうかは定かではないが。

　とにかく、きっちり取り調べを受けた後、出頭しているわけだ。

「ふん、死し刑けいにでも何でもするがよかろう」

　ぐぬぬ。くらい言ってほしいところだが、宰相はすっかり開き直って可愛げのない発言をする。

「この度たびの謀反につきましては、私と父上が五年前より企てたこと。首しゆ謀ぼう者しやは、私たち親子二人です」

　それに対して、息子むすこのアシエルは潔いさぎよく、罪を認めていた。

「アシエルよ。五年前にはそなた、まだ子供であろう？」

　ソフィアが、長く学友でもあるのだろう家臣に、庇かばうような言葉をかける。

「こちらのお二人が仰おつしやっていることは、だいたい合っていましてよ。魔法エネルギー開発研究所で働いていた科学者の方たちは皆、謀反についてはほとんど関かん与よしておりませんわ」

　ブリジッタがまた、ちょくちょくと説明を入れてくれる。

　なんて便利なんだ、ファルバザード三皇女！

「どうなのですか？　ノノヤマ博士」

　女王様が、研究所の責任者である野々山博士を質ただす。

「はぁ、その、邪神から魔法エネルギーを抽出する計画に関しましては、てっきり女王陛下もご存じのことと思っておりましたが……」

　答える野々山博士は、見るからに冷ひや汗ダラダラといった感じだ。

　俺としては、茜の親父さんってこともあるし、気の毒になってきてしまう。

「私は薄々気づいていましたわ。宰相閣下の独断であると」

　ナタリー先生――研究所ではシュトラウス博士が、やれやれといった様子で、横から口を挟はさんだ。

「ですが、私たち科学者にとって、王政派とか反王政派とかどうでもいいこと。研究がすべてでしょう？　最先端の研究さえできれば、スポンサーが誰だれであろうとついていきます。なので私は、自分の行いを悔くいてはいませんわ」

　シュトラウス博士は、堂々とそう言ってのける。

　ここまで自身の信念を貫つらぬく姿勢は、逆に清すが々すがしいくらいだ。周りのみんなも、やや苦くし笑よう気味に見守っているのだった。

「実際、シャルスティア王立魔法エネルギー開発研究所は現在、世界でも有数の、いえ世界最さい高こう峰ほうの魔法研究施し設せつですわ。この功績は認めていただきたいですし、それをもたらしてくださったのは、宰相閣下です」

　立場が異なれば、人の評価も変わる。

　シュトラウス博士は、どうやら宰相に恩義のようなものを抱いだいているらしい。きっと、野々山博士も。

「あなた方の言い分にも、相応の理があるのだと、わかっているつもりです」

　マリーの母親である女王様が、宥なだめるように口を開いた。

「私たちシャルスティア王家が、世界情勢に疎うとかったことも今回の原因の一いつ端たんであると重々理解しています。そうであったのも、私たち王家が長年、宰相家に様々な政務の苦労を負わせていたがゆえ」

　女王様はずいぶん、宰相側に歩み寄った見解を示す。

「陛下、あまり宰相を持ち上げぬよう願います。此こ度たびの謀反、事は重大でございますので」

　見かねた口調で、三十代前半といった風ふう貌ぼうの騎士団長が進言した。

「アベラルド・アルカサルの罪状を、ここに申し述べる」

　騎士団長は続けて、宣告を開始する。

「ひとつ、シャルスティア王国における政権を奪だつ取しゆせんと此度のクーデターを画策したこと。ひとつ、それに際し、女王陛下をはじめ、王族全員の殺害をも視野に入れていたとのこと」

　読み上げられていく内容は、確かにかなりショッキングなものだった。

　殺害って……、マジなのか……。

　ソフィアとマリーに、女王様、副女王様、その夫であるソフィアとマリーの親父さんたち、合計六人もの人間の生命を奪うばおうとしていたなんて。

　それは絶対に、許されるべきではない。

　だけど、アシエルは、俺に言っていたじゃないか。

　今回の騒そう動どうは、ソフィアとマリーにとって、決して避けて通れない道なのだと。しかし必ず未来へと通じている、と。

　それはアシエルには、ソフィアとマリーを亡なき者ものにしようなんて意図がなかったことを表しているんじゃないか。

　アシエルは自分には無理だとわかっていて、それでも追おい詰められた父親が自じ棄きを起こさないように、邪神を倒しに向かったのだ。

　アシエルはアシエルなりに、この事件が一番穏おん便びんな結末に落ち着くように、手を尽くしたのだと。

　俺は、そう信じたい。

　騎士団長の告発は、なおも続いていた。

「ひとつ、シャルスティア王国最大の禁きん忌きである、邪神の復活を画策したこと。ひとつ、それに際し、国宝である運命のルビーを秘ひ匿とく、不当に所持していたこと」

　結局、リアマは邪神ではなく、そんなリアマを捕とらえ苦しめてエネルギーを取り出そうとした所業は今回、人道的にも非難される状況になったわけだ。

　もちろん、俺だってこれにはカンカンに怒っている。

　ただ……、もしこれが、呼び出したのが本当に邪神で、かつ取り出すエネルギーは世界中の人々を救うためという大義名分があったら、どうなっていたのだろう。

　実際に、魔法エネルギーにはそのような利用法があるように言われている。

　つまりこの計画は、宰相の私し怨えんを除けば、一国の政策として十分通用するものだったのではないか。だからこそ、野々山博士をはじめ多くの人々を巻き込んでしまったわけで。

　政治って難しいなぁ。と、俺はつくづく思うのだった。

　しかし、邪神といえど神様を人間のいいように利用するという行いが、はたして人間に許されるのか、という倫りん理り的てきな問いは残るのかもしれない。

「ひとつ、宰相の進言により五年前より設立された、シャルスティア近代化軍兵士数百人を実質、宰相の私兵と化していたこと」

　クリスと雪花から聞かされた話だと、この兵士たちが古代シャルスティア魔ま法ほう文明博物館を急きゆう襲しゆうし、リアマを誘ゆう拐かいしたのだそうだ。

　また、魔法エネルギー開発研究所で、俺たちとも対たい峙じし、シャルスティア騎士団と一部で小こ競ぜり合いを演じたのも、同様の兵士たちだという。

　この宰相の私兵の数がもっと多ければ、クーデターは簡単に成功していたかもしれないと思うと、空そら恐おそろしい。

　まぁ、そうはなっていないという事実が、シャルスティア王家が国民に広く支持されている証あかしであり、シャルスティア騎士団がしっかりと王国の治安を守っている証でもあるのだろう。

「ひとつ、邪神から抽出した魔法エネルギーを用い、人工魔法兵士装備を製造し、軍事産業として他国への販はん売ばいを画策していたこと」

　ははぁ、そんな商あきないまで考えていたとですか。いわゆる死の商人、これは確かに心証が悪いですなぁ。

　しかも自分の息子であるアシエルを、その実験台に使ったってことだよね。あ、でもこれは逆に、他人を使うよりは良心的なのかなぁ……？

「ひとつ、古代シャルスティア魔法文明の遺産であるマジックアイテムを不正に売りさばき、莫大な資金を得ていたこと。人工衛星や研究所の最新設備等、ほぼこれによって賄まかなわれていたと思われます」

　あ～、遺い跡せき盗とう掘くつ的なことまで？　いや～、それにしても、シャルスティアのマジックアイテムって、すごいお金になるんですねぇ。ごくり。

　とにかく、宰相が軍事・経済・科学、その他様々な方面で相当のやり手だというのは、よくわかった。

　なるほどこれは、女王様たちが色々と任せ切ってしまっていたのも頷うなずける。でも、一国の宰相じゃなくて、どこか大きな企き業ぎようの社長にでもなればよかったのかもな。

「以上、被ひ告こく人にんアベラルド・アルカサルが行ったのは、シャルスティア王国の有史以来最大規模の犯罪であります」

　ようやく、騎士団長はすべてを語り終えたのだった。

　これだけ聞かされると、宰相がやったことは、確かに大変な重罪であるかのような印象を受ける。

　だが、よく考えれば、これほどの大事件を起こしておきながら、結果的には一人の死人も出していない。奇跡的な幸運が、あったのだ。

　それは多分に、ここにいるみんなの努力のおかげでもあるんだろうけど。

　だからというか、ぶっちゃけここにいる全員、騎士団長は立場上厳しい態度を取っているものの、宰相に厳げん罰ばつをもって臨のぞもうという意思は感じられないのである。

　女王陛下が、おもむろに口を開く。

「此度の謀反は、我がシャルスティア王国の在り方に、時代的な転機が訪おとずれているという警けい鐘しようなのだと思います」

　そんな前置きをして、女王様による、お沙さ汰たが下されようとしていた。

「これまでシャルスティア王家は頑かたくなに、鎖さ国こく的てきにシャルスティアの魔法を扱あつかってきました。それは、かつて我が国くにが半植民地化され、王女がスペイン無敵艦かん隊たいに傭よう兵へいのような扱いを受けた時期もあったため、そのような軍事目的に二度と使われることがないように、との教訓だったのですが……」

　女王様はいったん、言葉を切る。

　そして、

「グローバル化が急速に進む世界にあって、この門外不出という在り方を今一度考え直さなければならないのかもしれませんね」

　ちょっぴり頬ほおを赤らめつつ、女王様は続けた。

　なんか難しい用語を使ってがんばっちゃった感が、そこはかとなく漂ただよっていた。

　実にそのへん、マリーのお母さんらしい。不覚にも女王様に萌もえを覚えてしまう、俺おれがいるのだった。

「此度の謀反の責せきは宰相にのみ科されるべきではなく、王家としても反省すべき点が多々あったと考えます。よって、宰相アベラルド・アルカサル、及およびその息子アシエル・アルカサルが受ける刑けい罰ばつは……」

　女王様の次のセリフを、全員が固かた唾ずを呑んで待った。

「明日帰って来られる、コレットさんと仰るのでしたか？　罪人の心を浄化するという魔ま物ものを召しよう喚かんできるとか。その浄化をお受けなさい」

　おおっと、ここでまさかのコレットご指名キター！

　そういえば、可愛い俺の妹分、コレットには魔法五大国の一つ、トランカナンの魔物召喚士なんて肩かた書がきもあるのだった。

　コレットが呼び出した魔物には、俺たちもずいぶん手こずらされた記憶がある。その実力は本物なのだ。

「勿もつ体たい無なき処しよ遇ぐうに、感謝致いたします」

　事実上、罰ばつゲームレベルの刑けいを言いい渡され、アシエルは神しん妙みように頭を下げる。

　が、

「えぇい、そのような屈くつ辱じよく、我が慢まんならぬわ！　殺せぃぃぃっ！」

　宰相は、激げき昂こうして叫んでいた。

　喧けん嘩かをふっかけてしまった手前、素す直なおに謝あやまることができずに癇かん癪しやくを起こす子供みたいな反応にも見えてしまう。アベラルドくんは、みんなにごめんなさいしないといけないよね？

「それでは明日まで、宰相親子は牢ろうに繋つないでおくように」

　騎士団長が即そく座ざに指示を出し、数人の騎士たちがささーっと二人を引き連れて退たい廷ていする。

　宰相にこれ以上恥はじをかかせないための、温情措そ置ちとも取れる。

「邪神復活計画の責任者である、野々山博士、シュトラウス博士については、いかがいたしますか？」

　騎士団長が、続けて女王様に尋たずねた。

　茜が、ビクッと肩を震わせる。

　自分の父親が裁かれるのだ。その胸中の不安は計り知れない。

「新体制に引ひき継がれるまで、魔法エネルギー開発研究所は一時閉へい鎖さ。博士たちはそれまで謹きん慎しんとします」

「それだけ……、ですか？」

　ぽかんとした表情で、野々山博士が聞き返す。

「ええ」

　女王陛下は、ゆっくりと頷く。

「許していただけるのですか……？」

「許すも何も、皆さんは宰相の指揮の下、与えられた職務を忠実にこなした、それだけなのでしょう？」

　なおも半信半疑の野々山博士に、女王様は優やさしい微び笑しようを浮かべる。

「ただ一点、人間の手に余る挑ちよう戦せんに対しては、自重する理性も、特に科学者の皆さんには持ち合わせていただきたいと切に願います」

　だが、チクリと、女王様はそんな戒いましめの言葉を付け加えるのも忘れなかった。

「寛かん大だいなる処置に感謝致します」

　シュトラウス博士は、さも当然といわんばかりの平然とした表情をしつつ、建前としては型通りに殊しゆ勝しような発言をする。

　この人がある意味一番、精神的に大人なのかもしれない。

「本当に、なんと、お詫わびしてよいか……」

　野々山博士は何度も目を瞬かせ、額の汗を拭った。

「博士、どうかご自身の家族に、しっかりと謝ってくださいな」

　女王様にそう諭さとされ、はっとして野々山博士が振り返ると、そこには――。

　茜が、その瞳に大おお粒つぶの涙なみだを溜ためて、父親を睨にらみつけていた。

「バカっ！　ほんっっっとに、バカ！　いくら仕事に夢中だからって、家族に心配かけないでよっ！」

「すまん……、返す言葉もない」

「海よりも深く反省しなさいっ！」

　そう言って泣きじゃくる茜を抱き締めながら、

「あなた……、二度と茜を悲しませることをしないでくださいね」

　茜のお母さんが、夫を窘める。

「茜、百ゆ合り子こ、すまなかった……」

　妻と娘むすめに叱しかり飛とばされ、涙目の野々山博士だったが、そんな親子の姿を周囲は温かく見守るのだった。




　　　　　◇




「ミナトーっ、ただいまーっ」

「おかえり、コレット」

　空港で、俺たちはほぼ一週間ぶりに、コレットを出で迎むかえた。

　シャルスティア本島滞たい在ざいも七日目。そろそろ下宿とはいえ我が家やが恋こいしい気もしてくる。

「帰国早々申し訳ないのだが、コレット殿、私たちに力を貸してもらえぬだろうか」

　ソフィアが真しん剣けんな面おも持もちで依い頼らいする。

「昨日電話で話した、魔物召喚のことだよね？」

　コレットにはすでに、伝達済みであるらしい。

「うむ。これからすぐに王宮へと同行していただきたい」

「うんっ、任せてっ。悪人の心をぴっかぴかに浄化する、とびっきりの魔物を召喚してあげるねっ」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで答えるコレット。

　俺は、その魔物をけしかけられることになっている一人、アシエルに対して同情を禁じ得ないのだった。




　シャルスティア王宮内には、長い歴史の中で受うけ継がれてきたダークな施設も存在しているのだそうで。

　その、鉄てつ格ごう子しと岩いわ壁かべに囲まれた暗い地ち下か牢ろうで、宰相親子は一夜を明かしたわけだ。

　そして、その隣となりにある、刑罰の執しつ行こう室という所で、コレットによる浄化がなされる手て筈はずとなっていた。

　この二つの部屋は、もう何十年も使われていなかったのだそうだが、今回のクーデター未遂事件によって、久々に脚きやつ光こうを浴びる機会が巡ってきたのである。

　コレットと一いつ緒しよに地下に降りてきた俺たちは、部屋の前で立ち止まらされる。

　数人の騎士たちとともに室内へと入っていくコレットを、俺たちはハラハラした思いで見送るのだった。刑の執行者以外、立ち入り禁止なのだそうだ。

　重くて頑がん丈じようそうな鉄製の扉とびらが閉まりかける際に、多少の会話が漏れ聞こえてきた。

　ガッシャーンッ。

　重くて頑丈そうな鉄製の扉が閉ざされる。

　すっげー、中が気になる展開だ。部屋の外に残された俺たちは、全神経を集中し、聞き耳を立てた。

「それでは、よろしくお願いします」

　騎士の一人がコレットに要よう請せいし、

「よーしっ、じゃあ、いっくよーっ？」

　コレットがノリノリで承しよう諾だくする。

「お手て柔やわらかに、お願いしますね」

　弱々しく懇こん願がんするアシエルの声も。

「馬ば鹿かな……。儂わしがなぜこのような屈辱を……」

　宰相は昨日喚わめいた分すでに燃もえ尽きたのか、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった口調で呟いていた。

　しばらくして――。

　ヒューヒューという、微かすかな耳鳴りのような、コレットが魔物を召喚する際に使用する笛の、独特の音色が響くと。

　ずるっちょ。

　ねちょっ、ぐちょっ。

　おぞましく蠢うごめく触しよく手しゆの音なのか、あるいは、粘ねん液えきでヌルヌルしてそうなナメクジとかそれっぽい魔物が這う音なのか。

　とにかく、直に目にしなくてよかったと思えるような音が、扉の向こうから聞こえ始めたのだ。

　イケメン高校生であるアシエルはまだしも、宰相とか……初老のおっさんを触手が責めるって、どんだけマニアックで誰得な光景が展開されているのだろう。

　いや、もしかして渋しぶいナイスミドルのおじ様として、けっこう需じゆ要ようがあったりなんかするのだろうか!?

　などと考えてしまうと、俺の周りにいるソフィアとマリーとクリスと雪花と茜の頬が、いくぶん紅潮しているようにも見えてきてしまう。

　ずるぅぅぅっ！

　ぐちゃぁっ！

　何やら音が激しさを増すと、次の瞬間、

「ぬぉぉぉぉぉっ!?　このようなっ、このようなぁぁぁぁぁっ！」

「あぁぁぁっ！　もうっ、お婿むこにいけないぃっ!?」

　宰相とアシエルの、断だん末まつ魔まが響き渡ったのである。




　　　　　◇




　コレットが召喚した魔物による、宰相とアシエルの魂たましいの浄化は、無事完かん了りようしたとのことだった。

　刑の執行後のアシエルには、まだ会っていない。

　正直、どれほど消しよう耗もうしたのか、確かめる勇気がなかったというのが本音である。恐怖のあまり頭とう髪はつが全部白しら髪がになってたりとか、しないよな……？

　まぁ、アシエルも宰相も元々銀ぎん髪ぱつなので、白髪になってもそれほど目立たないかもしれないけど。

　と、そんな冗じよう談だんはさておき、アシエルと宰相はしばらくは刑けい務む所しよに収容され、今後再び謀反を企てる意思がないか、監かん視しされるのだという。

　俺なんかは、アシエルはもうとっくに改心しているだろうから、すぐにでも出してやってほしいとか思ってしまうんだけどな。

　王家や騎士団の立場としては国民の手前、そう簡単にもいかないのだろう。

　さて、俺たちは午後になって、また空港へと戻もどってきているのだった。

　なぜかというと……。

「わたくしたちも、思わぬ長居をしてしまいましたけど」

　ブリジッタが、ほんの少し名な残ごり惜おしそうに、目を細めて言った。

「ようやくこれで、オレたちもファルバザードに帰れるってわけだな」

　エルッカも、まだ暴れ足りないといった風ふ情ぜいで、ぐるりと辺りを見回す。

「退たい屈くつではあったが、風ふう光こう明めい媚びな地であったぞ」

　アリッサはたぶん、これはこれで、彼女なりに褒ほめてくれている発言なのだろう。

「この度は、ファルバザード三皇女殿には、本当に世話になり申した。シャルスティア王女として、心から礼を言わせていただきたい」

　ソフィアが、深々と頭を垂れる。

「ぜひまた、今度は余よ暇かを過ごしに、シャルスティアにいらしてくださいね」

　マリーも一緒に頭を下げた後、そんな別れの挨あい拶さつを述べた。

　まったくもって今回の彼女たちの働きは、お世辞抜きにＭＶＰと言って差さし支つかえないものだったと、俺も思う。

「あら、残念ですけれど、当分はそのように悠長なことは言っていられませんのよ。世界に災わざわいをもたらす邪じや神しんは、まだ見つかっていないのですから」

　だが、ブリジッタは、その常に勝かち誇ほこったような笑みから、わずかに表情を硬かたくしたのだった。

「わたくしたちファルバザード三姉妹の予言は絶対。つまり近いうちに必ず、件くだんの邪神は世界のどこかに現れるのですわ」

　不ふ吉きつなことをきっぱりと言う。しかし、ブリジッタたちはそう確信しているのだろう。

「そのときは、シャルスティアの皆みな様さまも協力をお願いいたしますわね」

「そうでありましたな。もちろん、私たちシャルスティア王国も、魔法国家の一員として総力を挙げて参加いたしましょう」

　ブリジッタに乞こわれ、ソフィアも神妙に頷く。

「トランカナンの召喚士様も、次にお会いするときは、そのお力をお貸しくださいませ」

　ブリジッタは、コレットにもスカウトの声をかけた。

「うんっ。なんだかよくわからないけど、ミナトたちと一緒ならいいよっ」

　コレットの何でも安やす請うけ合いする癖くせは、直させた方がいい気もするな。

　でも、コレットの実力は本物なわけで、そう考えればコレットは魔法五大国の一つ、トランカナン共和国を代表する術者と言えるのかもしれない。

「国に帰りましたらすぐに、今一度邪神に関する情報を整理し、連れん絡らくを差し上げますわ。これからはお互い密に連れん携けいを取って参りましょう」

「了解いたしました。お待ちしております」

　ブリジッタとソフィアが最後に、握あく手しゆを交かわし。

　三皇女は、ファルバザードへと帰っていった。
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　三皇女を見送った後、俺たちはシャルスティア騎士団本部なる場所へと立ち寄ったのである。

「みんな、湊みなと殿どのと手合せしたくてウズウズしているんですよ」

　クリスにそんなふうに言われ、

「げぇーっ!?　なにそれこわい」

　俺は心底震え上がる。

　筋骨隆りゆう々りゆうな漢たちがひしめいている、この広い道場のような建物はその名もズバリ、騎士団修練場だそうだ。

　クリスってば、こんな厳いかつい人たちに交ざってずっと修しゆ業ぎようしてきたのか……。クリスすごいよ、すごすぎるよー！

「ミナト殿、ぜひ私とも、一勝負を」

　早さつ速そく、騎士団長さんからもオファーが……！

　俺って、今までクリスという最強の美少女スパーリングパートナーがいて、とっても恵めぐまれた環かん境きようだったんだなぁ。と、しみじみと実感する。

「湊殿、せっかくですからリアマ殿……いえ、火山姉神様から授かった剣というのを使ってみてはどうですか？」

　クリスにそう勧すすめられ、俺は自分の右手首にくっついてしまった腕輪を眺めた。

　この腕輪こそがリアマであり、火山姉神の剣レヴアンデミトレイになる……はずのものだ。

　この話はすでに、シャルスティア騎士の皆みなさんに知しれ渡ってしまっているらしく、興きよう味み津しん々しんといった雰ふん囲い気きがひしひしと伝わってくる。

「でもこれ、どうやったら剣に戻るんだ……？」

「ミナトさんがそうなるように念じれば、応えてくださると思いますよ？」

　すかさず、マリーが助言をしてくれた。

　一いつ般ぱん的てきな日本人高校生のはずの俺としては、魔法国で起こる出来事の原理ってのが未いまだにまったく理解できない。取とり扱あつかい説明書がほしいところだ。

　で、念じれば、いいの？　リアマさん、どうか剣になってください……。

　キィィィィィンッ。

　その途端、甲かん高だかい共鳴音のようなものを上げつつ、腕輪が強く赤い光を放ったかと思うと。

　パァァァァァンッ。

　赤い光の塊かたまりが結晶化するように、気がつけば一振りの長ちよう剣けんが俺の右手に握にぎられていた。

「おおっ、なんと美しい……！」

　騎士団長の感かん嘆たんの叫び。

　クリスも含ふくめ、騎士の皆さんが息を呑のむ。

　こんな言い方をすると激しく誤解されそうだが、刃は物ものマニアであるっぽい屈くつ強きような人たちに取り囲まれている状況って、どうなの。

　とはいえ、リアマが変身した剣レヴアンデミトレイは確かに宝ほう剣けん、神剣と呼ぶに相応しい、優美かつ崇すう高こうなフォルムを有していた。刀身も柄も、正に匠たくみの技といった感じでキラキラと輝いている。

　そして俺は、まず騎士団長と対戦したのだが。

　紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイで打ち合ったところ、普ふ通つうの剣ではすぐに折れてしまい勝負にならないことが判明した。

　凄すさまじい強度と切れ味。火山神顕現騎士ヴオルカエクエスにならない状態でも、これだけの性能なのだ。オーラを乗せて戦ったら、きっともっと大変な威い力りよくを発揮することだろう。

　結局、普通の剣同士で仕切り直し。

　すると。

　騎士団長、強ぇぇぇぇぇっ！

　全部で五回ほど戦ったものの、俺は一本も取れずに、騎士団長にのされてしまった。

　聞けば、シャルスティアで年一回開かれる武術トーナメントに、騎士団長は三年前から参加するのを止めてしまったため、現在はクリスが三連れん覇ぱ中とのこと。騎士団長は、クリスの剣の師し匠しようでもあるのだそうだ。

　と、いうわけで。

　しばらく騎士の皆さんと親しん睦ぼくを深め。俺はこの国に来て初めて、ようやくシャルスティア騎士団の一員になった、そんな実感が湧わいてくるのだった。
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　シャルスティア本島に来て八日目。

　ついに俺たちは、憩いこいの我が家と、通うべきプリムヴェール学園のあるファムネリア島に、戻ることになったのである。

　空港には、合宿でお世話になった古代シャルスティア魔法文明博物館館長、アミナさんも見送りに来てくれていた。

「みなさん、またぜひ当館をご利用くださいのだ。今回は使う機会がなかったマジックアイテムを磨みがいて、お待ちしておりますのだ～」

　それが最上級のもてなしだと信じて疑ってなさそうなアミナさんが、真顔で言う。

　いや、まぁ確かに、博物館のマジックアイテムの修業効果は抜ばつ群ぐんであったのだが。そのエロさも、素す晴ばらしかった。

「はい。ぜひまた博物館所蔵の貴重な書物を、読ませてください」

　珍めずらしく、雪花が自身の希望を前面に押おし出す。

「お～、歓かん迎げいしますのだ。雪花さんがそのつもりなら、すぐにでも博物館で採用しますだよ？」

　アミナさんとしても、雪花の能力を高く評価しているようだ。

「そうですね、将来的には……。ですが今はまだ、古代シャルスティアの文ぶん献けんをもっと調べて、姫様と湊様のお役に立ちたく思います」

　雪花は実に、ソフィアとマリーの忠臣らしい答えを返す。

　すると、雪花に触しよく発はつされたように、クリスが口を開いた。

「私も、もっと強くならなければなりませんね。このままでは、魔法を用いた戦せん闘とうにおいて、私はまったく戦力になれませんから……」

　やはりクリスはずっと気にしているのだった。

　しかし、このクリスの決意、実現するのはそう簡単なこととは思われない。

　なぜならクリスは、魔法を使用しない通常の人間というカテゴリーの中では、すでに達人の域に達しているのだから。

　そこからさらに強さを上乗せするには、俺の火山神顕現騎士ヴオルカエクエスみたいにドーピング的な神様の力を借りるか、コレットみたいに魔物でも召喚できるようになるとか？　とにかくそういう超ちよう常じよう的な方法しかないのだ。

　クリスには、何か当てはあるのだろうか？

　そう考えると、アシエルが使った人工の魔法チップなどは、その要件をだいぶ満たしているのだ。

　あれは、神様を捕らえて無理やり魔法エネルギーを奪い取とったそのやり方がいけなかったとも言えるわけで。

　俺やソフィアやマリーから、同意のもとに穏便に魔法エネルギーを取り出せるとしたら、まさかの実用化だってありえるかもしれない？

「あたしも、ちょっと真ま面じ目めに魔法学の勉強をしてみようかと思ってるの」

　と、さらに茜までが、ここぞとばかりに自身の今後の目標を発表したのである。

「おおっ!?　それって、茜のおじさんとおばさんと同じ研究者の道に、進みたいってことか？」

　驚おどろいて聞き返した俺に、

「う、ん。今回の事件で、お父さんは私が見張ってないと心配な気がしてきちゃったし」

　茜が言った答えは、家族として切実な感じが滲にじんでいて、皆ちょっと苦笑してしまう。

　その反応に、茜は慌あわてたように言葉を付け加える。

「あと、それだけじゃなくて、研究所で見せてもらったお父さんたちが作った装置とか、普通にすごいなって思ったし。そういう研究をすれば、私も……、姫様と湊の役に立てるかなぁって……」

　言い終えて、茜は顔を赤らめて俯うつむいてしまった。

　茜は茜で、魔法バトル関連では自分が完全に蚊か帳やの外になってしまうことを、気にしていたのだろう。そこで自ら、魔法への関かかわりを深めようと……。

　そんな茜のいじらしさに、今度はみんな、じーんときたのだった。

　この一週間、本当に目まぐるしくて苦難もあったけど。

　みんなそれぞれ、自分の未来を考えるきっかけになった、有意義な体験だったのかもしれない。

　さぁ、帰ろう。

　俺たちの、いつもの生活が待っている、ファムネリア島に。
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　運命のルビーとは、何だったのか。

　そういえば、ソフィアとマリーの王位継けい承しよう問題がどうなるのか、まだその話を聞かせてもらっていない。

　俺は、自分の右手首に嵌められた分不相応な、大きなルビーが埋うめ込まれた金の腕輪をぼーっと見つめていた。

　ここは俺の部屋だ。時間は夜九時過ぎ。夕飯はすでに食った。ベッドの上に仰あお向むけに寝ね転ころんでいる。

　ファムネリア島に戻って、みんなと別れて、ようやく一人ほっと一息ついたところなのだった。

　だけど心の中は、なんだかモヤモヤして変に落ち着かない。

　なぁ、リアマ。ソフィアとマリーのどちらかが女王様になってしまったら、俺はいったい、どうすればいいのかな？

　俺は柄にもなく、感傷的な気分で腕輪に語りかけた、そのときだった。

　ピカァァァッ！

　と、腕輪が光った直後、

「みなとっ♪」

　熱ねつ烈れつな好意を湛えた笑顔で、リアマが覆おおい被かぶさってきたのである。

　もちろん、全ぜん裸らで。

「ちょぉぉぉぉぉっ!?　りっ、リアマ！　は、離はなれてっ、落ち着いてくれぇぇぇっ！」

　本当は落ち着かなければならないのは俺の方なのだが、とりあえずそう叫んでおく。

　ぎゅうううううっ、と両手を俺の背中に回して抱きしめてくるリアマ。

　胸が、お腹なかが、太ももが、当然むにむにと当たっているのだ。

「みなとヨ、ソナタガワラワヲヨンデクレタカラ、コウシテマタアエタノデハナイカ」

　心底嬉うれしそうに、リアマが俺を見つめる。

　そんな顔をされてしまうと、俺も微ほほ笑えまずにはいられないじゃないか。

「ソレデダナ、みなと。ソナタガドウスレバヨイカダガ……」

　リアマはちゃんと、俺の問いにも答えてくれるようだ。

「う、うん。どうすれば？」

　神様のありがたいお言葉を、俺は心して待った。

「ソナタガオウトナルシカナカロウ」

「は？　って、えええええええっ!?」

　こんな話の流れ、これまでにも何度かあったような気が……。

　その、刹せつ那な――。

　キキィーーーッ！

　家の前に、車が急停車したらしい音が響く。

　ガチャッ、ドタドタドタッ。

　誰かが勝手に家に上がり込んできたっぽい。基本的に平和極きわまりないファムネリア島では、玄げん関かんの鍵かぎはかけないのがスタンダードだ。

「湊殿っ！」

「湊様」

　なんと、室内に入ってきたのは、クリスと雪花だった。

「うわっ!?　とと、ち、違ちがうんだっ！　これは断じてっ！」

　全裸のリアマと抱き合っているようにしか見えない俺は即座に、しどろもどろ言い訳を試みたのだが、

「やはり、リアマ殿は人間の姿になっておられましたか」

　この状況を予測していたらしいクリスと雪花は、特に顔を顰しかめることもなく、

「湊様、リアマ様とご一緒に、私たちとおいでください」

　そう、要請される。

「さすがに裸はだかでは不ま味ずいので、服を着ていただきましょう」

　雪花に淡たん々たんと指し摘てきされ、リアマにまた俺のジーンズとＴシャツを貸すことになった。

「さぁさぁ、お二人とも、こちらに」

　クリスに急せかされつつ外に出ると、待っていたのは、もうすっかりおなじみとなった、シャルスティア王家御ご用よう達たしのリムジンなのだった。
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　連れて行かれたのは、なんのことはない、プリムヴェール学園の学園寮りよう、ソフィアとマリーの部屋である。

　お付きのクリスと雪花もここで一緒に暮らしており、四人で使っても十分な広さの快適でゴージャスな空間なのだ。

「だからって……、なんでこんなことになってやがりますかぁーーーっ!?」

　ソフィアとマリーの、天てん蓋がい付きのキングサイズベッド上で胡坐をかいた俺は、顔を真っ赤にして叫ぶ。

「きっとミナトさんが一人になると、リアマさんが現れるんじゃないかと思っていました」

　いつも笑顔が基本のマリーが意外にも、ちょっとむくれた感じで言う。

「いくら火山姉神様とはいえ、若い男女が一つ屋根の下で、よもや間ま違ちがいが起こってはならぬであろう？」

　ソフィアも、ずずいっと身を乗り出してきて、凄すごいプレッシャーだ。

「ぶっ！　そそそそそ、そんなの起こるわけないだろぉぉぉっ!?」

　俺は己おのれの潔白をアピールするため、声を大にして否定したのだが。

「いえ、実際お迎むかえに上がった際、湊殿は全裸のリアマ殿といちゃいちゃしておられました」

　すかさずクリスに、激しく誤解を生みそうな描びよう写しやで告げ口されてしまう。

「正直、湊様の場合、相手が犬や猫ねこでも雌めすだと心配です」

　雪花が、まるで茜みたいに極きよく端たんな物言いをする。

「おぉぃぃっ!?　俺は種族無関係で繁はん殖しよく可能なのかっ!?」

　俺は自身の名めい誉よを守るために、しっかりとツッコミを入れておかなければと思った。

「そこでじゃ。いっそのこと、みんな一緒に住んでしまえばミナト、そなたを管理できるであろう、という結論に達したのだ」

　ソフィアがさも名案であるかのように、胸を張る。

　ん、胸……？　うぁぁぁぁぁっ、胸がぁぁぁっ!?

　俺の眼前には、ぷるるんっと、衝しよう撃げき的てきな光景が広がっていたのだった。

「ちょっ、ソフィア、そのネグリジェはマズいってばっ！　下着が、透すけて見えちゃってるよっ!?」

「ば、馬ば鹿か者ものっ！　どこを見ておるっ!?」

　ソフィアは、自分自身を抱きしめるような仕草で、両りよう腕うでで胸を隠かくす。

　いやいやいや、正面を向いているだけなんですけどっ!?

　よく見ればマリーも、同じネグリジェ姿だ。

　そりゃあ寝ねる前の時間だからって、一国のお姫様ともあろう方が、俺が来るってわかっていて、その格好はいかがなものかと思うんだぜ!?　すごく、可愛かわいいけど。

「し、しかし、夫となる相手であれば、この程度は、その……」

　言いながらソフィアは頬を朱しゆに染め、だんだん声も小さくなっていき、ついには俯いてしまう。
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「ミナトさん、不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いします」

　マリーも伏ふし目めがちに、声を震ふるわせながら、そんな宣言だ。

「お、夫ぉっ!?　俺が!?　誰のっ!?」

「もちろん、ソフィア様とマリー様、お二人のですよ」

　クリスがきっぱりと、言ってのける。

「どぅぇぇぇぇぇっ!?　だってほら、俺まだ高校生だしっ!?　それに、二人って、マズいだろぉぉぉっ!?」

　日本人の感覚では、それはほぼ犯罪だ。法律違い反はんだ。

「結局、運命のルビーの現所有者は湊様ですので。どうやら運命のルビーはリアマ様、火山姉神様が人間界に留とどまるための依代であるらしいのです。リアマ様が、腕輪や剣の姿を取って湊様に付き従うと決められたのなら、つまりそうなるのです」

　雪花が淡々と解説してくれるのだが……。

　いや、わかんねぇって！　何がどうなってそうなるのか、全然わかんねぇよぉぉぉっ!?

「運命のルビーは、シャルスティアにおいて王権の証なのだ。それがミナトの手にある以上、ミナトよ、そなたが王となり、私とマリーはその妻となるが必定」

　真剣な口調と表情で言うソフィアと、

「嬉しいです、ミナトさん」

　にっこりと微笑むマリー。

　二人とも、冗談でやっているとは到とう底てい思えない。

「リアマ、みんなあんなこと言ってますけどっ!?」

　俺はリアマに助け船を求めたのだが、

「ウム、ソレデヨカロウ」

　なんと頼たのみの綱つなのリアマにまで、うんうんと深く頷かれてしまう始末だ。

「神様のお墨すみ付つきまで貰もらったのですから、もう完かん璧ぺきですね！」

　なぜかクリスまでテンション高く、

「その際には、私とクリスももれなくついてきますので、よろしくお願いします」

　雪花も真顔で悪ノリを口にする。

　ピンポーンッ。

　そのときだった。

「到とう着ちやくされたようですね」

　インターホンが鳴って、クリスと雪花が玄関へと向かう。

「湊ぉ～～～～～っ!?　そんなの絶対、あたしは認めないんだからねぇ～～～っ!?」

「ミナトーっ、結けつ婚こんおめでとーっ」

「にゅふ～ん、毎度毎度モテモテだねぇ、湊くぅん？」

　騒そう々ぞうしく、茜とコレットと桜さくら子こが、乗り込んできたのだった。

「三人ともっ、何でここにっ!?」

　驚く俺に、

「私たちがお呼びしました」

　雪花とクリスが、キリッという擬ぎ態たい語ごがつきそうな顔で述べる。

「パジャマパーティーをするって聞いて来たんだけど？　会場はここでいいんだよね？」

　桜子がとぼけた質問をしてくる横で、

「湊っ、あんた、どうするつもりなのよっ!?」

　茜はガチで血相を変えて詰つめ寄よってきた。

「茜殿どのもここで一緒に暮らせばよいではありませんか。合宿と変わりませんよ？」

　クリスがそんな提案をする。

　どうやらクリスと雪花は本気でそれを勧めるために、茜を呼び寄せたっぽい。

「えっ、あたしもっ!?　そっ、それは……」
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　茜は面めん喰くらいつつ、チラッと俺を見て、口くち篭ごもってしまった。

「もちろんコレット様も。望まれるなら、桜子様も」

　雪花がさらに勧かん誘ゆうを行う。

「ボクもいいのっ？　わーいっ、楽しそうだねっ」

　コレットは素直に喜び、

「私は遠えん慮りよするよ～。あんまり多いと、湊くんのスタミナが、ねぇ？」

　桜子はちょっぴり下品な笑みを浮かべ、辞退の意を示す。

　それってつまり、どういう意味だってばよっ!?　俺は赤面し、困こん惑わくするばかりだ。

「ってか女王様たちは、何て言ってるんだよっ!?」

「母上たちからも、ミナトが承諾するのであればそれでよい、と了りよう承しようを得ておる」

　顔を赤らめたまま、ソフィアが答える。

「ミナトさん、みんなで幸せな家庭を築きましょうね」

　マリー、その言葉、すでにどこかおかしいよね!?

　本当に、どうなっちまうんだ、俺……!?

　アホ親おや父じによって強制的に、半ば売り飛ばされるようにしてやって来た、このシャルスティア王国で。

　姫ひめ様さま専属の騎士になったかと思ったら、今度は国王!?　姫様二人の夫!?

　おまけに姫様お付きの美少女騎士に、美少女世話係に、美……まぁそこそこの幼なじみまでが、セットで貰えちゃう!?

　おかしいだろ、絶対。これなんてエロゲ!?

　こんな夢みたいな、地上の楽園で。

　俺の未来は、どこへと繋がっているのだろう。

　それでも、とりあえず、麗うるわしき美少女たちを守る騎士ってやつは、まだ当分続けてもいいんじゃないかな、などとお気楽に考える俺がいるのだった。








ＥＮＤ









あとがき







　本作一巻でデビューしてから十一ヶ月、別作品も合わせると五冊目を出せることになりました、糸いと緒お思し惟いです。今回、念願だったアキバＢｌｏｇ様をついに本文に掲載してみました。デビュー前からずっと愛読していたので、本作一巻を紹介していただいた時には、天にも昇る心地でした。アキバＢｌｏｇ様の記事が本作の血となり肉となっています。

　こうして四巻まで書き終え、さらに五巻へと向かうにあたり、担当の南部様、イラストを描いてくださっている三さん色しよく網あみ戸ど。様、お二人の力がなければ、明らかに僕の実力以上が発揮されている本作を読者の皆様にお届けすることは決してできなかっただろうと感謝の念に堪えません。お二人とも、今後もどうか僕と三人四脚で、『突然騎士になってムフフな俺がいる』を続けていってくださればと思います。そして、読者様、これまで本作にお付き合いくださり、ありがとうございます。これからもまだまだ本作を楽しんでいただけますよう、僕自身、読者様と一緒に、ちょっぴりエッチでワクワクする冒険の旅を続けていけますよう、全力を尽くしますので、どうぞよろしくお願い致します。







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


糸緒思惟先生／三色網戸。先生
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